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　一台の馬車が道を疾走する。

　両りよう脇わきには森が広がって草木が生い茂っており、馬車が走っているのは森と森の間──整せい備びされた街道だ。平へい坦たんな土で固められ、歩くのにも苦労はしないだろう。

　今、帝たい輝きたちが乗っているのは二頭の馬に引かれた八人乗りの馬車だ。椅い子すがあるわけでもない荷台に、雨風を凌しのぐための幌ほろがついている。この世界のナビゲーター役であるエリスの連れてきたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの御者が速いスピードで進めていた。

　荷台の前後に開いている視界には、木々しか見えていないが、その隙すき間まからは山々と、その山の上に造られた城が見える。反対側を見てもやはり山があり、そこには石造りの真四角に造られた砦とりでがあった。

　空は蒼そう天てん。日も高く、位置を考えれば正午ぐらいだろうか。気温が大きく変化することのない世界は、肌を優しく撫なでる風もあって快適に過ごせている。

　地球上であってもおかしくはない。しかし、ここは決して地球には存在しない風景だ。

　広がっている光景は、以前いた『ＬｏＲ』と大して変わらない。同じ世界だと言って差し支えないだろう。だから帝輝にはすぐにわかった。

　この世界が名作シミュレーションＲＰＧ、『レジェンド　オブ　ルインブリンガー２』、通称『ＬｏＲ２』の世界であると。始まってまだ日数が経たっているわけではないが、それでも見える景色はいくら移動しても建築様式や雰囲気が変わらない。

　今は、大陸に作られたルートを馬車で走り、ポイントに向かって移動している途中だ。

「……マスター。少し顔色悪い。酔った？」

　荷台の端に座る帝輝の右隣に座っていた少女が帝輝を心配して話しかける。

　そこにいるのは、飛鳥あすか井い真ま桜おだ。中学生と見られてもおかしくない小さな身体からだで、帝輝にぴったりと寄り添っていた。魔法使いのような三角帽子を被かぶっており、服装も同じく魔法使いのようだった。事実、彼女はこの世界において、ソーサリスのユニットを割り当てられた魔法のエキスパートだ。かつて、別のゲーム世界に入ったことがあるというイレギュラーな存在でもある。

　感情に乏しい女の子だが、それでも最近は大きな肩の荷が少し下りたようで、豊かな表情を見せてくれる。またネコのような仕草もよくしていた。

「帝輝お兄ちゃん、どうしたの？」

　そして、帝輝の左隣にはもうひとりの少女が座っている。

　彼女は若わか槻つき紗さ蘭らん。純白のフードつきローブを着込んでいるが、フードは今被っておらず、少し短めで艶あでやかなオレンジの髪が見えていた。背が小さく、守ってやりたくなるような、そんな女の子だ。身長は真桜よりも少し高いぐらいだが、平均からするとやや低い。

　ゲーム部仲間である若槻怜れ王おの妹であり、帝輝とは付き合いも長い。ある事情により普段から帝輝は『お兄ちゃん』と呼ばれている。

　帝輝はふたりにバレないよう小さく溜ため息いきを吐ついた。

「真桜。いい加減、マスターって呼び方変えないか？」

「や」

「紗さ蘭らん。お兄ちゃんって呼び方しなくていいぞ？」

「帝たい輝きお兄ちゃんはお兄ちゃんだよ。怜れ王おとは違うよ」

「実の兄を呼び捨てなのに、なぜ俺はお兄ちゃんなんだ……」

「帝輝お兄ちゃんは、お兄ちゃんっぽいから」

　にこやかに言われても困る帝輝だった。

　それを見ながら、すぐ傍そばに座るクラスメイトの滝たき脇わき信のぶ利としが苦笑する。

「リーダー。そろそろポイントに着くぞ。イチャイチャしてないで戦せん闘とう準備よろしくな」

　彼のユニットはタクティシャン。それ故か彼も古代の文官の大礼服のようなものを着込んでいた。その手には軍師らしく軍ぐん配ぱいもある。軍人のように厳いかめしい顔をして、軍事についても明るく、今は帝輝の補佐をする立場となっていた。

　帝輝のことをリーダーと呼んでくるが、その呼び方は敬意よりも親しみの方が強く感じられる。クラスメイトたちの呼び方も彼と同じように親しみが込められているが、原因はこの滝脇ではなかろうかと、帝輝は思い始めていた。

「いや、イチャイチャって滝脇、お前な……」

「男二人、女六人なんていうアンバランスなパーティなのに……。自分にはそんなシチュエーション、死ぬまで味わえそうにないな。指揮するなんて、考えたくもない」

　彼が言うように、今は八人という状況だ。













　前回、『ＬｏＲ』の世界に囚とらわれた時、そこにはクラスメイトたち四十人が全員いた。

　しかし、今回の『ＬｏＲ２』においては七人と、ナビゲーター役のエリスのみ。

　ただ、これはゲーム設定的には正しい初期人数だ。全員いる前回の方が異常なのである。

「ま、そうよね。ワキワキの言うこともわかるけどさ」

　七人の仲間のひとり、八や代しろ梨り夢むも同意するように頷うなずいている。彼女はアーチャーであり、その横には大きな弓が立てかけられていた。腰には矢や筒づつがついている。吊つり目めで、見るからにキツそうな印象を持つクラスメイトだが、そう悪い女の子ではない。

「ワキワキ言うなよ」

　滝たき脇わきが困惑したように口を尖とがらせる。だが、梨夢は気にせずに続けた。

「楓かえでもいないし、亞あ弓ゆみもいないし。九く鬼きと税ぜい所しよはいるけど」

「梨夢ってば、あっしらの扱いテキトーっすよね」「梨夢のお気に入りは楓だからねー」

「はっ倒すわよ、あんたら……」

　九鬼と税所に、殴る素振りを見せる梨夢。

　そんな仲良さげな光景は、今となっては数少ない癒いやしだ。

　現在馬車に乗っているのは、リーダーとなるインファンテというユニットの鷹たか司つかさ帝たい輝き。

　そして、飛鳥あすか井い真ま桜お。若わか槻つき紗さ蘭らん。八代梨夢。九鬼翠みどり。税所璃り沙さ。滝脇信のぶ利とし。ナビゲーター役のエリス。御者を抜かせばこの八人だ。

「ってかさー。あたしら、前回レベル最大にしたのに何で下がってるの？　まあ、レベル１ではないけどさ……」

　九鬼と税所と一ひと頻しきりじゃれ合ったあと、梨夢が不満そうに漏らす。

「まあ、やり直しだからな。仕方ないだろう。皆の初期レベルは間違っていない」

「お前はまたレベル最大かよ」

「そうだな……」

　皆が割り当てられているキャラクターやユニットは前回と変わらない。『ＬｏＲ』のキャラクターは『ＬｏＲ２』でも、全員が登場して主人公の仲間になるので、おそらく全員変わらないだろうと帝輝は踏んでいた。

　現在の内訳で言うと、帝輝はインファンテ、真桜はソーサリス、梨夢はアーチャー、九鬼と税所がナイト、滝脇がタクティシャンとなっている。

　そして、紗蘭はシンガーというユニットだ。『ＬｏＲ２』では大幅にやれることが増え、バランスブレイカーとも揶や揄ゆされており、様々な局面でキーとなる。

「早く、みんなと一緒になりたいな」

　紗蘭が心配そうに言いながら、帝輝にピタリとくっつく。

「そうだな、クラスメイトたちを集めていかなきゃいけない」

『ＬｏＲ』は本来、戦力──仲間を増やしながら進んでいくＳシミユレーシヨンＲＰＧだ。

　前回はそのステップがすべてスキップできたが、今回は違う。仲間を集めて進めなければならない。この七人しかいないということは、他のクラスメイトたちは大陸中に散らばっているということになる。

　梨り夢む、九く鬼き、税ぜい所しよは仲がいい分、気は楽だろう。グループの友人である、楓かえでや亞あ弓ゆみがいないとはいえ、教室でよくつるんでいた仲間がいるのは精神的な支えでもある。

　真ま桜おは元々誰ともつるまなかったし、滝たき脇わきも友人はいるがそこまで群れることを好むたちでもない。

　ただ、紗さ蘭らんだけは少し違った。

　彼女の友人たち、清せい閑かん寺じ、谷たに、藤ふじ大おお路じは先々のマップにいる。

　その上、同じく友人であり、帝たい輝きの幼おさな馴な染じみである三さんじ条よう椿姫つばきは、ゲーム上、非常に複ふく雑ざつな立場に置かれていた。

　そのため、拠より所どころは唯一親交のある帝輝だけだった。故にぴったりひっついている。

　そして、そんな状況に真桜が不満そうな顔になった。

「……紗蘭さん。ちょっとマスターにひっつき過ぎです」

「ま、真桜さんこそ、くっつき過ぎです。いつの間にそんな仲になってたんですか」

「前の世界からです」

「頼むから喧けん嘩かはやめてくれよ……」

　帝輝が困り果てていると、滝脇が呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「こりゃ、三条も大変だな……」

「なんでそこで椿姫の名前が出てくるんだ」

「……リーダー、もう少し察しがよくならないと、そのうち背中を刺されるぞ」

　そんな滝脇の言葉に、梨夢たちも苦笑を漏らしていた。

　滝脇の言葉を聞き流しながら、帝輝が前方を見据えると敵軍らしき者たちが見えてくる。

　ルートの終端──ポイントが近い。もう気を抜いていい時間は終了だ。

「よし。みんなそろそろ馬車から降りよう。戦せん闘とうが始まるぞ」

　帝輝の言葉にすぐ皆が反応し、各々顔を引き締めた。

「シミュレーション・エントランス！」

　ここから帝輝たちの、散らばったクラスメイトたちを集める冒険が始まる。





















　帝たい輝きたちが旅立つ少し前──。

「ここは２の世界だ。三軍を動かして、それぞれがストーリーを紡ぐ、ね……」

「凰おう楽ら、お前……！」

「今回は最初から敵同士だよ」

　そう言い残して凰楽が消えたあと、帝輝たちは状況の把握に務めた。現在、帝輝たちは街の広場にいる。『ＬｏＲ２』において、旅立ちの場所となる景観が目の前に広がっていた。太陽はまだ昇り始めたばかりで、街中の人もまだ活動をしていない時間帯だ。

「ちょ、ちょっと……！　なんで、現実じゃないのよ！　なんで、まだここにいるのよ！」

　その場にいた梨り夢むは半分恐慌状態に陥っていたし、

「クラスの連中、全員いねぇぞ!?」

　滝たき脇わきも不安そうに周囲に視線を巡らせていた。

　クラスメイトたちは誰もが思っていたはずだ。『現実の世界に戻れるのだ』と。

「帝輝。これはどう考えても『ＬｏＲ２』の世界だよな？」

　別クラス──２－Ａ所属の若わか槻つき怜れ王おが眉まゆ根ねを顰ひそめて、帝輝の傍そばへとやってくる。

　ぼさぼさの短髪からは粗そ野やなイメージが漂ただようものの、丸顔ということもあり愛あい嬌きようのあるアンバランスさを醸し出している。白を基調とした服は、帝輝の着ている服と色以外はよく似ていた。ただ、前の世界と違うのは鉄てつ仮か面めんや覆面を被かぶっておらず、声も聞こえることだ。声も文字も通じなかった前回に比べれば、意思の疎通は容よう易いだった。

　彼はロードフェンサーと呼ばれるユニットで、剣と弓の扱いに特化していた。攻撃力と素早さが高く、攻撃力と素早さを底上げするギフトもある。『ＬｏＲ２』では前線で戦えるもうひとりの主人公。服装からヨトゥン王国の王子という役割を担っているのが窺うかがえる。

　彼もまた帝輝と同じく『ＬｏＲ』シリーズをやり込んだ猛も者さで、ゲーム部では毎日のように『ＬｏＲ』をやっている。だから、この世界の風景ですぐに気付けたのだろう。

「そうだな。『ＬｏＲ２』で間違いないだろう」

「つまり、現実への脱出は失敗したってことかよ」

「脱出の失敗……というか、脱出がそもそもできたのかどうか」

　帝輝はそう言いながら、前の世界で言っていたエリスの言葉を思い返す。

『〈黒こく天てん獣じゆう〉を倒すことさえできれば、各々が望む国へと帰ることができるでしょう』

　帝輝はすぐ傍に控えていたエリスへ顔を向けた。

　帝輝たちの中で唯一のゲームそのままのキャラクター、エリス・ランフランク。銀髪というクラスメイトにいない髪色は綺き麗れいで儚はかない印象がある。前回とは服装が変わっており、ゲームと同じく露出が多めの衣装になっているが、感情の希薄さは以前と同じままだ。

　彼女はこの世界で、主人公のシステム的なサポートをするキャラクターとなっている。

「エリス。俺たちは〈黒天獣〉を倒せば、望む国へ帰ることができるんじゃなかったのか」

「帝輝さまたちは一度ヴェリール王国に戻られたはずですが……？」

　やはり、彼女は帝輝たちを慮おもんぱかって助力しているわけではない。ただただ、機械的にゲームでの一役を担っているだけだ。多少は帝たい輝きたちの質問にも答えてくれるが、システム的なことと、世界のことについてしか教えてくれない。

『断定も速断もできないけど……その可能性は高い気がするかな』

　以前の凰おう楽らの言葉だ。あれは、わかっているが故の嘘うそだったのか。

「凰楽のことだ。ヘタをすると、『ＬｏＲ８』までやる羽目になる」

「ぞっとしねぇな。どうすりゃ現実に戻れるんだよ。８をクリアしたらか？」

　肩を竦すくめて帝輝が言うと、怜れ王おが眉まゆ根ねを寄せながら深く息を吐いた。

「今それを考えたところで意味がありません」

　そこにひとりの少年──柳生やぎゆう君きみ尋ひろが手を挙げる。モノクルの奥に光る切れ長の瞳は、真ま面じ目めさと冷静さが同居しているようだ。怜王とは対照的に、司祭のような格好をしている。

　こちらはディーンと呼ばれるユニットで、マジシャンとタクティシャンを合わせたような能力だ。スヴァルト王国の王子というキャラクターを演じている。後方で指揮を執りながら自らも戦線へと出向き、魔法によって敵陣営に風穴を開けられるほどの火力を持つ。

　主人公のひとりである彼はモノクルの位置を調整しながら、自身の意見を端的に語る。

「僕が思うに、今、現実に帰ることを模索しても意味がないでしょう」

「どうしてだよ。君尋は帰りたくないのか？」

　君尋の意見に、怜王が訝いぶかしげな視線を返した。

「現実に帰るためのヒントがないですからね。それを考えるのはナンセンスですよ」

「ま、そりゃそうだな」

「そもそも凰楽が言ったように、帰っても飛行機の中であれば僕たちは死にます」

「……そういや、あいつ言ってたよな」

　怜王と君尋が小さく俯うつむく。凰楽の言葉自体はふたりにも聞こえていたらしい。

「それについては一応、考えがある」

　帝輝がそう伝えると、ふたりは揃そろって彼を見た。

　帝輝はちらりと傍そばにいた真ま桜おを見る。飛行機からの脱出。それには彼女の秘密について話さなくてはならなかった。だが、それを帝輝からほいほい話すわけにもいかない。

　真桜からの許可を取ってから話を進めるべきだと、帝輝はそう思っている。

「今は確証もないから言えないんだが……言えるように努力する」

　怜王が「なんだそりゃ？」と言いたげにしていたが、「それよりも」と君尋が遮断する。

「今はゲームオーバーにならないための方策を練るべきでしょう。今回の『ＬｏＲ２』は、シリーズ全体で見れば難易度が低い方ですが、僅わずかに運が絡みます」

　怜王と帝輝は、君尋の言葉に頷うなずいた。

「それにロード周りについて協議しなきゃならないな。まずは置かれている状況と、今回の仕様を把握しないと……。ゲームオーバーによる全滅だけは避けなきゃならないしな」

　帝輝が言うと、君尋も怜王も頷いた。

　それから帝輝は傍に控えるエリスに問いかける。

「エリス。今回もロード回数には制限があるのか？」

「今回のロード回数も十回となります」

「使えるのは、俺たち三人か？　共通とか……」

「いえ、帝たい輝きさまのみとなります」

　エリスの答えに、怜れ王おと君きみ尋ひろが揃そろって仕方なさそうに帝輝を見た。

「引き続き頼んだぜ、帝輝。まあ、お前がロンメルやってるんじゃ仕方ねぇ。一番難易度の高いルートを進むわけだしな」

「とはいえ帝輝であれば一番手堅いですし、こちらとしても安心できますね」

　帝輝は困った顔をするしかない。

「期待し過ぎだ。知らんぞ」

　しかし、ロードが帝輝だけとなると幾つか疑問点も出てくる。

「ところでエリスよう。帝輝がロードした場合、オレらも戻されるわけだよな？　それってこっちの意図しないところで、いきなりロードされるってことか？」

　帝輝が抱いていた疑問を、怜王はそのままエリスにぶつけた。

「そうなります。ただ、連絡はできるかと」

「連絡？　どうやって？」

「マリスとクリスと、私エリスは魔法によって伝達事項を伝えることが可能です」

　すると、怜王と君尋の後ろからふたりの少女が現れた。エリスに似た顔立ちの少女だ。格好も似通っている。違っているのは髪の色。マリスは翠みどり。クリスは赤となっている。

　彼女らもまた『ＬｏＲ２』で出てくるエリスと同じサポートキャラクターだ。マリスは怜王の、クリスは君尋のサポートをしている。

「……そういや、そんな設定あったな」

「前回の『ＬｏＲ』でも、俺たちはずっとマリスにサポートしてもらってたからな。『ＬｏＲ２』のキャラが何でここにいるんだ、とは思ったけど。まあ、オレらの進軍ルートは主人公とは若干違ったからな。その差異を教えてくれて助かった」

「難易度的には大して変わりませんでしたがね。大半は主人公と一緒のルートでしたし。経験値と武器集めには苦しみましたが、それはふたりも変わらないでしょう」

　怜王と君尋がそう言うと、帝輝がマリスとクリスに視線を向ける。

　それぞれ帝輝たちに一礼すると、控えるように一歩下がった。

「つまり、俺がエリスに伝達事項を伝えれば、彼女たちに伝わるってことか？」

「そうです。ロードをする前などに伝えておけば、混乱も少ないのではないでしょうか」

　エリスはそう補足した。ゲームではこんなことまで言わないが、ゲームを進める上で彼女は協力的だ。ただ、ゲームに関わること以外についてはまったく語らないが。

「ロード十回は想定通りでしょう。ただ、『ＬｏＲ２』の場合、ゲームオーバーによる全滅リスクが飛躍的に高くなりますがね」

「え、そうかぁ？」

　冷静に指摘する君きみ尋ひろに、首を傾かしげる怜れ王お。だが、帝たい輝きは君尋の言いたいことを察した。

「なるほど。事故は増えるな」

「帝輝はわかっているようですね」

「？？？」

　わかっていない怜王に君尋が仕方なさそうに説明を始める。

「『ＬｏＲ』において敵がゲームオーバーの条件を満たす手段はふたつしかありませんでした。ひとつは主人公の死亡。これは今回、我々三人に当あて嵌はまりますね。もっともレベル最大のおかげで序じよ盤ばんは気にすることもないでしょう」

「もうひとつのゲームオーバーは、戦せん闘とうマップにおける拠点の維持失敗。敵に特定のマス──スペースに行かれて制圧された場合だな」

　君尋の説明に帝輝も補足した。

「『ＬｏＲ２』は、戦闘マップの他に大陸マップがありますよね。『ＬｏＲ３』までの舞台となるユグド大陸をすべて収めた地図が。つまり戦略的な視点が追加されるわけです」

　大陸マップ──それは『ＬｏＲ２』で新たに加わった仕様だ。

　ゲーム世界の大陸であるユグド大陸の街や城、戦場や砦とりでにポイントが置かれており、それが道──ラインでそれぞれ繋つながっている。そのポイントで軍勢が待ち受けていたり、軍勢がラインを動いて居場所となるポイントを変えてきたりする。

「大陸マップ上には取られてはならないポイントがあります。拠点の維持失敗に似ていますが、戦闘マップにおける維持失敗よりも、よりリスキーです。何しろ、狙ねらっている軍にいち早く気付いて敵軍を全滅させなければなりませんからね」

　そんな君尋の説明で怜王がようやく気付いたらしい。

「あー、確かに事故は増えるな。要するに放置してた敵軍が拠点となるポイントにいつの間にか辿たどり着ついてた、って事故か。あれ、めちゃくちゃ苛いらつくんだよな」

「そういうことです。しかも、今回はプレイヤーの神視点で三軍を動かすわけではありません。我々が別個にそれぞれ三軍を動かすという環境です」

　ゲーム通りであれば、大陸マップで帝輝、怜王、君尋が軍隊を持ってポイントを移動し、動くこととなる。さらにそこを動く敵軍シンボルに接触すれば、戦闘マップへと移る。

　大陸マップを突き進んでくる敵軍もいれば、その場から動かない敵軍もいる。

　条件を満たすことで動いてくる敵軍もおり、敵軍の動きは千差万別だ。中には一定の箇所を警戒するように動く敵軍もいる。

「オレたちが上う手まく動くことで敵軍を誘おびき出だし、やり過ごすことも可能なはずだよな」

「有利なマップで戦うこともできる。敵にナイト系が多ければ、砂漠に誘い出すとかな」

「ただし、必ず行かなければならないポイントはあり、そこでは敵ユニットとの強制戦闘があります。仕様では逃げることもできますが、やってもじり貧になるだけですからね」

　そこで帝輝は不安な表情になる。実際のところ、この世界の仔し細さいはゲームとは違うため、やってみなければわからないことが。ゲームでは大陸マップを動かすのはディスプレイを通して行われるものだ。それがここではまったく違う。

「エリス。今のここは大陸マップか？　それとも街中のマップに当たるのか？」

　帝たい輝きがそう尋ねると、エリスは首を振る。

「いえ、帝輝様。この世界には、大陸マップや戦せん闘とうマップといった区別はありません」

「区別がない？　大陸マップの概念がないのか？」

「厳密にそういうわけではありません。ただ、大陸マップから戦闘マップへと転送はされません。このまま世界を動き回り、そして、街中や砦とりで、城で戦闘に入ります」

　前回はインターミッションで街や城から戦闘マップへ転送、クリアして再び次の休憩場所となる街や城へ転送という繰り返しがあった。だが、今回はまったく違うらしい。

「大陸マップと戦闘マップの継ぎ目がないってことか。ゲームとは違って変な世界だな」

　帝輝がそう漏らすと、君きみ尋ひろが小さく笑う。

「いえ、継ぎ目がある方が変な世界ですよ。シームレスな方が世界としては正常です」

　君尋の言う通り、現実的な視点からすれば戦闘マップへ転送されたりする方がおかしい。

　それからエリスは説明の補足をする。

「帝輝様が動いている間は敵軍も動きません。戦闘は常にポイントで行われます」

「じゃあ、ポイントとポイントの間、ラインの上で止まったりすることは？」

「できますが、メリットはありません」

　怜れ王おが、「あくまでゲームのルールは破らないってことか」と呟つぶやきながら頷うなずいている。

「どうする。全員で一緒に行くか？」

　そして、怜王は帝輝と君尋を見ながらそんな提案する。君尋も帝輝に視線を向けた。

　三軍いるとはいえ、ここでの主人公はやはり帝輝なのだ。

『ＬｏＲ』における主人公、ヴェリール王国の王子ロンメルが帝輝。怜王がヨトゥン王国の剣弓王子ファリガ。君尋がスヴァルト王国の魔導王子ヘルゼ。

　全員がアース帝国の属国の王子であり、ゲームでは王子三人は親友という設定だ。

　その三人がそれぞれの役目を果たすべく動くのが、このゲームの内容である。

「……いや、三軍それぞれ別に動こう。ゲームでもそうするだろう。普通は」

「いいのですか？　危険度は上がりますよ」

「敵がゲーム以上に強くて個別で対応できなければ合流をしよう。だけど、ゲームと同じ強さであれば、難易度ディスペアでも問題ないはずだ。俺たちなら。違うか？」

　帝輝が怜王と君尋に視線を向ける。不敵な笑みを浮かべて。

　すると、怜王と君尋も同じく、楽しそうに口端を吊つり上あげた。

「いいでしょう。僕は問題ありません。日数の問題もあるでしょうからね」

「その方が効率はいいわな。どうせ連絡もできるわけだし。三軍とも個別で発生させなきゃならないイベントも多いしな。全軍で行ったら日数がかかり過ぎる」

　そんなふたりの物言いに帝輝は苦笑する。

　三軍個別での攻略。その本当の意味を、真意を、ふたりは完全に理解していた。

「俺たち三人がいなきゃ、ラスボスのケールは倒せないんだ。気合い入れて行こう。全員、また帝都に集まれるようにな」

　帝たい輝きはふたりの前に拳こぶしを差し出す。

「へっ。一番適当そうな割にはお前は熱いよな」

　その拳に、怜れ王おが真っ先に自身の拳を差し出した。

「まあ、我々ならできます。しかし、お互いに連絡を密に共同戦線を張りましょう。前回のように、敵が実は知り合いだった……は、もうコリゴリです」

　遅れて、ゆっくりと君きみ尋ひろがふたりの拳に自身の拳を当てる。

　朝日が照らす中、三人はそれぞれお互いの健闘を祈った。

「頼んだぜ、ふたりとも。現実に帰らなきゃ、『ＬｏＲ』はできないからな」

　そんな帝輝の言葉を聞いて、怜王と君尋は「帝輝らしいよ」と、小さく笑った。

「そうだ。ちゃんと伝わるかどうか、試しておこうぜ。マリス、ちょっとこっちに来い」

　手招きされて近寄ったマリスに、怜王が耳打ちする。

　すると、エリスが、

「帝輝様は昔荒れていたという情報が伝達されました」

　と、僅わずかに目を見開いて驚いていた。

「何を言ってるんだ、怜王!?」

「ははは、ちゃんと伝達されてるみたいだな」

「……何をやってるんだか」

　それからロードのルールを事細かに決めてから、彼らは三軍に分かれて進軍を開始した。




『ＬｏＲ』シリーズの舞台となる広大な大陸──その名を、ユグド大陸という。

　その西側をほぼ掌握していたアース帝国。〈黒こく天てん獣じゆう〉との戦争を経へたあと、帝国は神教院の神しん託たくをきっかけに領内や属国に対して苛か税ぜいを強いた。前回の戦争で旗印となった皇帝の遺い児じである皇女エミーリエは、実力ある周囲の貴族たちに逆らえず、腐敗を許すことになってしまう。その後、皇女はヴェリールへと逃げ込み、またヨトゥン、スヴァルトの軍が、ヴェリール王国に助力することを明言。ここに帝国に対抗する三か国が立ち上がった。

　このストーリーが『ＬｏＲ２』におけるプロローグだった。この大陸における東の大国──エリュシオン連邦へ、アース帝国の皇女を連れていくことが目的となる。

「まあ、エリュシオン連邦はエリュシオン連邦できな臭いことになってるから、そっちでも否いや応おうなく主人公たちは戦いに巻き込まれるんだけどな」

　最初のチュートリアルのような戦いを終えて、次のポイントへと馬車で向かう途中、揺れる荷台の中で帝輝はゲーム上のストーリーを仲間たちに解説していた。

　今、彼らの馬車は草原を走っている。草が刈り取られて整せい備びされた土の道を二頭の馬に引っ張られて荷台が駆け抜けていた。この世界の馬は馬力が凄すさまじいのか、帝輝たちが想像していた馬車よりも遥はるかに速い。軋きしみを上げる荷台から振り落とされないか不安になってくるほどだ。もっとも、落ちたところでこの世界だと擦かすり傷ひとつ負わないのだが。

　まだ正午の高さにある太陽の光を受けながら、帝たい輝きは説明を終えた。

「……結局、戦争。もっと話し合いで解決すればいいのに」

　真ま桜おが呆あきれたように言う。もっともな話だが、それではゲームが成り立たない。

「お兄ちゃん。神しん託たくってどういうこと？」

「前に説明したっけ？　この世界の上位存在に神がいるんだ。そいつらが、人間たちに知恵を授けたりしてる。それが託たく宣せんって言われてるものだな」

「怪しいね……。神教院とかいうのが適当に言っちゃったら」

「まあ、アース帝国に託宣を授けている神様は、味方ってわけじゃないからな」

　紗さ蘭らんは首を傾かしげて不思議がる。神様が味方じゃないとはどういうことだろうかと。ゲームなら話が進めばわかるが、神が二勢力に分かれて争っているなど、説明すると長くなる。

「……にして、どんだけ広いの、この大陸。ここで残り三十三人捜すって無む茶ちや振ぶり過ぎ」

　梨り夢むが溜ため息いきを吐つきながら愚ぐ痴ちを漏らす。

「明確にされてるわけじゃないが、おそらくはオーストラリアぐらいだな」

「オーストラリア大陸でもユーラシア大陸でも変わんないわよ。仮に北海道と同じ大きさだとしても、クラスメイトを捜すのなんて難しいに決まってるじゃない」

　梨夢の言う通り、現実でオーストラリア大陸を巡り、三十三人のクラスメイトたちを捜せ……というのは不可能だろう。だが、このゲーム世界は現実とは異なり、勝手が違う。

「この大陸には街や戦場、城や砦とりでなどポイントが二百ほど。そこでしか生活することができません。仲間になられる方はそこにいるでしょうから全土を捜す必要はありません」

　とはエリスの解説だ。要は大陸は広大でも、捜す範囲は限定されているということだ。

　そして、そのポイントとポイントは街道──ラインで繋つながれていて、移動するには二時間から三時間ほどかけてこのラインを使うしかない。広大な大陸でリアルと言えど、やはりこの世界はゲーム世界なのだということを、まざまざと理解させられる。

「見えてきたぜ、リーダー。敵だ」

　帝輝たちが大陸の街道を進軍していると、次のポイントに敵軍が見えてくる。

　この大陸に巣くう山さん賊ぞくだ。下卑た笑みを浮かべながら、こちらを待ち受けている。今回からは敵となるユニットは、赤いシンボルがついていた。スカーフ、盾たて、武器の柄つか、鎧よろいの一部等々、どこかしら赤い。これはゲームでも同じで、敵ユニットと味方ユニットをわかりやすくするためだ。その逆に味方ユニットは、青いシンボルがついていた。

　帝輝たちは馬車を止めて、大地に降り立つ。そして、すぐに戦せん闘とう態勢を取った。

「ナイトの九く鬼きと税ぜい所しよは前衛へ！」

「おうっさ！」「うい！」

「真桜たちは中衛で前衛の援護！」

「……了解、マスター」「へいへい」

　中衛にはソーサリスの真桜とアーチャーの梨夢が入る。

「タクティシャンの滝たき脇わきは、支援範囲内に四人を必ず入れてくれ」

「把握した。皆、連絡や報告は密にな」

「危なくなったら、すぐに俺が援護に入るけど、経験値の問題もある。『ＬｏＲ』ほど経験値はシビアじゃないけど、できる限り進軍を急ぎたいから効率的に戦ってくれ」

　今回も帝たい輝きはレベル30であり、ここでは仲間の経験値を獲得するために戦えない。

　そして、そんな帝輝のすぐ傍そばで、紗さ蘭らんが心配そうな瞳で指示を待っていた。

　彼女のシンガーは歌を歌うことで、味方ユニットの強化、敵ユニットの弱体化等を可能とする援護専門のユニットだ。役割はタクティシャンと似ているが、『ＬｏＲ２』におけるキーユニットとなる。逃げてきた女皇が連れてきた設定の少女は、この戦争の鍵──今回のストーリー上の重要人物でもあり、戦せん闘とうにおいても得え難がたい人材だ。

　味方を再行動させられる歌と、敵を一時的に寝返らせる魅了の歌、指定したユニットのステータスを１・２倍にしてパワーアップする歌、あるいは０・８倍にしてパワーダウンさせる歌──これらは公式チートと言われるほどだ。

　戦闘毎ごとに使える回数が限られている。一部の歌以外、使い手の魔力が相手の魔力を上回っていなければ効かない。そんな制約こそあるものの、使いどころを間違えなければ戦局を一変させることができる強力なユニットとなっている。

　特に紗蘭の魔力成長は相当高く、真ま桜おに次ぐほどだ。魔力で上回ることができないのは一部の特殊なキャラだけだ。そもそも特殊なボスキャラや仲間になる敵キャラにはゲームでは強力な歌が効かないため、そこで使うことを帝輝は最初から想定していない。唯一、ステータスを増減させる歌だけはどんな相手にも効くので、それを利用するぐらいだろう。

　しかし──。

「紗蘭。……歌えるか？」

「う、ううん。ごめんね、お兄ちゃん……」

「いや、大丈夫だ」

　前回の世界の時も彼女は同じキャラクターであり、シンガーだった。

　しかし、歌えない。これはゲーム的な制約ではなく、彼女個人の問題だった。

『歌が、歌えないの……』

　前の世界で、折を見て聞いた時に出た言葉。彼女は合唱部に所属し、ソロでも歌う。

　椿姫つばきは紗蘭の歌を『天使みたいな歌声なんだよ！』と言って憚はばからない。帝輝自身も椿姫の意見に手放しで賛同していた。綺き麗れいな歌声はいくら絶ぜつ賛さんしてもしたりないほどだ。

「最近、上う手まく歌えなくなってて……」

　俗に言うスランプ。元々、修学旅行に来る前から彼女は伸び悩んでいた。

「自分の声に自信が持てなくて。歌を歌うことが……楽しいって思えなくなっちゃった」

　辛つらそうに、紗蘭はそう呟つぶやく。精神的なことが原因なのか、歌を歌おうとしても、喉のどでつっかえるように止まってしまうのだ。

　だから、現時点で彼女は歌えない。その上、無理に歌ってもここでは効果が出ないのだ。

　ただ、シンガーは、単体のユニットとしてはタクティシャンよりもさらに弱い。魔力が高くても魔法が使えず、攻撃手段も乏しい。経験値は歌を歌うことで積み重ねていくしかない。やれることがなく、前線にいても危険になるだけだ。

「焦らないでもいい。どっちみち、紗さ蘭らんのユニットは早い段階でレベルアップしても意味がないしな。レベルアップですぐによくなるわけでもない」

「ごめんなさい、お兄ちゃん……」

　そんな風に謝られると、本当に妹に謝られているようだった。帝たい輝きには妹がいない分、余計にむず痒がゆい。しかも、相手はクラスメイトのため、謎なぞの背徳感がある。

「ま、そのうちそのうち。今は皆に何とかしてもらおう。役立たずなのは俺も同じだしな」

　そう言いながら、帝輝は滝たき脇わきの少し後ろに陣取り、戦いの趨すう勢せいを見守った。

「あー、武器ショボくなっちゃったなー」「璃り沙さ、愚ぐ痴ちってないで手伝ってっすー！」

　ナイトの税ぜい所しよと九く鬼きが斬きり込こみ、倒しきれなかった敵を真ま桜おと梨り夢むの攻撃が襲う。

　命中率は90パーセント強と高い。しっかりと滝脇の指揮支援の範囲内にいる証拠だ。

　レベルが低いため、事故に気をつけながら五人は第一波の山さん賊ぞくたちを片付け終えた。

　帝輝と紗蘭がゆっくりと滝脇たちのいる場所に到着する。

「お疲れ。もう少ししたら第二波が来る。でも、次は今みたいに簡単じゃない」

「……クラスメイト、いるんだよね？」

　真桜の質問に帝輝はすぐに頷うなずいた。

「飛行ユニットでバードナイトの鹿か野のと前衛でファイターの北きた島じまがいるんだよね」

「ああ、ここに来る前に説明した通りだ」

　馬車の中でしっかりと作戦を立てて、帝輝は皆に説明している。

「ここで仲間になるユニットは決まってるしな。前回と今回とでキャラクターやユニットに違いはないから、ゲームと同じであれば、ここにそのふたりがいるはずだ」

　滝脇や真桜、梨夢らの全員のキャラクターは帝輝を含めて変わっていない。であれば、他のクラスメイトたちもキャラクターを引き継いでいると帝輝は予測していた。

「倒せばいいんだっけ？」

　梨夢が迷ったように尋ねてくる。帝輝の説明を覚えていないようだった。

「話、ちゃんと覚えておいてくれよ。倒したら、仲間にできないからロードをするしかない。鹿野を仲間にする条件は無傷で俺と会話することだからな」

「面倒くせー……。敵と重なったりされると、狙ねらいがつけにくくてキッツいんだけど」

「お前の腕ならいけるだろ。期待してるぜ」

「うっせ。勝手に期待すんな」

　今回の『ＬｏＲ２』は通常通り、仲間を集めながら進んでいくゲームだ。前回は最初から全員がいたが、今回はゲーム通りに集めながら進まなければならない。

「ふたつほど聞き忘れていたことがあるんだが、敵のクラスメイトに意識はあるのか？」

「滝脇様。敵として出てくるユニットに意識はありません」

　帝たい輝きが答える代わりに、傍そばに控えていたエリスが答えた。彼女はナビゲーター役として常に帝輝の傍にいるが、敵の攻撃が当たらない上に狙ねらわれることもない。

「じゃあ、もうひとつ。集めずにクリアした場合、クラスメイトたちはどうなるんだ？」

「彼らが国に戻ることはできなくなるでしょう」

　こちらの回答はゲームに即したざっくりとしたもので要領を得ない。

「実際のところ、説明がこれだからわからない。エンディングに入ると、仲間になったキャラクターのそのあとが語られるんだけど、仲間にならないとそれがないからな」

　そんな帝輝の話を受けて、滝たき脇わきが疲れたように肩を落とす。

「マジか。やっぱり仲間にしていくしかないのかよ。クラスメイト全員、敵なのか？」

「いや、敵も多いけど、それ以外にもタイプがいる。大きく分けて三種類になるな。敵以外だと特定のポイントに入ると、最初から主人公の存在に気付いて仲間になってくれるタイプがひとつ目。街や戦場に行ったりすると、そこで出会うって感じだな」

「なるほど。一番楽そうだな」

「敵になってるクラスメイトも含めて、難易度はあっても俺が全員覚えているし問題ない」

　帝輝からすれば、仲間になる条件も含めて暗記問題のようなものだ。

「難易度が違うって、基本的に話しかけるだけじゃないのか？」

「近づくだけで仲間になってくれるユニットもいれば、複数の条件を整えないと仲間になってくれないユニットもいる。仲間にするユニットを殺さずに生かしたまま、そのユニット以外を全滅させなきゃいけないとかな。鹿か野のも無傷って条件がある」

　だが、まだ覚えている以上、対処はできる。何度もゲーム上ではやってきた。

　問題は三種類のうち、最後のひとつだ。君きみ尋ひろが『運も絡む』と述べた原因だ。

「最後が、自由に動き回ってどこにいるかわからないタイプだ。戦せん闘とうマップに入った際に存在してくれれば仲間になってくれるし、街中にいる場合もある」

「それが、運が絡むとか言ってたやつか？」

「ああ、そうだ。彼らはランダムで動いてて、どこにいるかわからない。ある程度の傾向があるんだけど、運がよくないと何度も何度も大陸の中を動き回る羽目になる」

　特定の周辺にいる可能性が高いという目安はあっても絶対ではない。ゲームでは乱数次第のため、ある時は序じよ盤ばんに仲間になり、その次の時は終盤に仲間になるケースもあった。

「そのユニットたちがこの世界においてもそうなのかという確証はないけどな」

　帝輝のクラスメイトが演じるキャラクターは、真ま桜おたちを見る限り『ＬｏＲ』からの引き継ぎだ。そのためクラスメイトがどの辺りにいて、どう仲間にするのかというのはすべて頭の中に入っている。だが、それがそのまま同じ……という根拠は何もないのだ。

　細ほそ川かわ凰おう楽らのユニットにも問題がある。もうひとりの幼おさな馴な染じみである三さんじ条よう椿姫つばきのことも。

「あんたの嫁さんは、どこにいるのよ」

　梨り夢むが、不意にそんなことを尋ねてくる。

「嫁って、お前な……。……あいつを仲間にするのは最後になる」

「ふーん。最優先にしないでいいの？」

「物事には順序があるんだよ。椿姫つばきや凰おう楽らがいるのは最後のマップだ」

「……ま、いいわ。こっちも楓かえでや亞あ弓ゆみもいないしね。ふたりはどうしてるの？」

　梨り夢むはここにいない友人たち、藤ふじ枝えだ楓や鳥とり居い亞弓の名を心配そうな表情で呟つぶやく。

「前回と同じキャラであるという前提で言うぞ。鳥居は自由に動き回るタイプだから、いつ仲間にできるかわからない。楓は序じよ盤ばん最後の敵として君臨してる」

「……えっ？　いや、何、君臨って」

「元々、楓はゲームじゃ帝国の重鎮って設定だから」

　そう言うと、梨夢は突然噴き出した。

「ぶふっ！　楓が重鎮って！　何それ、楽しい」

　腹を抱えて笑い始める。友人の九く鬼きと税ぜい所しよも笑いを堪こらえきれないようだった。

「ま、だから最初は敵対する。そのためにはお前らが必要なんだけどな」

「……そうなの？」

「命がけになるから覚悟してくれ」

　梨夢は面倒くさそうな顔をしつつ、「仕方ないわねぇ」と満更でもなさそうに頷うなずいた。

『おらおら出てこい！　よくもあいつを殺してくれやがったな！　全員叩たたき殺してやる！』

　そして、敵のリーダーが部下を引き連れてやってくる。ゲームで聞いたボイスと同じ声で、帝たい輝きは懐かしさすら覚えた。見えているのは遠くだが、すぐにやってくるだろう。













　その部下ユニットのすぐ傍そばに、バードナイトとファイターの姿があった。

「まずは鹿か野のを仲間にする！　鹿野を仲間にしたら、彼女に北きた島じまを仲間にしに行ってもらうから！　絶対に、ふたりを傷付けないように！」

　その指揮と共に、すぐさま戦端が開かれる。

　いつものように大まかな指示を出して、あとは任せる形だ。前線に出て事細かに指示するよりかは、今は仕様を把握した彼らに自由に動いてもらう方が効率がよかった。

　戦術も『ＬｏＲ』と同じものを使えば問題ない。戦せん闘とうの仕様そのものに大きな違いはないからだ。そして、経験値リソースをそこまで考えなくてもよかったのは大きい。

「……上がれ、火の手よ。〈ファイアスフィア〉」「さあ、一本いくわよ！」

　壁になるナイトの後ろから真ま桜おが火の魔法を、梨り夢むが弓矢を放ち、敵を減らしていった。

　真桜は引き続き、最優先の育成対象となるが、今回は梨夢も育成対象となっている。

　その折──バサッ、と。敵ユニットたちの奥から、鳥の羽ばたく音が響き渡った。

　小さな鳥のものではない。巨大な翼をはためかせた一陣の風がそよいだ。

　縦横無尽に青い空を飛び回る、バードナイトが帝たい輝きの近くへと降りてくる。

　その馬上ならぬ鳥上には、見慣れたクラスメイトが乗っていた。頭の上を小さく結んだポニーテールが印象的な少女──鹿野恋こ羽はねだ。彼女は無表情に帝輝たちを見据えている。

　その身に纏まとう革の鎧よろいの首元には、敵の印、赤いスカーフが巻かれていた。

「お、お兄ちゃん。鹿野さんが……」

「大丈夫だよ、彼女は傷付けない限り、こっちを攻撃してこない」

　鹿野が演じるそのキャラは、ただ理由を問い質ただしに来ただけだ。

『なぜ反乱を起こしたのですか、ロンメル王子』

　鹿野は無表情のまま、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターと同じようにゲームと同じ言葉を放ってくる。

　帝輝はゲームと同じ言葉を頭の中に並べ始めたが、

「鹿野！　こっちに戻ってこい！」

　反射的に、話しかけるだけでもいけるかどうか、試すように叫ぶ。

『この度の帝国の圧政にそのようなことが。わかりました。エミーリエ様がそちらにいらっしゃるのなら、迷うことはありません。ロンメル王子の軍に参さん画かく致しましょう』

　鹿野の様子が変わった。無表情だった顔に、見る見るうちに人間味が出始め、その瞳も大きく開かれる。巻かれていた赤いスカーフも青に変色した。

「……お、え、あ？　……あれ、あれ、あれ、リーダー？　あれぇ？　ここって……」

　周囲のクラスメイトたちを見て目を丸くする。その様子は教室の彼女そのままだ。

「えっとだな。掻かい摘つまんで今の状況を話すぞ」

「あはは。おねがいしまーす」

　すぐに触りだけ彼女に事情を話すと、彼女は大きく息を吐いて、少しばかり肩を落とす。

「そっか。元の世界に戻ったんじゃないんだねっ」

　しかし、すぐに持ち直したようにテンションを元に戻した。

「今回も攻略していくってことだね。了解っ！　あたしもこれから頑張りますよっ！」

「頑張るついでに今から急いで仕事を頼みたい。北きた島じまを仲間にしてきてほしいんだ。近づけば向こうから話しかけてくると思う。一応、ゲームと同じ会話のカンペを渡しておくから、もし普通に話しかけても反応がなかったらこれを朗読してくれ」

「それはいいけど、今回、早くも単独行動なのっ!?」

「飛行ユニットの宿命だ。諦あきらめてくれ。終わったら、今の状況を全部話すから」

「わかった！　飛ぶよ、ニワトリ！」

　鹿か野のは驚きつつも不満そうな顔ひとつ見せずに、相棒の鳥につけた名前を呼んで羽ばたかせる。彼女と鳥は見る見るうちに空高く飛んでいった。

「まあ、これでここの俺の仕事は終わりかな」

　帝たい輝きが言った通り、山さん賊ぞくたちとの戦いは佳境に入りつつある。

　遠くを見み遣やっていると少しずつ山賊たちが減らされているのがわかった。北島は、奥側で攻撃できる相手がいないせいでスタックされており、鹿野はその隙すきに話しかけている。

　帝輝まで声は聞こえてこないが、無事に終わったようで鹿野は北島を乗せた。

「北島君、連れてきたよー！　ふつーに話しかけたら仲間になってくれた！」

「おい、鹿野、頼むから揺らすな！　鳥に乗るとかありえねー！　勘弁してくれー！」

　帝輝の隣に鳥が降り立つと、北島は心底ホッとした表情を浮かべる。

「よく無事でいてくれたな、北島」

「別の意味で死ぬかと思った。なんだかよくわからんけど、説明してくれるんだろ？」

「ああ。もうすぐ戦せん闘とうも終わるだろうしな」

　あとは心置きなくこのマップをクリアするだけだ。

『なんだ、てめえら？　そのドタマかち割って──』

「……爆はぜよ。〈フリーズブレード〉」

　威い勢せいよく襲ってきたボスは、真ま桜おの魔法の餌え食じきとなる。ボスの身体からだは消え、これで赤いシンボルを持つ敵ユニットはすべていなくなった。

「勝利です。帝輝様」

　エリスが戦闘の終わりを告げる。これでマップクリア。次へ進むことができる。

　戦闘を終えた帝輝たちは次のポイントへ向かうべく、馬車へと乗り込んだ。

「いつの間にか馬車が増えてるな」

「仲間が増えたのでそれに応じて馬車も増えます、帝輝様」

　ゲームの仲間が八人ごとに馬車が増えるというギミックはここでも同じらしい。

「馬車に乗るのはいいけど、ニワトリ、どうするのー？」

　鹿野は鳥の首筋を撫なでながら、そんなことを心配している。

「勝手についてくるので大丈夫です」と、エリスは鹿野に向けて説明した。

「わー。ニワトリ、お前って、かしこいねー」

　九く鬼きと税ぜい所しよの乗ってる馬も馬車についてくるので、このゲームの仕様なのだろう。

「あー、壁役ってキツいッスねー」「しかも、思ったほど経験値入らないしー」

　その九く鬼きと税ぜい所しよが愚ぐ痴ちりながら、馬車へと乗り込んだ。

「楓かえではその壁をひとりでやってたのよ。愚痴らないの」

　と、梨り夢むが言うと、「だよねー」「すごいね、あの子」と感心していた。

　帝たい輝きも馬車へと乗り込もうとすると、その隣に真ま桜おが駆け寄ってくる。

「……ぶい」

　Ｖサインを出しながら、顎あごを差し出してきた。その顎を帝輝は優しく擦さする。

「よしよし。……って、これ毎回やるの？」

「……必要不可欠」

　そんなふたりを、クラスメイトたちは呆あきれたような表情で見守っていた。




　帝輝たちは大陸を東へ進んでいく。そこで山岳での戦せん闘とう要員バンディットのふたり、回復役のメディック、魔法防ぼう御ぎよに長たけたシールダーら、クラスメイトを四人仲間にしていた。

「もう会えないかと思ったぜ。生きるには苦労しなかったけど……」

　メディックの彼が、帝輝にそんなことを伝えてくる。

「生きるのに苦労しなかった？　ってことは意識があったのか」

「気付いたらここにいたぜ。ひとりで暮らしてても村の人たちが飯くれるんだけど」

　帝輝が傍そばに控えるエリスに尋ねると、彼女はこくりと頷うなずいた。

「敵の方たち以外は、全員意識があります」

「ってことは放浪型のユニットにも意識があるってことか。自由に動けるのか？」

「放浪型のユニットは自由に動けますが、行ける範囲は限られています」

「もしかして戦うこともできるのか？」

「可能は可能です。お勧めはできかねますが」

　さすがにそんなことをするクラスメイトはいないと思いたい。仮に帝輝たちの知らないところで死なれたとしても、スタート時のセーブデータは残してあるが。

「ま、今そんなことを考えても仕方ないか。連絡取れるわけでもないし」

　そもそもクラスメイトたちと連絡が取れるなら苦労はしない。それが可能なら、むしろ一時的にでも部隊をふたつに分けて進軍したい時もあるのだ。

「クラスメイト、見つかるもんだな。ひとりも見つからないかもって思ってたけど」

「ポイントに固定されてるクラスメイトは問題ないさ。仲間になるポイントは覚えてる」

　滝たき脇わきの心配も杞き憂ゆうに終わったようで、ここまでは順調だった。

　楓の守るポイント、アース帝国とエリュシオン連邦の国境まで、あと少し。

　だが、その前に仲間にするべきクラスメイトがおり、帝輝たちはそちらに向かう。

　そこへ向かう前に、帝輝たちは街で取った宿屋の中で作戦会議をしていた。

「次のポイントは平原だ。ここで接触する敵軍の中に、正おお親ぎ町まちがいる」

「ああ、お嬢ね」と、梨夢が疲れたように言う。

「正おお親ぎ町まちの演じるキャラは敵でも味方でもないタイプだ。ただ、ユニットを見つけると、見つけたユニットについていく。敵を見つければ敵に、こっちを見つければこっちに来る」

「小こ早ばや川かわ秀ひで秋あきみたいに軽そうな奴やつだな。仲間にする条件はなんだ？」

　滝たき脇わきはすでに条件の難易度を予想しているのか、厳しい表情を浮かべている。

「正親町に敵ユニットを近づけることなく、敵を全滅させること。その間、正親町をずっと誘導しておく必要がある。攻撃範囲に入らないように、誘おびき寄せなきゃいけないんだ」

「妙なレベルデザインしやがって。冬戦争のスキー部隊みたいに敵を奇襲するか？」

　正親町のユニットは世間知らずの貴族であり、近くの人についていけばどうにかなる、と思っている。ついていったユニットの所属となる奇怪なキャラクターだ。

「その上、敵軍も精せい鋭えい揃ぞろいだからな。難所のひとつではある」

　ここまでは山さん賊ぞくや盗とう賊ぞくが相手だったが、ここからはストーリー上、主人公たちには帝国から懸賞金がかけられて追われる立場となる。

「リーダー。正親町を誘い出すために、囮おとりを出すってことだろ。誰を出すんだ？」

「一応、手の空いてる奴にやってもらおうかと思ってる」

「手の空いてる奴なんていないだろ。精鋭相手なら、囮を回す余裕なんてまだないぞ」

「いや、ひとりいる。ちょっと……頼みにくいけどな」

　帝たい輝きは滝脇に敵の情報を仔し細さいに伝えたあと、会議を終わらせた。

　それから、囮候補の当事者のいる部屋へ向かう。彼女は部屋の中で手持ち無ぶ沙さ汰たそうに、ベッドの縁に座ってぼーっとしていた。

「紗さ蘭らん、今いいか？　これからの戦いで頼みたいことがある」

「う、うん。歌えないけど、何かできることがあるの？」

　正親町を誘導してほしい話を紗蘭に伝えると、彼女は少し躊ちゆう躇ちよしながらも頷うなずいた。

　ただ、それはわかったからというよりも、何もできていない立場から来る申し訳なさから……という消極的な頷きのように帝輝の目に映る。戦場には全員が必ず出なければならないため、アイテム運搬を頑張っているが、見捨てられたくないという必死さが窺うかがえた。

「えっと、わたしの他に誰か、やるの？」

「悪いけど、お前だけだ。誰も一緒に行けない。正親町にはもうひとつの特性もあるから」

　正親町のユニットは、自分以上にレベルの高いユニットには近づかないという特性もある。帝輝自身も戦せん闘とうでやることがないのだが、レベルが原因で誘導できない立場だった。

「わ、わかった。が、がんばる」

　胸の前で両りよう拳こぶしを握って気合いを入れる紗蘭。

　ただ──この時の帝輝は、焦っていたのかもしれない。

　彼女の性格を、忘れていたのだから。




　作戦を伝え終えた帝輝たちは、正親町と敵がいる戦場に入った。

　戦場は山で、こちらが麓ふもと側にいる。状況的には不利になるが、進むためには仕方がない。

　新しく入ったクラスメイトたちを戦力に組み込みつつ、遠くにいる敵ユニットへ向かう。

　新戦力となるユニットはレベル１ではなく、進行度に比例したレベルとなっていた。最初からいるクラスメイトには敵かなわないが、充分戦えるし育成次第でエースにもなり得る。

　万が一に備えてセーブもしており、エリスを通じて怜れ王おと君きみ尋ひろに事故が起こるかもしれない戦せん闘とうを行うことを前まえ以もつて伝えてあった。ロードできるのは帝たい輝きだけのため、好き勝手にやれば怜王と君尋が思わぬ場所まで戻されてしまう。怜王と君尋が死に物狂いで攻略したところを無駄にしてしまわないためにも、密な連絡やセーブは必須だった。

「だから三人ともロードの可能性がある戦闘を行う際は、戦闘に入る前に他のふたりに伝えて、攻略が終わるまで待機してもらうことにした」

「それだと、進行は少し遅くならないか」

「そうだな。難易度の高いポイントを同時攻略はせず、順々に攻略することになる」

「それだったら、三軍一緒に動いてもよくないか？」

「それだとあまりにも時間がかかる。あいつらはあいつらでクラスメイトを捜さなきゃいけないし、効率的なルートは三人とも違うからな」

「でも、そもそもさ。そんなに時間をかけないようにする必要って──」

　滝たき脇わきが疑問を帝輝に聞こうとしたが、会話もそこまでだった。

　待っていた敵ユニットがやってきたため、帝輝はすぐに指揮を執る。

「話はあとだ。敵は二部隊だから部隊を分けるぞ！　滝脇も頼むぜ」

　前線には九く鬼きと税ぜい所しよ、後衛に真ま桜おと梨り夢むを置いて、滝脇が指示を執る手て筈はずだ。

「了解。今のエースユニットが四人いるならどうにかできる」

　各々が襲い来る大量の敵ユニットを地形効果を利用して対処しながら、敵の攻撃を命中判定で外させる。特にバンディットコンビは鬼のような強さだった。

「弓のユニットはいなくなった！　鹿か野の、突っ込め！　退ひくタイミングは合図する！」

　新戦力の慣れや経験値入手も兼ねて、帝輝の部隊は新戦力が中心だ。

　敵は強いが、指揮さえ間違えなければ倒せない相手ではない。

　そして、もうひとつの部隊も滝脇が処理している。

「よっしゃあー！　山さん賊ぞく、そこを動かないように！」「ちょっと前に出るよー」

「……爆はぜよ、〈フリーズブレード〉」「魔法の方がカッコいいなぁ」

　ナイトの九鬼と税所たちは前に出て敵を倒し、後衛の真桜と梨夢もまた、お互い競い合うように弓と魔法で敵を次々と消していった。その指揮を滝脇が執る。

　難易度の高いマップだが、皆には『ＬｏＲ』での経験プレイヤースキルがあった。

　少しずつ敵兵を倒し、残るはあとひとり、重そうな鎧よろいを着込んだボスユニットのみだ。

『部下を殺すなんて、なんてヤツらだ……お前たちはケダモノか！』

　真桜の〈フリーズブレード〉が炸さく裂れつし、魔法防ぼう御ぎよの低いボスユニットはクリティカルを喰くらって一撃で死亡してしまう。

「……あっ。クリティカルでちゃった」

「あーあー、真ま桜おっち。あっし、あと一撃ダメージ与えればレベルアップだったのにー」

「……ごめん」

「いーよ、翠みどりの言ってることなんて無視して。飛鳥あすか井いさん」

　真桜が九く鬼きや税ぜい所しよと経験値リソースについて朗らかに話をしていた。もう少し経験値のために敵をいたぶる予定だったのだが、不意にクリティカルが出て倒してしまったらしい。

『さつじんきー』

「……ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのくせに、ひどい」

　そんな捨て台詞ぜりふはあったが、無事、このマップの勝利条件を満たした。

　あとは紗さ蘭らんが正おお親ぎ町まちを連れてくれば、晴れてこのマップのクリア──だったのだが。

「遅いわね」

　痺しびれを切らしたように梨り夢むが漏らす。

　いくら待っても正親町はやってこない。紗蘭も戻ってくることはなかった。

「……まさか」

　真桜が表情に不安を滲にじませた。

「そのまさか、だろうな。失敗してふたりとも殺された可能性が高い」

　鹿か野のに空から周辺を見てもらったが、誰もいないという。紗蘭が殺されてしまったことに、複ふく雑ざつな表情を浮かべながら帝たい輝きはクラスメイトたちに伝達する。

「ロードをしよう。皆、戻るぞ」

「あーい、しょうがないわね」「今回大活躍だったんだけどな」「次はもっと上う手まくやる」

　クラスメイトが死ぬのはいつも慣れない。ロードをすれば生き返るといっても、精神的に込み上げてくるものがある。帝輝は指揮する立場もあって特に責任を感じていた。

　死は人の関係にも影響を及ぼす。前回の鳥とり居い亞あ弓ゆみなどがそうだった。

　ふと気になることができて、帝輝は傍そばに控えるエリスに質問をする。

「エリス。ちょっと気になったんだが、敵として出てきたクラスメイトを仲間にしたあと、仲間になる前までロードしたらどうなるんだ？」

「ロードした時点で仲間になっていなければ記憶は保持されません」

　仲間になれば意識を取り戻すが、仲間になっていない時までロードしてしまうと記憶は失われる。少々、ややこしい話になるらしい。

「リーダー、予習はいいのか？」

「今回のロードは俺たちだけの問題じゃないからな。こっちが難しいところを予習して成果を得ても、怜れ王おや君きみ尋ひろたちがそうとは限らない。徒いたずらに待機時間を長くしたら、お互いの士気を下げるだけだと思う」

　三軍共に難易度の高いところに挑むのであれば可能だが、そんな場面はそうそうない。

　滝たき脇わきの疑問に答えつつ、帝輝はエリスを通じて伝言を伝える。

「エリス。怜王と君尋たちに失敗したことを伝えてくれ」

「了解致しました。……怜王様は『ヘタクソ』と君尋様からは『ドンマイ』との返答です」

「あいつらめ。……まあ、返す言葉もないな」

　そして、帝たい輝きはロード画面を表示し、ここに入る前のセーブデータをロードした。




　ロードが正常に行われ、敵軍と接触する前の状況へと戻った。

　ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの人々が街中を闊かつ歩ぽしている。敵軍のいるポイントへ行く前に滞在していた街だ。

　無事ロードできて、仲間のクラスメイトが全員いることに帝輝はほっと息を吐いた。

　紗さ蘭らんもいる。彼女は自分が戻ったことに驚いているようで、周囲を見渡していた。

「あ、あ……ご、ごめんなさい……ひっ、ひっく……」

　そして突然、しゃがみ込んで泣き始めてしまう。

「お、おい。どうしたんだ」

　帝輝が近づくと周りの目を気にすることなく、紗蘭は帝輝に抱きついた。

　真ま桜おがムッとした顔をするが、文句は口にしない。

「うわあああああ。こ、怖かったよぅ、ひ、ひとりで森の中、だ、だれも、いなくて……」

　ここにきて帝輝はようやく思い出した。彼女が極きよく端たんなほど寂しがり屋だということに。

「ひとりは……ひとりはやだよぅ」

　紗蘭は昔からひとりでいることをとても嫌う。だから常に椿姫つばきや、友人たちが傍そばにいた。彼女たちもそれを知っているからこそ、ずっと紗蘭に寄り添っていたはずだ。













　もちろん、帝たい輝きも知っていたはずなのに……だが、完全に失念していた。

　効率を優先して進軍を焦るあまり、紗さ蘭らんの性格も考えずに……。

「ご、ごめんなさい……。役立たずで、ごめんなさい……」

「謝るのはこっちだ。怖い思いさせてごめんな」

　帝輝には謝罪を繰り返して、紗蘭をあやすことしかできなかった。




　最終的な話し合いの結果、正おお親ぎ町まちの誘導は梨り夢むがやることになった。

「正親町にやられるほど柔やわじゃないしね。今の正親町よりもレベル低いみたいだし」

「でも、梨夢に抜けられるとキツいっすよ」

「わかった。その穴は俺が埋めよう。極力、敵は倒さずにフォローする程度になるが。紗蘭は俺の傍そばから離れないでくれ。抜けてきた相手を倒すだけだから心配するな」

「う、うん。ごめんね、お兄ちゃん……」

「謝らなくていいよ。俺たちはこれまでもフォローしあってきたんだからさ」

　会議を終え、帝輝たちは再び陣容を整えて敵軍のいるポイントへ向かう。

「よし、敵軍が見えた。シミュレーション・エントランス！」

「それじゃ、またあとでね！」

　梨夢が前線から離脱して、戦いはすぐに始まった。帝輝は遊撃で敵への攻撃は控えめだが、放置してはならない敵を速攻で撃げき破はし、撃ち漏らした敵も容赦なく倒していく。

「〈ライトストリーム〉！」

　レベルマックスというステータスに支えられた強さが、一撃の下に敵を倒していった。

「一撃じゃん。リーダー、マジ半端ねぇっす」

　その様を羨うらやましそうにクラスメイトらが見ている。

「倒すと効率悪いだろ。せめて〈アドバンテージ〉覚えられればいいんだけど」

〈アドバンテージ〉のギフトは、敵のレベルが自分よりも低い場合に敵のＨＰヒツトポイントを必ず１残す効果を持っている。椿姫つばきのユニット、ワルキューレが持つギフトで帝輝には使えない。

「椿姫がいればな……」

　ついそんなことを漏らしてしまう。

　前回、『ＬｏＲ』の世界で、一番最初まで戻ってから二ヶ月以上会わなかった。

　椿姫とあんなに長い時間、顔を合わせなかったのは生まれて初めてのことだった。

　基本的に毎日顔を合わせるし、休み中もほとんど一緒に遊んでいる。椿姫の家族が旅行に行った時に一週間会わなかったというのが最長だった。もっとも椿姫の家族だけが旅行に行くというのもあまりないケースで、ほとんどが帝輝の家と合同で旅行に行っている。

　親の会社が提携しているというのもあるが、本当に椿姫とは家族ぐるみの仲だった。

「ごめんね。わたしじゃ、椿姫ちゃんの代わりになれないから……」

「いや、そういう意味で言ったんじゃないよ」

「が、頑張って代わりになるから。し、竹刀持てばいいかな？　髪伸ばした方がいい？」

「いやいや、紗さ蘭らんは紗蘭のままでいてくれ。……頼むから」

　もし、紗蘭の性格が変わるようなことがあれば、怜れ王おに殴られかねない。表面上、仲の悪そうな兄妹に見えても、怜王と紗蘭は信頼し合っているし怜王は怜王で心配性なのだ。

　そんなやり取りもありつつ、真ま桜おの魔法を中心に敵軍を蹂じゆう躙りんしていく。

「……黒き雨よ、降り注げ。《ダインスレイヴ》」

　無数にある黒き闇やみの刃やいばが天から地上へと降り注いだ。野砲の如ごとく敵軍へと降り注いだそれは次々と敵兵に刺さっていく。一部隊程度なら余裕で全滅させることのできる、真桜がかつて入っていたというゲーム、『ラスト・ブレイブ』の魔法だ。多かった敵兵を少し削ってもらった。これで少し、皆も楽になるだろう。経験値は真桜に集中したが許容範囲だ。

「……あ、レベルアップしたよ、マスター」

「これでもうレベル８か」

　表面上、わかりづらい嬉うれしそうな表情を帝たい輝きに向ける真桜。だが、すぐに首を傾かしげた。

「……マスター。何のギフトを覚えたいか？　って出た」

「そうか。説明してなかったな。『ＬｏＲ』では勝手にギフトを覚えていたけど、『ＬｏＲ２』ではギフトポイントがあって、それを使って覚えていくんだ。ギフトポイントはレベルアップごとに増えていって、覚えられるギフトもレベルアップで選択肢が増えていく」

　すると、真桜はさらに首を傾けた。身体からだも少し傾いている。

「何を選べばいいの？」

「真桜が最終的に覚えられるのは……〈ブースター〉〈テラー〉〈スターダスト〉〈ロング〉〈ヴァンパイア〉〈レートオーバー〉〈ワープ〉〈ピアス〉──」

　このゲームに存在しているギフトには、ユニットギフトとパーソナルギフトがある。

　ユニットギフトは、ユニットとして覚えるギフトだ。地形効果を無視する〈パルチザン〉は、バンディットが必ず持つギフトである。〈ゾーン〉もホプリテスなら誰もが持つ。

　対してパーソナルギフトは、個人個人が覚えていくギフトだ。そのキャラ固有のギフトもある。そういったオリジナルのギフトは大体において有用だった。

　帝輝の〈ライトストリーム〉は主人公固有のアーケインギフトとも呼ばれているが、固有ギフトに入る秘奥義系のギフトだ。『ＬｏＲ』で使っていた〈ルインブリンガー〉などは、武器を持つことで初めて使用可能になるギフトで、これは少し特殊と言える。

　覚えてもらうギフトを決めたのか、帝輝は真桜に向き直る。

「真桜。〈ワープ〉を覚えるのに、ギフトポイントはあと10ぐらい必要か？」

　すると、真桜は小さく頷うなずいた。

「……そのぐらい。覚えるには、まだ足りない」

「じゃあ、〈ワープ〉を覚えられるまで、ギフトポイントを溜ためてくれ。それと今後は魔力も重要になるから、魔力補正ギフトの〈ブースター〉も視野に入れておいてくれ」

「……ん」

　真桜は帝輝に従うように頷き、戦列へ戻った。帝輝を信頼し、まったく疑っていない。

　その代わりに滝たき脇わきが疑問の声を上げる。

「なあ、リーダー。〈ワープ〉と〈ブースター〉ってそんな必要か？」

「……鋭いな、滝脇。あんまり必要じゃないように思えたか」

「そりゃあ、気付くさ。『ＬｏＲ』でのギフトを、リーダーに幾つも教わったしな」

「〈ブースター〉は最終局面において必要なんだ。魔力成長の高い真ま桜おにはいらないと思われるだろうけど、〈ブースター〉のプラス５は限界を超える。それが重要になるんだよ」

「じゃあ、〈ワープ〉は？　前回、マジシャンの毛もう利りが覚えてた気がするが、瞬間移動できるのは短い距離だろう。有用だが、そこまで必要かと言われると微妙じゃないか？　それこそ〈ヴァンパイア〉でも覚えれば、彼女なら地雷ユニットになれるだろうし。五回連続攻撃ができる超攻撃特化ギフト〈スターダスト〉でも、ボスキラーになれる」

　滝脇が続けて疑問をぶつける。

「引き継ぎでユニットギフトは忘れるが、パーソナルギフトは覚えたままなんだろう？　事実、自分たちには『ＬｏＲ』で覚えたギフトが幾つか残ってる」

『ＬｏＲ２』には『ＬｏＲ』からのデータ引き継ぎがある。レベルは引き継げないが、パーソナルギフトは覚えているという特典がこの世界でもあった。梨り夢むは攻撃の命中率を50パーセント上昇させる〈ホークアイ〉を覚えたままだし、他のクラスメイトも同様だ。

「この『ＬｏＲ２』をクリアしても、万一『ＬｏＲ３』へ行くようなことがあれば、パーソナルギフトはもっといいものを取った方がいいんじゃないか？　今後のためにも」

「そう、だな。ゲームであれば、俺もそうした」

「じゃあ、なんでそうしないんだ？」

「俺にも確証はないし、荒こう唐とう無む稽けいな話に聞こえるからな。少しあとで、みんなの意見を聞きたい。ただ、俺ひとりで勝手に進められる話じゃないからな。ちょっと時間をくれ」

「何かあるんだな？　了解だリーダー。間違ったことは言わないからな。信用してるぜ」

「悪いな。……しかし、俺。滝脇とこんなに話せるようになるとは思わなかった」

「自分も同じだよ。普段はゲームばっかりやってるし、お互いつるんでる連中は決まってたしな。自分は普段、石いし野のや曾そ我がとつるんでるけど」

「これからも頼んだぜ。頼りにしてる」

「ま、タクティシャンとしての性能では一番下だけど、せいぜい頑張るさ」

　そんな会話が終わった頃に、前線での戦せん闘とうが終結に向かう。

「勝かち鬨どきを上げよー！　……なんちって」

　九く鬼きがボスを倒して槍やりを掲げていた。それを見て税ぜい所しよがケラケラと笑っている。

　戦争でありながらもゲーム的な世界に慣れてきたのか、あるいは前回の体験がそうさせているのか、彼女たちは教室と同じ調子だった。

「終わったわよ、これでいいんでしょ」

　梨夢もまた正おお親ぎ町まちを引き連れてきた。

　正親町が帝たい輝きと目が合うと、あっさりと意識を取り戻す。

「あら。わたくしってば何を……」「あんたのせいで、あたしのレベルが上がらなかったじゃないの！」「ええ!?　わたくし、理不尽に責められてる気がしますわ！」

　これで正おお親ぎ町まちも仲間になり、帝たい輝きたちは最初の難所を越えた。




　難所を越えてクラスメイトたちはいつも通りだったが、紗さ蘭らんの様子が少しおかしい。単独での誘おびき出だしに失敗してから、恐こわがりな紗蘭は常に帝輝の傍そばにいるようになった。

「……真ま桜おの場所なのに」

　それに対して真桜が不機嫌になっているが、それはさておき。

　紗蘭は夕方に入った街でもずっと浮かない顔をしていた。

「紗蘭。適当にいいものを食べに行こうぜ。エリスが教えてくれた店だけど」

　一いつ旦たん休憩することを宣言した帝輝は、すぐに紗蘭を誘う。

「う、うん。お兄ちゃん」

「……ホント、お兄ちゃんって呼び方が板についちゃったよなぁ」

　帝輝も、怜れ王おに対して若干申し訳なさがある。

　中学の頃に紗蘭が怜王と喧けん嘩かし、「怜王なんてお兄ちゃんじゃない！」と言って、それに対する当てつけで始まった呼び方だが、戻すことなく今でもそのままだ。クラスメイトたちも事情を知っていることと、慣れていたせいで今更突っ込まない。

　ふたりで歩いていると、ようやくエリスの言っていた茶屋らしき場所に着く。

　木で作られた背もたれも何もない腰掛けに、薄汚れた布が敷いてあった。

　ふたりが座ると、女給がやってきて、帝輝は菓子を頼むと紗蘭に向き直る。

「悪いな。清せい閑かん寺じたちが見つかればいいんだけど。紗蘭の親友たちって、全員揃そろってランダム配置なんだよな。いつ見つかるかわからない。椿姫つばきもラストだし……」

「こ、こっちこそ、気を遣わせちゃってごめんね」

「……あのさ。怜王の方にいた方がいいんじゃないか？」

「ううん。向こうにいても仕方ないよ……。あっちのクラスに友だちがいるわけでもないし。怜王も気を遣うことになるだろうし」

　それから会話が途中で止まってしまい、帝輝は不器用に話題を探す。

「そう言えば、歌を始めてから何年経たつんだっけ」

「幼稚園の頃も含めれば、十二年になるかな。もう十年以上も歌ってるんだなぁ」

　少し遠い目をして紗蘭が呟つぶやくように言う。

「偉いよな。それまで、ずっと歌ってきたわけだし。俺なんて剣道、小学校で辞めてるし」

「でも、もしかしたら、もう飽きちゃったのかも」

「だとしたらもったいない。紗蘭の歌は何度も聴いたけど聴き惚ほれるんだよな」

「そんなことないよ。わたしよりも凄すごい人はいっぱいいるし」

　自信なさげに囁ささやき、紗蘭は小さく俯うつむいた。

「修学旅行で気分転換すれば、また歌えるようになるかなって思ってたけど……こんなことに巻き込まれちゃったから。もう歌い方……忘れちゃったかもしれない。大会コンクールでいい成績残せなかっただけなのにね」

　修学旅行前、紗さ蘭らんは合唱部でとある大会に出ていた。由緒正しい大会で、紗蘭はその中でも優勝候補とされていたのだ。しかし、調子が悪かったのか、結局準優勝。

　それから彼女に聞こえてきたのは失望の声。そして、次は行けるはずという期待。

　この負けをバネにして、彼女にもっと光り輝くことを顧問をはじめとした関係者たちは強要した。以来、ショックで歌が歌えなくなったらしい。

「まあ、歌いたい時に歌えばいいよ。紗蘭が嫌なことをさせるつもりはないしな」

　帝たい輝きは気楽そうに彼女を慰める。

「で、でも、わたし……役立たずで！」

「アイテム運搬係として役に立ってるよ。それに戦せん闘とうで役に立たないのは俺も同じだ」

「帝輝お兄ちゃんは、リーダーとして凄すごいもん！」

「俺が凄いんじゃないよ。みんなが凄いんだ。紗蘭。俺だけじゃ、このゲームはどうにもならないんだよ。そこを間違えちゃいけない」

　前回でもそうだったが、帝輝ひとりでも序じよ盤ばんならどうにかなるだろう。

　しかし、終盤ではただの無謀な行為でしかない。ダメージは喰くらうし、帝輝はＨＰヒツトポイント回復手段をアイテムに頼るしかなかった。数ユニットを倒せても、いつかは力尽きる。その上、武器が壊れでもすれば帝輝とて何もできないのだ。

「紗蘭は、歌が嫌いか？」

「……ううん。歌うのは好き……そのはずだったんだよ」

「そっか。じゃあ、やっぱり紗蘭の演じているキャラと同じだな」

「同じ、なの？　わたし、と？」

「紗蘭が演じているキャラクターは記憶喪失のシンガーでさ。女皇様に連れて来られてきたわけだけど、覚えているのは歌が好きだったってことだけなんだよ。そのキャラは別に凄い志があるわけじゃないけど、誰かのために歌うのが好きなんだ」

「誰かの、ために……」

「焦らないでいいよ、紗蘭。俺も『ＬｏＲ』を嫌いになりかけたことがあったけど、やっぱり好きで今もやってるしな」

「そうなの？　お兄ちゃん、いっつも『ＬｏＲ』やってるのに……」

「あまりにも理不尽な目に遭あって、もう二度とやるかって口走ったこともある。……って、ごめん。紗蘭の悩みと比べるとすごく軽いけどね」

「そ、そんなことないよ。悩みは一緒だよ」

「そっか。だったらさ。好きなことなら、いつか必ず思い出すから」

「う、うん……」

　それからようやくやってきた茶菓子をふたりで摘つまむ。

「あ、甘い。この世界に来て、こんな甘いの初めて」

「砂糖は貴重品ぽいから、なかなか出回らないみたいだけどこれはなかなか」

　茶菓子に舌鼓を打ち、ふたりは満足して街中の拠点へと戻った。




　正おお親ぎ町まちも加入して、初期の七人から仲間がこれで十四人──倍に増えている。

　それからアイテムや装備を整え、万全を期して帝たい輝きたちは国境に向けて進軍した。

「敵軍がいるな。あの服装だと山さん賊ぞくか？」

　薄目にしながら滝たき脇わきがそう漏らす。

　確かにここでは山賊と接触する。ランダム出現の敵軍だった。

　帝輝たちは帝国軍に見つからないように進むルートを通っている。別のルートも選べるが、そちらは難易度が高い上に実入りも少ない。普通にゲームをしているのであればまだしも、命を預かっている以上、安易に危険は冒せなかった。接触した敵軍にクラスメイトらはおらず、今回は敵を倒すだけでよい。その上、敵も大して強くはなかった。

　怜れ王おや君きみ尋ひろにも、山賊と接触することしか伝えていない。彼らなら、それで大体、どの辺りまで進行しているのか察してくれる。

「うーし。じゃあ、行ってくるっすよー」「行ってきまーす」

　慣れというものは怖いもので、すっかり九く鬼きと税ぜい所しよは気楽になってしまっていた。

　それに真ま桜おと梨り夢むも続く。指揮をするために滝脇も続き、それに合わせて他の面々もついていった。帝輝と紗さ蘭らん以外のクラスメイトたちが前線へと赴いている。

「みんな、大丈夫かな」

「よほどのトラブルがなければ、ここで苦戦するような相手じゃない。大丈夫だよ」

　上う手まい具合にレベルも上がっている。帝輝のように無双できるほど強いわけではないが、それでも立ち回りさえ間違えなければ、死ぬようなこともない。

　今回は乱戦になりそうだったため、紗蘭は連れていけなかった。そして、紗蘭は帝輝から離れようとしないため、皆の後方で待機している。

「戦せん闘とうに入ったか。あとは待つだけだな」

　戦闘が始まり、砂さ塵じんが舞い上がったのが見えた。

　しばらくその砂塵を見つめていたが、一瞬不安が過よぎる。

　その砂塵の中でうっすらと見えるクラスメイトたちは少しずつ押しやられていた。

　様子を見るために前へ進んだ帝輝の下へ真っ先に来たのは、飛行ユニットの鹿か野のだ。

「リーダー！　変なの出た！　早く来て！」

「変なのって？　いや、行った方が早いか」

　帝輝からは砂煙でよく見えない。だが、彼女の慌てぶりから危急なレベルだと察した。

　帝輝が紗蘭と共に前線に向かう途中、後衛の梨夢と滝脇が全速力で後退していた。続いて他のクラスメイトたちもだ。いないのは、九鬼と税所、そして真桜である。

「滝脇、何が起こったんだ？」

「よくわからんユニットがいる！　リーダーにしか倒せん能力値だ！」

　そんなユニット、ここにいるはずがない。少なくとも記憶にはない。

「真ま桜おの魔法で倒せないのか？」

　真桜の持つ『ラスト・ブレイブ』の魔法は、チートと言って差し支えないほど強い。

　彼女がそれを使い出すと経験値が真桜に集中してしまうため、普段は制限しているが、自分自身やクラスメイトたちに危険が迫った時は躊ちゆう躇ちよせずに使えと言い含めてある。

「その魔法が効かないんだよ！　あいつが九く鬼きと税ぜい所しよに強化魔法をかけて、どうにか自分たちの逃げる時間を稼いでくれたんだ！」

「わかった。急いでそっちに向かう。紗さ蘭らんを頼んだ！」

　そして、帝たい輝きは急ぎ最前線へと向かう。走り続けて数分、ようやく三人の背中が見えた。九鬼と税所が後退しながら、ふたりがかりで必死に何者かの攻撃を防いでいた。彼女たちの背中越しに真桜が強化魔法をかけ、相手の気を逸そらすように援護している。

「真桜、九鬼、税所！　三秒以内にその場から離れろ！」

「リーダー！　あと、頼んまっす」「よろしくね！　こいつヤバい！」

　帝輝がそう叫ぶと、三人はすぐに離脱準備を始めた。

　彼らが敵から離れた頃合いを見計らい、

「〈ライトストリーム〉！」

　まだ見ぬ敵に向かい、帝輝が剣を振り下ろしたと同時に剣から光の奔流が迸ほとばしり、敵へと突き進んでいった。敵が光に包まれ、ダメージを受ける。五分の一は減っただろう。

「〈ライトストリーム〉を喰くらって五分の一か。なんだこいつ、序じよ盤ばんじゃあり得ねぇぞ」

　光が消え、敵の姿が露あらわになる。敵ということを示す赤い甲かつ冑ちゆうを全身に纏まとった騎士の出いで立たち。手には身の丈ほどもある大剣を握っている。鉄てつ仮か面めんで顔は完全に覆われていた。

　ユニット的には帝国軍の聖騎士ユニットとほぼ同じだ。

　そして、他の敵ユニットと同じように命の息吹も感じられなかった。

　間違いなくゲームのキャラクター……なのだが、ただのゲームキャラクターではない。

　基本的なステータスはしっかりと見えているが、他の文字に関しては文字化けしているようで読めない状態となっている。所持しているギフトも、モザイクでも入っているかのようにバラバラになっていてわからなかった。まるでバグでできたキャラクターだ。

　そのステータスを確かめる。こんな序盤ではあり得ないほど高い。バグキャラと言えど、さすがにゲームにおける理論上限値の２５５ではないが、ユニット上限値である50に近いステータスを幾つか持っている。要するにレベルマックスに近かった。

「なんだ、こいつ……。凰おう楽らの差し金か？」

『ＬｏＲ２』のユニットですらない。シリーズを通しても、見たことがないユニットだ。

　ステータスの中のユニット名には、Ｉｍａｇｉｎａｒｙ。虚きよ数すうという訳の英単語がある。

「凰楽の創り出した存在し得ないユニット──虚数ユニットってところか？」

　まったく確証はないが、ゲームにはないユニットとなるとそう考えるほかない。

　前回の『ＬｏＲ』のように、実は別クラスの人間……というのも考えたが、目の前にいるユニットは人間らしい挙きよ動どうが欠片かけらも感じられない。

　まるでモーションデータを入れられたかのように、一定周期で決められた動きを繰り返していた。その待機アイドリングモーションにフレーム単位でブレがない。

「……マスター、気をつけて」

「おう。山さん賊ぞくをあらかた倒してるなら、もう後ろに下がっててくれ。あとは俺がやる」

　九く鬼きと税ぜい所しよ、そして真ま桜おを後方へと下げさせ、一対一──とはならなかった。

　虚きよ数すうユニットは、帝たい輝きを無視して一足飛びに九鬼へと剣を振り上げ襲いかかる。

「マジぃ!?　誰か助けて！」

「なんだってんだ……ッ！」

　帝輝は急ぎ虚数ユニットを追いかけて、九鬼の前に立った。襲い来る剣を、自身の剣で受け止める。凄すさまじい膂りよ力りよくで、手が痺しびれた。まるでリアルのような感覚だ。

「はあっ！」

　帝輝は剣で反撃し、虚数ユニットに命中処理でヒットさせる。しかし、相手の守備力が高く帝輝のステータスをもってしても、通常の攻撃では大したダメージを与えられない。

「野郎……！　俺に来いよ！」

　挑発をするが、虚数ユニットは聞く耳を持たない。帝輝を無視して、次は税所へと斬きりかかる。振り上げられる剣に向かって、すぐに帝輝が割り込み、その攻撃を受け止めた。

「あ、ありがとう。リーダー！　今のマジ、ヤバかった！」

　税所の感謝の言葉が耳に入るものの、それに返答をする余裕がない。

　喰くらっても痛覚はなかったし、ダメージも微々たるもの。だが、行動が特殊過ぎる。

「こいつ、普通のＡＩと違うのか……！」

『ＬｏＲ』の敵ユニットは、基本的に攻撃範囲内にいる者を狙ねらう。その上で一撃で倒せる相手、反撃を喰らわない相手、ダメージを与えられる相手と優先順位が変わっていく。

　だが、相手を追いかけて攻撃しに行くなど今までなかった。虚数ユニットが帝輝にダメージを与えられるにもかかわらず、帝輝を無視したのだ。

　そんな中、追いつかれないために九鬼と税所は逃げ続ける。

「九鬼！　税所！　そっちに逃げるな！　そっちは滝たき脇わきたちがいる！」

「んなこと言っても、もうムリだって！」

　追いかけながらどうにか虚数ユニットのＨＰヒツトポイントをようやく半分にする。半ば、九鬼と税所を囮おとりにしつつ、身を挺ていして彼女らを守り、着実にダメージを与えていった。

　そして、ついに滝脇たちがいる場所まで戻ってきてしまう。

「滝脇ー！　全員、連れて逃げろ！」

　しかし、遅かった。

『〈──────〉』

　虚数ユニットがギフトを使用。帝輝を除く全員の動きが、止まった。

「う、動けない……!?」「あ、足が……！」「な、何これ！」

　帝たい輝きには覚えがある。『ＬｏＲ２』でも、後半のユニットしか持たない超レアギフト。

「〈レッドテラー〉……！　あのモザイクギフトはこれだったのかよ！」

〈テラー〉というギフトがある。周囲の敵ユニットの命中、回避を下げるギフト。

〈レッドテラー〉はその上位互換とも言うべきギフトで、自身よりもレベルの低い相手ユニットの移動を無条件で止める。さらに回復まで封じる最悪のギフトのひとつだ。

　ＨＰヒツトポイントが半分にならなければ使えないが、ダメージを与えてしまったことが裏目に出た。

　虚きよ数すうユニットが動けなくなった滝たき脇わきに対して、剣を振り上げる。

　帝輝はその間に剣を割り込ませて攻撃を防いだが、虚数ユニットは次に梨り夢むを狙ねらう。

「し、信じられない！　動けない相手を狙うのかよッ！」

　怒り心頭の梨夢だが、それでもまったく足が動かない。効果時間はゲームだと五ターン続く。これはこの世界からすると相当長い時間だった。帝輝がいなければ全員が殺される。

「くっ！　ちくしょう！」

　帝輝は梨夢への攻撃を防ぐ。だが、それが終わったら次は別のクラスメイトたちに向かっていた。真ま桜おも攻撃に晒さらされ、それをどうにか防ぎきる。きりがない。

「あ……」

　そして、次に虚数ユニットが向かったのは──紗さ蘭らんだった。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、赤い騎士は剣を振り上げた。彼女はその一撃で確実に死ぬだろう。

　間に合わないと察した帝輝は身体からだごと紗蘭へ突っ込み、紗蘭を押し倒すようにして倒れ込む。その背中に虚数ユニットの剣が命中。背後からだったためか、大きくＨＰが減った。

「お兄ちゃん！」

「大丈夫か、紗蘭！」

「……あ、あ……。お兄ちゃん、ＨＰが……」

「まだ大丈夫だ」

　帝輝はすぐに立ち上がって、紗蘭を守るように剣を構える。

　虚数ユニットが集中的に紗蘭を狙い始め、帝輝はその攻撃をすべて剣と身体で遮った。

　ＨＰが見る見るうちに減っていく。ＨＰを回復する手段がない。唯一のメディックである曾そ我がが足あ掻がいているが、彼もまた〈レッドテラー〉の支配下にある。回復は不可能だ。

「ロードする暇もないな！」

　帝輝が死ねばゲームオーバーだ。ロードもやむなしという状況まで追い込まれている。

　常識的に考えれば退くべきだろう。退いても紗蘭が死ぬだけ。ロードで蘇よみがえるのだ。

　だが、ここで身を退いて紗蘭を恐怖に晒せばどうなる？

　ただでさえ歌えず役立たずと自じ嘲ちようしている彼女の心は修復不可能になるかもしれない。

「お兄ちゃん！　もうここから退いて！　わたしは死んでもいいから！」

「退けるかよ！　怜れ王おに、叱しかられちまうからな！」

　まだ大丈夫。耐えられる。〈レッドテラー〉の効果が切れるまで、彼女を守りきろう。

　そんな覚悟を帝輝は表情に出していた。こうなった帝輝は梃て子こでも動かないだろう。

　紗さ蘭らんはそんな帝たい輝きの姿を見守ることしかできなかった。

「あ、あ……お兄ちゃん、ＨＰヒツトポイントがどんどん減って……」

　ＨＰバーの減りが早い。帝輝がダメージレースでまったく勝てていなかった。その場から動けないのも大きいが、今持っている帝輝の武器は貧相でその差もある。このままでは〈レッドテラー〉が切れる前に、帝輝が戦せん闘とう不能──死が避けられない。

「お兄ちゃん！」

　こんな状況でも、帝輝はまだ諦あきらめていなかった。全員を守ろうと懸命に闘い続けている。

　全員を死から守ろうと。

　死はロードで覆くつがえる。だからロードが残っていれば、この世界ではそこまで悲観するようなことではない。だが、帝輝は死を嫌う。クラスメイトが死ぬことを忌き避ひしている。

『俺はクラスメイト仲間を死なせたくない。全員の生存が最低限のクリア条件だ』

　そう宣言してから、ずっとずっとそのために心を鬼にして進んできた。恨みを買うこともあった。それでも、彼は一歩一歩進んでいたのだ。

　最後には、すべてのクラスメイトの信頼を得るほどまでに。

　クラスメイトたちから、彼に魂の絆きずなが伸びているのがその証拠だった。

　なのに、自分は足を引っ張ってばかりで何もできない。紗蘭はそんな思いに囚とらわれた。

　彼に比べて、私は何だ？　ただの置物か？　ただのマスコットか？

　自分の心を奮わせるそんな自問が、紗蘭の血を沸き立たせる。

　こんな時に紗蘭は何もできない自分自身に腹が立っていた。

　できることはないのか。やれることはないのか。

　帝輝は言った──シンガーの歌は、戦局を一変させるのだと。

「……わたしだって、やらないと……」

　取とり柄えは、歌だけ。ユニットも自分自身も。それ以外には何もない。

　帝輝は、みんなは、そんな役立たずな自分をまったく気にせずに接してくれた。

　──だけど、私が唯一の取り柄である歌まで歌えなくなってどうするのか。

　紗蘭の心に、少しずつ大会コンクールのような緊張感が湧わき上あがるが、救いたい気持ちが勝った。

　それぞれの歌の効果は全部聞いている。どんな効果を持つのか、どんな時に使うのか。

　あとは歌うだけ──。

　──勇気を出して。お兄ちゃんを、助けないと！

　もう、歌を歌う恐怖なんて鎖で縛られている場合じゃない！




「perlas ilog malutas, sumpa nito. Chain ay hindi umiiral sa pagpapala ng Diyos.」




　死の匂いが漂ただよう戦場にはそぐわない綺き麗れいな歌声が響く。

　紗蘭が手を広げ、祈るように歌っていた。クラスメイトの中には紗蘭の歌を聴くのが初めての者もいて、彼らは戦闘のことも忘れて聴き入っている。

　皆の耳に染み込むように、その歌は心の中に落ちていった。

　紗さ蘭らんは歌が好きだ。

　だが、前回のコンクールで負け、誰もが彼女に次は勝てと強要した。

　歌は勝ち負けではないというのに、それで紗蘭の心の中には歌の価値が生まれてしまっていた。この歌は歌う価値のあるものなのか、意味のないものなのか。

　その自問自答は心を縛り、喉のどを縛り、口を縛り、いつしか紗蘭を歌えなくしていた。

　そうじゃない。

　歌は自由でいい。自分の思いの丈を吐き出すだけでもいい。

　歌が戦争を止めることだってあるのだ。

「動ける！」「足が動くよ！」「若わか槻つき、すごい！」

　気付けば皆の足を縛る呪のろいの効果は消えていた。

　彼女が今歌ったのは、あらゆるギフトの効果を無効化する歌だった。

　しかし、紗蘭は歌を止めようとしない。

「Ikaw na may poot, itinigil ang kanyang mga hakbang, sa kapayapaan.」

　さらに紗蘭の歌声は続く。

　今度は皆を安心させるような優しい声ではなく、力強く、怒りすら感じる声。

　すると、虚きよ数すうユニットの動きがピタリと止まる。

　敵ユニットを少しの間、移動させない歌。しかし、帝たい輝きにはそれで充分だった。

『ＬｏＲ』では発揮されることのなかった歌声が、完全に戦場の色を塗り替えたのだ。

「サンキュー、紗蘭！」

　シンガーは直接的に攻撃ができるユニットではない。できることには限りがある。

　しかし、こうして戦局を一変させる力すらあった。公式チートと呼ばれる所以ゆえんだ。

「これでッ、終わりだぁッ!!　〈ライトストリーム〉！」

　そして、帝輝は足の止まった虚数ユニットに向かって、剣を振り下ろした。

　剣から迸ほとばしる光の奔流が虚数ユニットを包み込み、そのＨＰヒツトポイントを０にする。

　虚数ユニットは倒れ、その赤き鎧よろいはふうっと霧のように消えていった。




　戦闘に勝利し、山やま間あいを抜けてその麓ふもとにある街に辿たどり着つく。

　すでに日は落ち始めており、そろそろ夜だ。夜の進軍は視界が確保されず危険なため、できれば避けたい。ここで宿泊し、夜が明けたら国境へと向かうと帝輝は語った。

「前回みたく、戦ったあとは丸一日ぐらい休みたいんだけど……」

　梨り夢むが疲れたように言う。この世界は肉体的な疲労をほとんど感じない。感じるのは仮とはいえ、命のやり取りをしているという精神的な疲労だ。だが、その精神的な疲労も馬鹿にできない。だから余裕があれば、帝輝とて休んでほしいのだが……。

「いや、駄目だ。クラスメイトたちもまだ集まってないからな」

「まあ、そうよね」

　納得してくれたようで、梨り夢むは肩を竦すくめて仕方なさそうに溜ため息いきを吐つく。

　そして、泊まるための宿に向かうと、その宿屋の中で意外な再会があった。

「紗さ蘭らんさん！」「紗蘭！」

　宿の前に、副委員長の清せい閑かん寺じ奈な苗なえと、吹奏楽部の谷たに理り々り花かがいたのだ。

「奈苗ちゃん！　理々花ちゃん！」

　ふたりとも、紗蘭の友人だ。紗蘭は友人たちに走り寄り、甘えるように抱きついた。

「よかったよぉ！　ふたりとも、無事でよかった……！」

「紗蘭さんも寂しくなかった？　まあ、でもリーダーたちと一緒なら安心か」

「うん。それに、ちゃんと歌えるようにもなったんだよ。お兄ちゃんのおかげで」

「そっか。紗蘭、これからは楽しく歌えそうなの？」

「うん！　早く歌いたい！　すごく楽しみ！」

「さすがお兄ちゃん。頼りになるわね。私も兄さんって呼んだ方がいい？」

　副委員長にからかわれて、なんとも言えない帝たい輝きだったが、それでも紗蘭の友人がここにいてくれたというのは運がよかった。ふたりともキャラ的には、ランダム配置だ。

　それが揃そろってこの街にいてくれたのは、天の配剤かもしれない。

「いや、私たちも最初、変な場所にいたんだけどね。戦場なんて歩くの嫌だったし、街が見えたからずっとここにいたんだよね」

　副委員長はそう明かしてくれた。

「そうか。そりゃそうだよな」

　ゲーム上であればランダム配置のキャラは大陸を巡っているが、クラスメイトの意志が介在していれば動き回らないという選択をする者もいるだろう。中にはこちらを捜して巡っている者がいるかもしれないが、街中で待っている方が確実に安全だ。

「……こういうのをゲーム脳って言うのかね」

　帝輝は少しゲームに囚とらわれ過ぎていたことを反省する。

　それから清閑寺たちと情報の摺すり合あわせをして、部屋を割り振って休憩に入った。

「ふぅ……」

　帝輝は部屋に武器を置いて、エリスに伝言を依頼する。伝えることは、予想外の相手となった虚きよ数すうユニットや今後の方針など。特に虚数ユニットについては重点的に、だ。

　それを終えた帝輝は外へと出る。街に来た時間にはかろうじて落ちていなかった太陽は完全に落ち、周辺は暗かった。街中に篝かがり火びは点在しているが、それでも光量は頼りない。

　外へ出たのは落ち着かないからだ。まるで誰かに見張られているようで、肌がピリピリしている。自意識過剰と思いながら、帝輝は気持ちを冷静にするべく深呼吸をする。

　外の空気はまるで現実と同じような感触があり、それで多少は落ち着いた。

　だが、安心するような余裕は微み塵じんもない。今はまだまだ序じよ盤ばんだ。

　クラスメイトたちも、四十人中十六人しか集まっていなかった。

　まだまだ半分にも達していない。そして、ここから敵はさらに強力になっていく。

　小さく溜ため息いきを吐ついていると、ふたりの少女が宿屋の入り口から出てきた。

「真ま桜お、紗さ蘭らん。ふたりも外の空気に当たりに来たのか？」

　紗蘭と真桜は、帝たい輝きを見るなり目を瞬またたかせる。心配そうに瞳を震わせていた。

「お兄ちゃん、大丈夫？　顔色、悪いけど」

「……いや、大丈夫だよ」

「……大丈夫じゃない。マスター、本当に顔色悪い」

　すると、真桜がむすっとむくれた。

「……マスター、何を隠してるの？」

　詰きつ問もんするような口調だった。

「隠してるわけじゃない」

「……じゃあ、何を悩んでいるの？　マスター、今回のゲームＬｏＲ２が始まってから、塞ふさぎ込こんでるのは誰でもわかる。それに、さっき梨り夢むさんが一日ぐらい休みたいって言った時、マスターは焦るように朝に出るって言った」

「よく見てるな」

「……違いのわかる女だから。暇があればマスターのこと見てるし」

　帝輝は感心しつつも、疲れたように宿屋の壁に背中を預けて空を仰いだ。

「それで、お兄ちゃん。何を悩んでるの……？」

　紗蘭は不安そうな表情で、そんな帝輝を見る。

　すると、不意に──朧おぼろ気げな光が浮かび上がった。




「帝輝は僕らについて悩んでいるんだよ、ふたりとも」




　その声に帝輝はもとより、真桜と紗蘭も身構える。

　ひとりの男が淡い光を放ちながら佇たたずんでいた。光っていたのはその纏まとっている白銀の鎧よろい。

　優男という言葉がぴったり当あて嵌はまりそうで、鎧越しでも線が細いように見えた。その顔には柔和な笑みを浮かべており、普段と変わらない。それがまた不気味に見える。

　違うのはその見目形。リアルでは黒髪だった髪は金髪となっていた。そして、その手には豪ごう奢しやな剣を握っている。『ＬｏＲ２』が初出の武器で凰おう楽らの演じるケルビムというキャラが持つ神の創りし武器〈神剣オリジン〉だ。

「やあ。久しぶり、帝輝」

「凰楽……！」

　そこに立っていたのは細ほそ川かわ凰楽。帝輝の親友──だった少年だ。

　彼が帝輝たちクラスメイトを、この世界に召喚した元凶。重要なポイントで、わざと失敗になるようにして帝輝たちを追い込み、そして、最後に立ち塞がった裏切り者だ。

　帝輝は油ゆ断だんなく凰楽を睨にらみ、真桜と紗蘭も警戒しながらクラスメイトだった彼を見み遣やる。

「そんな怖い顔をしないでくれよ。別に君らを殺しに来たわけじゃない。僕の目的はもっと別のところにあるからさ」

　普段と何ら変わらない態度だった。雑談でもしようとでも言っているかのように。

「俺らの下に戻ってきたい……とかじゃないのか？」

「悪いけど、違う。僕は君らに提案をしに来たんだ」

　凰おう楽らは真ま桜おと紗さ蘭らんのふたりに視線を向けつつ口を開く。

「ふたりとも。帝たい輝きはね、僕らを仲間にする手段を必死に考えているんだよ」

　その言葉に真桜が鋭い視線を向けた。

「……僕ら？」

「そう。僕と、そして、椿姫つばきちゃんだ。僕らはね、ゲーム上ではどちらかしか仲間にならないんだ。一方を選択すれば、もう片方を倒す必要がある。両方とも最初は敵だからね」

「どうして、そんな……」

「それがゲームのストーリーだからだよ。僕らは、そういうキャラクターを演じている」

　すると、帝輝が凰楽の説明を補足した。

「ゲームのストーリーだと、椿姫の設定は複ふく雑ざつなんだよ。ワルキューレってユニット名からわかるかもしれないけど、神様とかそっちに属するユニットだからな。で、今回の『ＬｏＲ２』では、そっちの神様方面でも現在進行形でストーリーが動いてるんだ」

「そして、その椿姫ちゃんか僕か──その二択の選択肢ですらある条件下でしか発生しない。その条件を満たさなければ、そもそも僕らはふたりとも仲間にならない」













　すると、真ま桜おが眉まゆ根ねを顰ひそめる。

「……条件？」

「八十日以内に、僕らのいる場所まで辿たどり着つくことだよ」

　ここまで来るのに、もう八日も経たっている。すでに十分の一が消化されていた。

　そして、安心させるような笑みを浮かべて凰おう楽らは帝たい輝きを見据える。

「でももうそんなことで悩む必要もないんだよ、帝輝」

「何が言いたい、凰楽」

　すると、凰楽は逸はやるように口を開いた。




「ずっと、ここで暮らすっていうのはどうだい？　帝輝」




　真剣な表情と、その言葉に帝輝は疑うように眦まなじりを吊つり上あげる。

「本気で、言っているのか？」

「僕は本気だよ、帝輝。前回の世界はインターミッションと戦争を繰り返す必要があったけど、ここでは違う。君なら言わなくてもわかるはずだ」

　帝輝にも凰楽の言っていることはわかる。だが、その目的が読めない。

「本当に、お前は一体、何をしたいんだ」

「僕はクラスメイトを守りたいだけだよ。落ちる飛行機の中に戻っても死ぬだけだ」

「お前、前回の世界で俺らを殺しに来ただろ」

　ロードが残っていることをわかってたとはいえ、凰楽は全力で帝輝たちに襲いかかってきた。『ＬｏＲ』の設定をねじ曲げてまで。

「あの世界は遊びのようなものだよ。この世界を攻略していくことの厳しさ、冷徹さを知ってほしかった。そして、僕が多少なりとも設定を弄いじれるということも」

「お前のやってることは矛盾だらけだ。生きることの厳しさを知ってほしくて、なんでこの世界で生きることを推奨するんだ」

「この『ＬｏＲ２』の世界──終盤まで行けば、事態はもう動かなくなる。そこまで行ってもらうためには、君らにも覚悟や強さが必要だった」

「……今になったら何とでも言える」

　そう言うと、凰楽は少し寂しそうな表情を浮かべた。

「今すぐにどうこうということはないよ。クラスメイトたちも捜さなきゃいけないだろうからね。君は彼らにも意見を聞かないと納得はしないと思うから」

「だったら、あの虚きよ数すうユニットみたいな序じよ盤ばんで詰みかねないユニットを出すのを止やめてくれ。こっちは一刻も早くクラスメイトを集めたいんだ」

『虚数ユニット』という単語が出た瞬間、凰楽が眉根を寄せる。

　だが、すぐに首を振って帝輝を見据えた。

「まあ、僕にもどうにもならないことはあるよ」

　凰おう楽らに纏まとっていた淡い光が強く輝き、帝たい輝きたちの視界を染める。

「じゃあね。最後のマップで、答えを聞かせてくれ。そこで待ってるから……」

　そして、次に目を開いた時には凰楽は目の前から消えていた。

「凰楽……くそっ！」

　帝輝は肩を落として、小さく息を吐く。そして、鉄てつ槌つい打ちで宿屋の壁を殴りつけた。

「……マスター」「お兄ちゃん」

　そんな帝輝の肩に、ふたりはそれぞれそっと手を載せる。

　慰めるように、あるいは元気づけるように。言葉はなくとも、表情が語っていた。

「……がんばろ？　大丈夫。マスターの命令なら何でも聞くから」

「紗さ蘭らんもお兄ちゃんのために頑張るよ。今まで迷惑ばっかりかけてきたもんね」

「いいのか？　八十日以内にクラスメイト全員集めるって、相当苦行だぞ？」

『ＬｏＲ２』は、難易度自体はそこまで高くない。だが、この八十日という縛りを入れると途端に難しくなってしまう。

「私たちならやれるよ、お兄ちゃん。真ま桜おちゃんとか、皆強いもん」

　帝輝は頼もしそうに小さく笑う。

　そうだ。頼りになるクラスメイトがいる。信頼できるクラスメイトと共に戦える。

　これから、クラスメイトには無む茶ちやを強いてしまうだろう。だが、凰楽や椿姫つばきを仲間にするためには、どうしても八十日以内の攻略が必要不可欠だ。

「悪い。ちょっと無茶をさせてくれ」

　帝輝が頭を下げると、紗蘭は笑みを浮かべる。

「うん、お兄ちゃんのためなら頑張るよ」

　そして、真桜もまた頷うなずいた。

「……頑張ろう、マスター」

　頼もしいふたりに、帝輝の胸の中が熱くなる。

「真桜は明るくなったな」

「……そんなことない。真桜は最初から明るかった」

　なぜか真桜はプイと唇を尖とがらせて拗すね始めた。

「いや、そんなことは」

「……明るかった」

　断言されてしまった。

「まあ、それならそれで」

　真桜とのやり取りが心地よい。重かった雰囲気はすぐに一掃される。

　大丈夫。帝輝は自分で心を奮い立たせた。

　これならきっと上う手まくいく、と。




　ロード残り、九回。八十日まで残り──七十二日。





















　帝たい輝きと凰おう楽らと椿姫つばき。この三人が出会ったのは、年端もいかない幼稚園の頃になる。

　三人の親が揃そろって剣道をやっていたこともあり、それぞれが親に連れられて道場に通っていた。道場で同い年の三人が仲良くなるのに時間はかからなかった。

「ねえねえ！　何して遊ぶ？」「剣持ちたい！」「剣道やってみたいねー」

　幼稚園児の頃は竹刀を持たせられなかったが、小学校に入ると三人は一緒の私立小学校に通いつつ本格的に剣道をやり始めることとなる。

「帝輝！　またゲームして！　道場行くよ！」

「待て待て！　セーブしないと……！」

「ふたりとも、早くしないと遅刻しちゃうよー」

　帝輝は小学生から始めたゲームに興味が移りつつあったが、椿姫や凰楽と共に稽けい古こで手を抜くこともなく、剣道の練習に明け暮れた。

「やったー！　優勝したよっ！」

　そんな中、椿姫は始めてからすぐに頭角を現している。

　三人の中で一番早く町内の大会で優勝したのも彼女だ。もちろん、まだまだ小さな大会にしか出ていなかったが、小さな噂うわさになるほどであった。

「お前、ちっさいし早いし当たらないんだよ」

「あはは、竹刀を振りかぶった時にはもう前にいないからね」

　帝輝も凰楽も、椿姫の陰には隠れていたものの同世代の中で、頭一つ抜けつつあった。

　絶えず足を動かし、攪かく乱らんしながらフェイントを織り交ぜて技を決める攻撃型の椿姫。

　顔に似合わず、力でねじ伏せるかのように強引に技をかける超攻撃型の凰楽。

　とにかく防ぼう御ぎよに徹し、攻撃は最小限に留とどめ、必殺の時にのみ技を仕掛ける防御型の帝輝。

　通っていた道場の師し範はんは、三人を可愛かわいがっていたし、三人もそれに応えるように実力を蓄えていった。師範は道場の黄金時代を感じていると知人に述べている。

　それから月日は流れ、小学六年生の夏。

　ある大会の団体戦決勝、副将凰楽の試合で事故が起こる。

「あぐっ……！」

　彼は怪け我がをした。小学生では反則の突きを繰り出され、それをまともに喰くらい倒れてしまった。その上、突きを繰り出した相手が勢い余って、倒れた凰楽の足を踏み抜いたのだ。

　立ち上がると踏まれた右足の踵かかとに激痛が走り、凰楽は顔を歪ゆがめて倒れてしまう。結局、副将戦を棄権。彼は異常を察した引率の師範代によって、すぐ病院へと搬送された。

　大将の椿姫が勝ったが、優勝のことなどどうでもよく、ふたりはすぐに病院へと向かう。

　凰楽の症状は右踵の粉砕骨折と、想像以上に悪いものだった。治るのにも時間がかかり、そのあと治っても痛みが引くことはない。

　そんなある日、凰楽はひとつの決断を下す。

「凰楽、やっぱり辞めるのか？」

「うん。踏み込む時にどうしても痛むんだ。この足じゃどうにもならない」

　そして、次に帝たい輝きは予想もしないことを言う。

「そっか。じゃあ、俺も辞めるわ」

「えっ？　なんで……」

「凰おう楽らと一緒じゃないと、張り合いもないし。剣道だけじゃなく、他にも色々とやってみたいことはあるからさ」

「いや、でも。帝輝は続けた方が……」

「悪いけど、決めたから。剣道よりも大事なことだってあるだろ？」

　そんな帝輝の行動は、周りには自分勝手に映っただろう。

　だが、そんな帝輝の意図を椿姫つばきだけは寸分なく汲くみ取った。

「じゃあ、あたしも辞めようかな」

　と、彼女もまた帝輝に倣ならう。しかし、椿姫の場合、道場の師し範はんはもとより、地区の人々が慌てた。そして、辞めることを決して許さない。

　大人たちに対して不満げな椿姫に、帝輝はその背中を押した。

「いや、お前は続けてくれ。お前がいつか頂点を取るところを見てみたい」

　椿姫は強過ぎたのだ。小学生には敵なしという彼女の強さは、この頃すでに知名度を全国区に押し上げており、怪け我が以外の理由で辞めることは到底不可能だっただろう。

「凰楽のことは、俺に任せておいてくれ」

「うん、わかった。でも、休みの日は絶対に遊んでよね！」

「わかったよ。新しいゲームを用意して待ってるって」

「もー！　そうじゃないってば！」

「はは、冗談だって」

　そして、彼らは思い思いに過ごし、小学校を卒業。帝輝たちは私立中学校へと進学した。





　　　　◆






　街での夜が明けて朝になると、帝輝たちはもそもそと起き始めた。宿屋の食堂でこれからの進軍ルートや出現する敵、そして、現時点での目的や目標となるレベルなどを伝える。

　新しく仲間になったクラスメイトへの状況説明も兼ねていた。

「今は帝国領、国境付近の街にいる。ここから国境を越えて、エリュシオン連邦へと入る」

　ユグド大陸全土が描かれた大まかな地図を広げながら帝輝は説明する。クラスメイトたち十六人が身を寄せ合いながら、大きな長方形のテーブルの上の地図を覗のぞき込んでいた。

「ただ、国境を越えるには、この砦とりでを通る必要がある」

　帝輝の示した指には、北へ延びる山脈と、南にある巨大な山の間にある砦があった。

「ここは帝国と連邦を分かつ場所で、帝国と連邦の軍が、睨にらみ合ってる設定だ。小競り合いもちょこちょこ起こってるが、まだ大規模な戦争は起こっていない」

「ここに私たちの仲間はいるのかしら？」

　昨日仲間になったばかりのクラスメイトがそんな質問をした。

「ホプリテスの藤ふじ枝えだ楓かえでがいる」

　藤枝楓。梨り夢むの仲良しグループのひとりで、前々からここにいることは梨夢やその友人たちに伝えている。敵になるということも。

「あの、私たちを守ってきてくれた藤枝さんが……？」

「彼女を傷付けるつもりはない。ただ、問題がある」

　問題という単語に、梨夢の眉まゆが僅わずかにぴくりと動いた。

「ゲーム上で楓を仲間にするためには、前提条件として四人の仲間が必要なんだ」

　この世界では、梨夢、税ぜい所しよ、九く鬼き、そして鳥とり居い亞あ弓ゆみが当事者になる。

　彼女たちが楓の説得役を『ＬｏＲ２』のストーリー上で演出しているのだ。

　要するに梨夢を中心とした友人たち四人全員が必要だった。

「問題は鳥居が未いまだに見つかっていないことだ。ランダム配置型のユニットではあるが、必要になる人材だから帝国領で仲間になるし、見つかる確率も高いはずなんだけどな」

「もしかして、ここに来るまでに仲間になるはずだったの？」

「予定ではな。それに普通にプレイしてる分には絶対見つかってた。ただ、鳥居も意志を持って動いているってことだろう。ランダムと違って、これはこれで難しいところだな」

「ねえ、移動中にルートを外れて、全然見当違いのところにいるんじゃないの？」

　梨夢がそんな疑問を投げると、それにエリスが顔を向ける。

「ルートを外れても、以前のポイントに戻されるだけです」

　そう言われ、梨夢は腕を組んで不機嫌そうに息を吐いた。

　滝たき脇わきが地図を一いち瞥べつしてから、帝たい輝きに意見を具申する。

「その砦とりでを一いつ旦たんやり過ごすことはできないのか？　この山を越える、とか」

　帝国と連邦は、巨大な山脈で区切られていた。北の天てん竜りゆう山さん脈みやくと南の宮きゆう龍りゆう山さん脈みやくのふたつ。

　その間にできた山峡に砦はあり、人の行き来はここしかないという設定となっている。

　大陸マップで山越えは可能なのだが、それには困難が伴った。

「現時点で山脈越えは死人前提のルートだ。山を登れば巨大な龍が大量に襲ってくるぞ」

「……あれか」

『ＬｏＲ』でも僅かに出ていたから、思い出したのだろう。滝脇が顰しかめっ面つらになった。

　ゲームにおけるドラゴンは、マス目を正方形の四マス、あるいは九マスを占有する巨大ユニットだ。攻撃できる箇所が増えるが、その強さは人間ユニットを大きく上回る。

「今回は安全策で行こう。それに今後を考えれば楓は連邦から帝国に戻ってくる時じゃなくて、ここで仲間にしておきたい。九鬼と税所の守備力の伸びがあまりよくないしな」

「伸びないっすねぇ……」「頑張ってはいるんだってー」

　九鬼と税所が少し申し訳なさそうにする。今、前線を支えているのは彼女たちふたりだ。だが、レベルアップを重ねているものの、守備力の上がりが期待値からすると低い。特に九鬼はレベル10だが、初期値から守備力が一切動いていなかった。

「いや、プレイした時によって成長も偏かたよる。ふたりに責任はない。言い方が悪かった」

「いいって。わかってるっすから」「いい武器も使わせてもらえてるしねー」

　成長値はある程度、ユニットによって傾向が出る。

　レベルアップする度に判定を行い、ユニットに定められた値を、乱数──プログラムが無作為に抽出した０から１００までの数値が超えればステータスが上がる。

　０から50なら±０。51から90なら＋１。91から１００なら＋２といったように設定されており、乱数がその設定された数値に応じて、上がるステータスが決まる仕様だ。

　だが、乱数というのは偏る。どんなプログラムコードでも、逃れることは叶かなわない。

　それこそ80パーセントでステータスが１上がる設定でも、レベル10を超えるまで１も上がらなかったというケースもままあった。前回上がらなかったからといって、バランスを取ってくれるようなプログラムは組まれていない。

　１００パーセントと０パーセント以外は信用するな。

　その至言は、こういったレベルアップにおいても同様だ。

「その分、九く鬼きは力が、税ぜい所しよは速さが伸びてる。そっちを活いかして戦術を練っていこう」

　そして、帝たい輝きは地図を丸めてエリスに手渡した。

「当面は鳥とり居い捜しをする。ただ、あと八日もすれば、楓かえでの部隊が砦とりでから動き出す」

　楓が演じるキャラクターは、かつて共に帝国のために戦った主人公たちと敵対したくないと思っている。主人公たちに何か事情があるはずだ、と察しているのだ。

　そのために主人公を積極的に狙ねらわずに砦に留とどまっているわけだが、ある日数が経たつと帝国からの密使が来て、主人公の排除が命令されるのだ。そして、望まず動くことになる。

「接触した時に鳥居がいなければ、もう楓を仲間にできなくなる」

「……そうなったら、もうロード。ここからはリアルラック」

　真ま桜おが言うと、クラスメイトたちが複ふく雑ざつな表情となった。

　しかし、どれだけ難しかろうと、今は前に進むしかない。

「怜れ王おや君きみ尋ひろには事情を伝えておくさ。今は鳥居を捜そう」

　そして、帝輝たちは街の外に出て、他の街に向かった。




　戻りながら幾つかの街を巡っていたが、鳥居は見つからなかった。

「ったく。亞あ弓ゆみってばどこにいるってのよ。街の中で尋ねてみたけど、見てないって」

　街中には情報屋が設置されており、仲間にしたい相手が近くにいればいる場所を教えてくれるシステムがある。だが、そちらにある情報も芳かんばしくない。

「まあ、街の情報には期待できないかなぁ……」

　刻一刻と日数が減っていき、そして──十六日目、エリスが報告してくる。

「帝輝様。帝国からの密使が、砦の中に入ったそうです」

「どうする、リーダー。動いちまったぞ。藤ふじ枝えだの奴やつ、弁当でも食ってればいいのに……」

　滝たき脇わきが決断を迫った。

　意味のない決断はできない。何かしら得るものがなければ、ロードが無駄になるだけだ。

「ギリギリまで粘る。楓かえでの部隊から離れつつ、後退しながら途上にある街で鳥とり居いを捜そう。接触されたら怜れ王おと君きみ尋ひろには事情を話して、一いつ旦たん、予習してロードする」

「了解。今回はクラスメイトの死亡以外でもロードが必要になるって厳しいな……」

「フラグの積み重ねと運が必要だからな……。エリス、怜王と君尋にも伝えてくれ」

　帝たい輝きたちは敵軍を避けながら街を巡る。しかし、やはり鳥居が見つかることはなかった。

「入れ違いなのかもしれないが、広大な大陸で人ひとりを見つけるのは、やっぱ難しいな」

　次の街でも、鳥居の情報を集めたものの進展はない。

　そして、少しして「帝国国境隊、重装連隊が来たぞ！」と、街中の人間が叫び始めた。

　それと同時に街の入り口に楓の軍が現れ、機敏な動きで入り口を封じるようにして並び始めている。帝輝たちも招集をかけて、戦せん闘とうの準備を始めた。

「よ、予習って言っても、ど、どうするんだっけ？」

　梨り夢むが焦ったように帝輝を見る。

「敵の配置は説明しただろ!?　前列に楓がいる。その隣には楓と同じホプリテスが並んで、後衛にはマジシャンやアーチャーがいる！　その後衛部隊だけを倒す必要があるんだ」

「そ、そうだった！」

　国境部隊といっても、ストーリー上、その指揮系統はバラバラだ。ゲーム上では帝国内の王族の権力争いの結果、ふたつの部隊が駐留している。楓たち前列部隊はやむなく戦い、後列部隊は完全に主人公たちを敵と見み做なして襲いかかってくる。

　ただ、再三帝輝が言っているとおり、楓の部隊には交渉の余地が残されていた。

　それがかつての戦いで共に戦った梨夢たちの説得だ。

　ただし、彼らが揃そろっていても、楓たちの部隊を傷付けてしまうと失敗となる。『躊ちゆう躇ちよなく傷付けるとは、貴方あなたは変わられた』と、会話すら拒絶されてしまうようになるからだ。

「しかし、これは厳しいな……」

　帝輝は顰しかめっ面つらをして独りごちた。今回は街中に攻め込まれたパターンだが、逆に主人公が砦とりでに攻め込んだ場合、楓たちは砦の外に出て主人公たちを殲せん滅めつしようとしてくる。

　それであれば問題はなかった。楓たち前衛を誘導しながら、別働隊を指揮して後衛を襲えばいい。ただ、こういった狭い街中ではそれが難しかった。

　各ユニットが動きづらい上に、ホプリテスにはユニットギフトの〈ゾーン〉がある。

　狭い街中のような場所だと、ゾーンは特に有用なギフトだ。彼らと擦れ違うことができず、背後を衝つけなくなる。楓を仲間にするためには後方の部隊から倒す必要があるのに、この街はそれを難しくしていた。やるとすれば大きく迂う回かいするしかない。

「これだと予習する意味がなかったかもしれないな……」

　街中で攻められる形と、砦に攻め込む形ではまるで戦術が変わってくる。帝輝は、せめて敵の強さや戦術を少しでも皆が覚えてくれれば、と願うばかりだった。

「楓！」

　戦端が開かれ、同時に梨り夢むが単騎で突撃。前列部隊の中央にいる藤ふじ枝えだ楓かえでに向けて叫ぶ。

　梨夢が向かっている楓は以前と同じ、その身体からだに不釣り合いな巨大な鎧よろいを着て、上半身を覆うほどの大きな盾たてを左手に装備している。敵を示す赤が装備には刻まれていた。

　他のホプリテスに比べて頭ふたつほど小さかったが、ステータスは彼らの中で一番高い。現時点で帝たい輝きの部隊にいても、他のクラスメイトたちと比べてまったく遜そん色しよくがなかった。

　顔は見えており、その短いふわふわした蜂蜜色のツインテールも見えている。

「………」

　ただ、以前の鹿か野のと同じようにその顔は無表情で、目には生気が感じられなかった。

　敵ユニットになっている者の特徴で、まったく興味がなさそうにこちらを見据えている。クラスメイトを見る目ではない。ましてや友人を見る目では絶対になかった。

「さっさと目を覚ましなさいよ、楓！」

　そんな楓の目を見て、梨夢が必死に声を荒らげる。そんな梨夢の無謀とも言える突貫に、帝輝は慌てた。遠距離ユニットが単騎でホプリテスへ向かうなど自殺行為もいいところだ。

「こっから叫んでも無駄だ！　やるなら、全員が揃そろってからでないと──」

「うっさい！　楓、早く戻りなさいよ！　あたしの言うことが聞けないの!?」

　梨夢は帝輝の忠告を無視して訴える。だが、それでもやはり楓に反応はない。

　ただただ、少しずつ間を詰めるように彼らは一歩一歩前進してくるだけだ。

「梨夢っち。やっぱ無理っすよ！」「楓は梨夢を無視してるわけじゃないしー！」

　九く鬼きと税ぜい所しよが、窘たしなめるようにして梨夢を後ろへと下がらせようとする。

　だが、梨夢は決してその場から退こうとしなかった。

「わかってるわよ……！　でも……。なんで、なんで、あいつは敵なんてやってるのよ！」

　諦あきらめきれないようだが、それでも楓が敵であるという事実は変わらない。条件を整えなければ、楓は仲間になってくれないのだ。そこには感情による奇き蹟せきの目覚めなどはない。

「……ロードするぞ」

　帝輝はやむなく怜れ王おと君きみ尋ひろに伝えてロードを行った。




「前回とは違うルートで鳥とり居いを捜そう」

　ロード後、すぐに大陸マップを巡回して、帝輝たちは鳥居を捜していた。

　ただ、周辺を回っている敵には極力接触せずに。今は怜王が難易度の高いポイントを攻略しているため、帝輝たちは無駄を避けるべく、戦せん闘とうをせず探索に力を注いでいた。

「帝輝様。怜王様からロード要請です」

「失敗したか。あいつのあの場所にいるユニットを仲間にするのも難しいしな……」

　帝輝はクラスメイトたちに伝えてからロードを行った。

「エリス。怜王とは近いし、必要があれば救きゆう援えんに行くって伝えてくれ」

「了解しました。……怜王様からは必要ないと。凡ミスだから次は大丈夫だそうです。むしろ、オレがお前を助けてやるよ……と返ってきました」

「いざという時は頼むと伝えてくれ。……これでロードはあと七回か。気をつけないと」

　すぐに帝たい輝きたちは鳥とり居い捜しを再開。情報が手に入らなかったため、ルートを変更する。

「……手分けして捜せればいいのにね」

　真ま桜おがぼそっとそんなことを呟つぶやいた。

「俺たちの部隊は分けられないし、分けられても連絡が取れないからな……。怜れ王おと君きみ尋ひろにも聞いてるけど、向こうは向こうで苦しんでるっぽいし、そんなに頼れない」

「……行ける場所が限定されるとはいえ、ポイントが多過ぎだと思う」

　本来は乱数で表現されるものが、人の意志に成り代わったことで問題は混迷を極めた。

　ゲーム上では情報を集めつつ進んでいれば、全員を仲間にできる。乱数が関わっても、そこには確率を上げる確固とした攻略法があるのだ。時間がかかるだけである。

　帝輝は次に巡るべき街を考えていると、怜王からポイントを攻略した旨が伝えられた。

　続けてセーブを行い、次の街で情報収集をしていると、

「ちょっと、リーダー！　やっと見つけたって！」

　梨り夢むたちが小走りで帝輝たちに駆け寄ってくる。ようやくの朗報だった。

「見つけたのか？」

「本人じゃないし、見つけたのは情報だけどね。情報屋から聞けたよ」

「ようやくシステムでの感知に引っかかったか。充分だ。どんな情報だ」

　すると、梨夢が気まずそうな顔になった。九く鬼きと税ぜい所しよも乾いた笑いを浮かべている。

「どうも亞あ弓ゆみってば、保ほ科しなと一緒に行動してるっぽいのよね。水み無な瀬せも一緒みたい」

「……マジで？」

　前回の『ＬｏＲ』の世界では鳥居亞弓が戦せん闘とう不能になった際、その間に彼女の想おもい人である保科が水無瀬に告白され、それを受けていた。死んでからロードされるまでには、記憶の空白が生まれる。その期間に、保科と水無瀬が恋人になってしまったのだ。

「どんな経緯で三人一緒になったんだ？」

「たぶん、亞弓がひとりでいるところを保科が見つけたんじゃないの？　保科の奴やつ、相当女にだらしないし、格好つけだし……。ふたりを愛してるんだとか、平気で言いそう」

　友人の鳥居を弄もてあそばれているようで気にくわないのか、梨夢の保科に対する評価は辛しん辣らつだ。帝輝は保科とあまり話したことはないが、爽さわやかスポーツマンという印象が崩れていく。

「向こうは向こうでこっちを捜してるっぽいんだけど、完全に入れ違いになってるわね」

「了解。どっちに向かったかはわかるか？」

「大きな街の情報を聞いてたらしいから、そっちじゃない？」

「この周辺で大きな街って言うと、南のフェリードしかない。なるほど、完全にタイミングが違ってたな。よし、すぐに向かおう」

　そして、帝輝たちは準備を整えて、全員で南へと向かう。その途上、十六日目。

「帝輝様。帝国からの密使が、砦とりでの中に入ったそうです」

　エリスから恒例の情報が伝えられる。

「時間が経たつの早いな。早く合流しないと」

　帝たい輝きの中に焦りが募る。まだ序じよ盤ばんだというのに、ロードが三回も使われているのだ。

「鳥とり居いと合流すれば、クリアできるんだよな？」

「ああ。少なくともクリアできる状況は作れる」

　滝たき脇わきの質問に答えた帝輝だったが、一いち抹まつの不安は残った。

「ただ、準備の時間がなさ過ぎる。タイミング的には鳥居たちと接触して即座に戦せん闘とうだ」

「ああ、そうか……。今から向かう街、国境に近過ぎるもんな」

「楓かえでたちの軍が来る間に、どうにかして鳥居と合流したいところだ」

「そうだな……」

「やっぱり、砦とりでに攻め入る形で行きたかった。街中で戦うのは不利過ぎるし、不確定要素も多過ぎる。状況的にはクリアできるんだが、鳥居と合流してから説明をして、楓を仲間にする準備をしながら敵を叩たたくのは難しいかもしれない」

　ただ、今はできる限りの準備をしておくだけだ。それから、帝輝たちは街へと入る。

「ようやく着いた！　エリス、敵は？」

「たった今、反対側に着陣しました」

　予想通り楓の軍との同時到着。街の南西側に帝輝たちが、北東側に楓たちの敵軍が並ぶ。

「全員ふたり一組になって、鳥居たちを捜してくれ。鳥居を見つけるのを最優先！　鳥居を見つけたら、彼らのこれまでの行動を悉つぶさに聞くこと！　その上で彼女に楓を仲間にするための条件を伝えてくれ。当事者たちの合流ポイントは、前まえ以もつて伝えてある通りだ！」

　帝輝ひとりが囮おとりとなって敵軍を誘導しつつ、他のクラスメイトには鳥居を捜してもらうことになる。指定したポイントは楓を仲間にするために最もいい場所だ。

「シミュレーション・エントランス！」

　そして、帝輝の指示通りにクラスメイトたちは散っていった。

　不似合いな分厚い鎧よろいを着込んだ楓を前に、帝輝は仁王立ちする。

　そんな敵軍から浮いた可愛かわいらしい楓を見て、ふと思う。

「……未いまだに楓をホプリテスにした凰おう楽らの意図はよくわからないんだよな」

　クラスメイトたちは、それぞれの部活に即したものだったり、キャラに即したものだったりとシンクロニシティが高い。椿姫つばきのワルキューレ、梨り夢むのアーチャーや、鹿か野ののバードナイト、正おお親ぎ町まちのお嬢様設定など、納得できる割り当てが行われている。

　そのことを指摘もした帝輝だったが、楓だけは不明なままだ。暗算の天才だから、ダメージを負う機会の多い楓を指名した？　しかし、いくら考えても答えは出ない。

「………」

　そして、考える暇もなくなってきた。少しずつ敵である楓が帝輝に迫る。

「考えても仕方ない。楓。お前を必ず仲間にしてやる。お前がいなきゃ、始まらないんだ」

　帝輝が丸腰のまま構えると、楓たちホプリテスが突撃してくる。

　帝輝は敵ユニットに囲まれないように躱かわしながら、反撃だけはしなかった。反撃してしまえばダメージを負わせてしまう。それゆえ、武器を持たずに誘導した。

　今の帝たい輝きであれば、ホプリテスの斧おのを喰くらってもダメージはたかが知れている。

　しかし、レベル最大と言っても、すでにノーダメージで済ませられる相手ではない。腐っても帝国軍の精鋭なのだ。少なくとも攻撃手段を奪われた上で、十数人に攻撃されて、ずっと生き残れるほど安全ではない。囲まれれば動けなくなり、緩慢な死が忍び寄る。

「………」

　楓かえでが手に持った斧を無言で振りかぶった。

『帝輝。相手が攻撃してきた時、見るべきは相手の武器じゃなくて、左手、左足、左腰と視線。最短距離で打ち抜いてくる場合、狙ねらい所がわかれば軌道がわかるでしょ？　あとは軌道を避けるように身体からだを動かすだけ。武器の長さ？　見て覚えればできるじゃない』

　一緒に剣道をやってた時に語った椿姫つばきの言葉だ。

「簡単に無む茶ちやを言うよな、あいつ……！」

　帝輝としては未いまだに信じられないが、あれでも県下、いや全国有数の女剣道家なのだから恐れ入る。未だに普段の椿姫と剣道をしている時の椿姫は別人ではないかという考えが浮かぶほどだ。小学生の頃まではまだ帝輝も戦えていたが、中学に入って以降、彼女はその才能を他者の追随を許さないほど開花させていった。

　そして、著名人曰いわく、未だに七分咲き程度だというのだから感服するほかない。身体がまだ完成しておらず、椿姫自身がイメージしている動きについていけていないらしい。そして、イメージ通りに動けるであろう日は、大学に入ってからだろうとも言われている。

　そんな椿姫の助言を思い出しながら、楓の攻撃を帝輝は躱かわし続けた。決められたモーション通りとはいえ、他のユニットの攻撃も避よけ続けなければならないことに気を遣う。

「くっ……！」

　立ち止まれば囲まれる。そうなれば脱出する手段がない。傷付けてしまえば楓は仲間にできない上に、離れ過ぎてしまえば誘導できない。薄氷のような綱渡りを強いられている。

　だが、それもあと少し。街の外周を回りながら、最後の角を曲がったところで梨り夢むたちがいれば成功ということになる。そこが当事者たちの合流ポイントだ。

「いてくれよっ！」

　四人がいてくれることを祈りながら帝輝は、最後の曲がり角を曲がる。

　そこに梨夢たちは──いなかった。

「……失敗、か」

　指先がロードの準備をしようとして、しかし、乱雑な足音が聞こえてくる。

「早く！　こっち！」「急いで、亞あ弓ゆみっち！」「早く早く！　休んでないで！」

　梨夢たちの声だった。

「も、もう、何が何だか。忙し過ぎるわよ！　休ませてー！」

　鳥とり居いの声も聞こえてくる。無事に合流できたらしい。保ほ科しなと水み無な瀬せの姿も見えた。

「リーダー！　準備は整った！　こっちへ来い！」

　指揮を執る滝たき脇わきに誘導され、帝たい輝きはすぐに味方ユニットたちの中へと飛び込んだ。

　条件はすべて整っている。あとは楓かえでを仲間にする他の条件を整えるだけ。

　だが──合流が若干遅かった。味方は陣形を上う手まく整えられていない。急場しのぎのような形だった。これでは説得に行くユニットが後列のユニットに倒されてしまう。

　楓と梨り夢むたちが近過ぎるのだ。すでに後衛の敵は、こちらを攻撃射程範囲に収めている。

「魔法と矢が来るぞ！　避よけられるなら、避けて粘ってくれ！」

　その攻撃が梨夢たちに降り注ぎ、そのＨＰヒツトポイントを減らしていった。幾つかは躱かわしたが、それでも無視できる数値ではない。楓を説得するべき者たちは揃そろって瀕ひん死しにされてしまった。

「ほんっと……いい加減にしなさいよ、楓！　止まれ！　止まりなさい！」

　梨夢が複ふく雑ざつそうな表情で強く語りかける。それに楓は耳を貸さず、容赦なく梨夢へと攻撃した。楓の攻撃は梨夢へと直撃。命中判定でも躱すことができずダメージを負う。

「アーチャーのお前が前線に出てどうするんだ！　まずは九く鬼きと税ぜい所しよに任せろ！」

「わ、わかってるわよ！」

　瀕死の梨夢に対して、楓が再びその手に持った巨大な斧おのを振りかぶる。

　あの体勢では躱せない。命中判定でミスすることを祈るしかなかった。

「……ああっ！　か、楓……なんでよぉ！」

　容赦なく楓の斧が梨夢に当たる。そのダメージは梨夢を死に至らせた。

　梨夢の身体からだが消える。消える間際の表情は怒りではなく、深い悲しみが占めていた。

「くっ……！　誰か、鳥とり居いたちのこれまでの行動は全部聞いてるか？」

「大丈夫っすよ、リーダー。時間から街、ルートまで全部聞いたっす！」

　九鬼の言葉を聞いて、帝輝はすぐにロードの準備を始める。エリスに怜れ王おと君きみ尋ひろへの言こと伝づてを頼んでから、急ぎ、ロード画面を開いた。

「鳥居、保ほ科しな、水み無な瀬せ！　まだ正式に仲間になってないから記憶が保持されない！　だけど、ロードしたらすぐに迎えに行く！」

　宣言するように叫び、帝輝はセーブスロットを指で押す。再び帝輝たちは巻き戻った。




　再びセーブしてあった時への状態へ戻る。ロードしても仲間だった者の記憶が残るのは変わらない。梨夢は先程殺されてしまったショックからか、放心状態になっていた。彼女を九鬼と税所に任せて、帝輝は滝脇へと駆け寄る。

「急ぐぞ、滝脇。やるべきことは決まっている。この時点であの三人はどこにいる？」

「さっき行った南の街から西側の村って言ってた」

「完全に入れ違いだったのか。運がない……。今すぐに行こう」

　鳥居たちがいるという村へ、ルートを進み、急ぎ向かう。

　心の中で急げと念じるものの、馬車がそれで速くなるわけではない。気だけが逸はやる。

「着いた！　いるいる！　亞あ弓ゆみっちたちがいるっすよー！」

　辿たどり着つくと、今まさに鳥居たちが村を出ようとするところだった。保科と水無瀬もいる。

「あれ、リーダー。梨り夢むもいるし、税ぜい所しよも、九く鬼きも？」「リーダーか。よかったー。鳥とり居いに水み無な瀬せ、これで安全だぞ」「あー、よかった……」

　鳥居たちがクラスメイトたちを見て、驚き半分安心半分といった表情を浮かべる。間一髪で合流に間に合ったらしい。すぐに行動したおかげで、鳥居たちと無事に合流した。

「……いや、水無瀬とは最初から一緒だったんだよ。で、途中の街で鳥居に会ってさ。あんなことがあったけど、さすがに独りの鳥居をほっとけなかったし、でも水無瀬を見捨てるわけにもいかないじゃん？　だったらふたり連れていくしかないわけで……」

　言い訳じみた保ほ科しなの弁だ。水無瀬と鳥居からは、妙にむすっとした視線を向けられていた。やむを得ない状態だったとはいえ、優柔不断な態度がかんに障るらしい。

「ところで、三人とも俺たちがさっき合流したことは覚えているか？」

「え、いや。何それ？」「夢の話か何か？」「知らないよ？」

　そう帝たい輝きが尋ねると、三人はそれぞれ首を振る。やはり正式に仲間にならないと記憶は保持されないようで、彼らはロード前に合流したことを覚えていなかった。

「わかった。とにかく急ごう。早くしないと楓かえでが動き出す。砦とりでで決着をつけるぞ」

　帝輝たちはすぐに馬車で村を発たつ。もうこの村に用はない。集めるべき仲間はすべて集めた。今度こそ楓を仲間にするために、帝輝たちは彼女の待つ国境の砦へと向かった。

「……はぁ」

　ところがである。未いまだに梨夢が放心状態から回復していない。顔色もすぐれず、俯うつむき気味だ。何を言っても「うん……」としか言わなくなっている。

「どうしたんだ……？」

　馬車へ一緒に乗り込んでいた九鬼に尋ねると、複ふく雑ざつそうな表情になった。

「あー。さっきのことでショック受けてんすよ」

　どうやら先程、楓が梨夢を認識せずに、容赦なく攻撃してきたことが堪こたえたらしい。

「きっと、キツく当たってた罰なんだ……」

　梨夢は顔を俯かせて、そんな独り言をブツブツ言って落ち込んでいる。

「だから、執しつ拗ようだったのはＡＩが守備力の低い相手を狙ねらっただけだろ」

「亞あ弓ゆみだって同じアーチャーだし、守備力低いでしょ!?　あたしの方だけに来たもの！」

「ＨＰヒツトポイントはお前の方が低い。殺せる相手の方を容赦なく攻撃しに行くのがこのゲームだ」

「楓はそんな陰いん険けんな真ま似ねしないわよ！　何言ってるの!?」

「いや、だから今の楓は、楓じゃないんだって！」

「わかってるわよ！　もう！」

　梨夢はイライラしながらその髪を掻かき始める。

「梨夢ー、それ頭皮荒れるしー」

　税所が心配して声をかけるが、まったく聞いていなかった。

　梨夢の言動に帝輝も呆あきれ、険のある顔になる。梨夢に勝手な行動をされては困るのだ。

「仲間になればすぐにいつもの楓に戻る。それまで気持ちを抑えてくれよ」

「だーかーらー！　わかってるって言ってるでしょ！」

「いや、単騎で突撃しそうだから言ってる。お前が真っ先に話しかける必要はないし、むしろ状況を考えれば、前衛ユニットの九く鬼きと税ぜい所しよが話しかけて、それから──」

　梨り夢むの表情が険悪なものに変わり、場の雰囲気は明らかに悪くなってしまう。

　梨夢がぶちキレそうになる寸前──いきなりぐいっと強い力で袖そでを引っ張られた。

　梨夢への説明が中断され、ずんずんと荷台の隅に引っ張られていく。

「ど、どうしたんだ、紗さ蘭らん」

　帝たい輝きを梨夢から引き離したのは紗蘭だった。その表情は不機嫌で、頬ほおを大きく膨ふくらませている。まるで餌えさを頬ほお張ばったハムスターのようだった。

「お兄ちゃん、めっ、だよ」

　人差し指を立てて、まるでいけないことをした生徒を叱しかるような仕草をする。

　だが、帝輝にはなぜ紗蘭が怒っているのか、わかっていなかった。

「お兄ちゃん、彼女だってちゃんとわかってるんだよ」

「確かにわかってるとは言ってたけど……」

「うん。ただ、親友の子が敵になっててナイーブになってるの。わたしだって、椿姫つばきちゃんが敵になって襲いかかってくることを考えると……怖いもん」

　そう言われて、ようやく帝輝は気付く。効率を重視し過ぎて、二度の失敗で視し野や狭きよう窄さくに陥っていたことを自覚する。効率的だからと、感情を切り離せれば苦労はない。ＨＰヒツトポイントが少ない時に、計算式で死なないから、と言われても恐怖が消えるわけではないのだ。













　帝たい輝きはガツンと、頭を殴られたような錯覚に陥った。

「そう、だよな。正論を言っても意味がないんだ。気持ちが抑えられないわけだし」

「反省しなきゃダメだよ、お兄ちゃん」

「ああ、悪い。あとであいつには謝らなきゃな」

「うん。わかってくれたならいいんだ。いい子いい子～」

　突然、紗さ蘭らんが背伸びをして手を伸ばし、帝輝の頭を撫なでる。

「い、いきなり何を……」

「いいことしたら褒めないと。お兄ちゃんにはそういうことしてあげる人がいないから」

「く、くすぐったいからやめろって」

　そんなやり取りをしていると、九く鬼きと税ぜい所しよ、鳥とり居いの三人に見られていた。

　ふたりを見て「うわ……」と引ひき攣つった顔をする。

「い、いや。勘違いするなよ!?」

「何かのプレイ……？」

　慌てて紗蘭の手から逃れて言い訳を試みるが、まったく信用してもらえなかった。

　どうにか落ち着いたところで、鳥居が用件を切り出す。

「悪いね、リーダー。梨り夢むのこと、気を遣わせちゃってさ」

「いや、俺こそ悪かった。ちょっと言い方にデリカシーがなかったよ。……でも、そこまで後悔するなら普段から楓かえでにあんなにキツく当たらなきゃいいのに、と思うけど」

　すると、三人は揃そろって小さく笑う。

「リーダーは誤解してるかもだけど、あれはあれで梨夢のスキンシップなんすよ」

「梨夢はまあ、プライド高いけど、面倒見もいいし」

「楓も楓で、別に文句は言わないしね。あの子、弄いじられる方が好きみたいだし」

「弄られるのが好きって……」

　それはそれで大丈夫なのか、と帝輝は思ってしまう。

　そして、鳥居はさらに梨夢をフォローするように庇かばった。

「行き過ぎればイジメになるし、それは梨夢も気を遣ってたんだよ。この前の世界では少し行き過ぎちゃったかもしれないけどさ」

「それにあたし、サシで楓と話したけど、楓がイジメと思ってないんすよね。楓も楓でちゃんと梨夢のことわかってるっすよ」

「それに前に荒れてたのは、嫉しつ妬ととかだしねー。あとは自分が代われたらって感じ？　楓は守備力高いけど、その分攻撃を受ける回数が一番多いしー。梨夢は楓に何かあったらいつも矢面に立ってたしー。それができないから不ふ甲が斐いないって感じて不機嫌なんだよね」

　九鬼と税所もそれぞれ、梨夢のことをわかっているように語る。

「次はしっかりとやるからさ。リーダーも梨夢のことを見守っててよね。温かい目でさ」

「そーそー。心配しても無駄っすよ」「テキトーで大丈夫だしー」

　軽過ぎやしないかと思ったが、それでも帝たい輝きよりかは彼女たちの方が梨り夢むのことを知っているだろう。彼女たちを信用し、帝輝たちは梨夢の傍そばに戻った。

　ただ、未いまだに梨夢は深々と溜ため息いきを吐ついている。

　帝輝は梨夢に近づいて頭を下げた。梨夢は何事かと目を見開いている。

「悪かった。お前の気持ちも考えずに、詰きつ問もんするような真ま似ねをしたことを謝る」

「……戻ってきたんだ。別にいいわよ。あたしがウザくなってるのは自覚してるし」

　そして、また梨夢は真一文字に口を結んで唸うなっている。

「前回、やり過ぎちゃったしなぁ……。何であんなこと言っちゃったんだろ」

「まあ、なんつーか。大丈夫じゃないか？」

「何でそんなこと言えるのよ」

「簡単に言えば、楓かえでは根に持つような女の子じゃないから」

　すると、梨夢は「そうよね」と小さく呟つぶやく。

「そんなのそっちだって知ってるだろ？」

「し、知ってるわよ！　当たり前じゃない。あたしが一番よーく知ってるわ」

「それでも自分が許せないなら、彼女に一刻も早く仲間に戻ってもらって謝ればいいさ。次は俺の主導で先手を打てる。確実に彼女を仲間にするぞ」

「あんたってば、ウザいぐらい世話焼きね。わかったわよ、やらせてもらいますわよ」

「言葉遣い変になってるぞ」

「うっさい！　つか、変な指揮をして楓を仲間にできなかったら承知しないからね！」

「条件が整った上に、保ほ科しなまでいるならもう負ける要素はない」

　帝輝は珍しく、自信満々に言い切った。

「どうせまた、予定外の敵でもいるんじゃないの？」

「縁起でもないこと言うなよ……」

　毎回、ゲームにはない出来事に悩まされている帝輝としては、耳に痛い言葉だった。




「さあ、行くぞ！　シミュレーション・エントランス！」

　そして、帝輝たちは楓のいる砦とりでのポイントへと侵入する。砦を守るように楓たちホプリテスらが配置され、その後ろにはアーチャーやマジシャンなどの後衛ユニットが並んだ。

「来たわね……！」

　梨夢が楓を見て、その表情を引き締める。楓を仲間にするためには、梨夢、鳥とり居い、税ぜい所しよ、九く鬼きらが話しかければいい。問題はそのために後列のアーチャーやマジシャンを倒しておかなければ、話しかけている間にダメージを負い、瞬またたく間まに殺されてしまうということだ。

　だが、後衛ユニットを倒そうにも、楓らをはじめとしたホプリテスが邪魔になる。かといって前衛を抜けようとして楓以外のホプリテスを倒してしまっても駄目だ。

　楓のキャラクターは主人公に失望し、もう二度と仲間になることはない。並んでいるホプリテスらは楓のキャラのかけがえのない部下だからだ。

　そのため、ホプリテスを〈ゾーン〉ギフトの効果が薄くなる広い平原に誘おびき出だしてから、回り込んでアーチャーやマジシャンを倒すのがもっとも効率的だ。

「まあ、今回は真っ当に戦う必要はないからな。保ほ科しな、頼んだ」

「了解。一応、聞いておくけど扱い方は前と変わらないよな？」

「まったく変わらない。むしろ、『ＬｏＲ２』では優遇されてる」

　帝たい輝きが促すと、保科は木組みの複ふく雑ざつな構造をした代物を、順を追って変形させ始めた。彼が組み立てているのは、車輪のついた可動式のトレビュシェット。投石機である。

　本来、梨り夢むや鳥とり居いらアーチャー、マジシャンによる魔法の攻撃範囲は、ゲーム上であれば２マス先までである。梨夢が放つ矢もそれに準じた距離を飛んでいた。

　だが、保科のトレビュシェットは、さらに上を行く。10マス先まで攻撃できる超遠距離攻撃ユニットだ。移動が遅い、攻撃するのに組み立てというターン──ここでは時間を必要とする、近づかれたら脆もろい、命中率も悪い等といったデメリットはあるものの、それを補って余りある、敵の移動範囲外から攻撃できるメリットは他では代替不可能だった。

　事実、保科がいる場所は、帝輝の近くと戦場からかなり遠い。

「組み立ては終了したな。さあ、どんどん撃て！」

「ラジャー！　俺の『神の杖ケリユケイオン』からは逃れられないぜ！」

　保科はこれでもバスケ部で全国有数のスリーポイントシューターだ。相手に邪魔さえされなければ、コート上のどこからでも決めると対戦相手に恐れられているという。

　特筆すべき彼の力は『空間把握能力』と、『筋出力と滞空距離に対する鋭敏な感覚』だ。感覚ですべてを行える。それが彼をトレビュシェットとしても支える力だ。

「それで、バスケ部時代についた二つ名が、どこからでも攻撃できるっていう、仮想宇宙兵器『神の杖ケリユケイオン』なんだって。よく知らないけど」

　彼の恋人の水み無な瀬せから聞いた話だが、実際に保科は次々と後衛ユニットを倒していく。

　そして、後衛ユニットをあらかた倒せば、楓かえでを仲間にする準備は万端だ。

　もう彼女を仲間にするために、邪魔をする者は誰もいない。

「リーダー！　後ろから変なの来たよッ！」

　クリアを許さないとばかりに、哨しよう戒かいに出ていた鹿か野のが慌てたように飛んでくる。

「なんか、この前出てきた虚きよ数すうなんとか！　六体もいるよ！」

　帝輝としても胆が冷える数字だった。

　如い何かにレベルマックスといえど、あのユニットを六体相手にするのは分が悪過ぎる。

　しかし、自分以外に相手にできる者がいないのだから、帝輝が出張るしかなかった。

「ちょっと！　だったら、あたしらも囮おとりになってやるわよ！　あたしらだって強くなって一撃じゃ死なないだろうし、その方が確実でしょ！」

　確かに梨夢のその提案はありがたいし、実際に彼女たちがいれば頼りになるだろう。

　しかし、彼女たちが優先するべきはそちらではない。

「今は楓を仲間にする方を優先してくれ！」

　楓かえでを仲間にすれば、楓の仲間のホプリテスもＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターとして、このマップだけ一時的だが力を貸してくれる。順番的には楓を仲間にすることを先にした方がいいのだ。

「で、でも！」

「ずっと謝りたかったんだろ？　だったら早く行って謝ってこい。俺の援護はそれからでいい！　滝たき脇わき、ここは頼んだ！　保ほ科しなには休ませずにガンガン後列を攻撃させてくれ！」

　帝たい輝きは楓たちへの対処を滝脇に任せて、虚きよ数すうユニットへと視線を向ける。

「真ま桜お、一緒に来てくれ。強化系の魔法でサポートを頼む！」

「……了解、マスター。任せて」

　そして、仲間たちを守るべく帝輝は真桜を引き連れて走り出した。





　　　　◆






　帝輝が後方へ向かい、梨り夢むたちは前線に残される。

　ナイトの九く鬼きと税ぜい所しよが前、アーチャーの梨夢と鳥とり居いが後ろだ。

「い、行くわよ！　三人とも、準備はいい!?」

　梨夢が号令をかけると、九鬼と税所が楓へ肉薄する。

「楓っち！　早くこっちに戻ってきてよ！」「楓いないと梨夢の精神が不安定だしー」

　しかし、まだ楓には何の反応もない。彼女は斧おのを振り上げ、税所へ攻撃を加えた。

　税所はそれをかろうじて避よけて、すぐに後退する。楓から離れ、梨夢の下へと戻った。

「あとは梨夢っちと亞あ弓ゆみっちね」

「りょ、了解……」「うん、行ってくる」

　近寄って話しかければいい。そんな簡単なことではあるが、一瞬の迷いや怖おそれが命取りになる。後衛ユニットもまだすべて片付いているわけではなかった。

　九鬼と税所は、そこまで気を遣わなくても問題はない。ふたりは馬に騎乗するナイトであり、守備力も普通だ。楓たちの一撃が重いとはいえ、喰くらっても数回は耐えられる。

　だが、後衛ユニットのアーチャーであるふたりは守備力が低く、タイミングはシビアだ。二回も攻撃を喰らえば死ぬ。喰らった場合、命中判定で躱かわすことを祈るしかない。

　分が悪いからこそ、緻ち密みつに動く必要があった。

「今っ」

　鳥居は楓が一度足を止めたのを見計らって間合いを詰める。

「楓。やっぱり、あんたがいないと何か足らないんだよ。早く、戻って！」

　鳥居は楓に近づいて訴えるように声をかけた。それから楓が斧を振りかぶる前に後退し、楓の斧は空を切る。何の文句もない完璧な挙きよ動どうだった。

「あとは梨夢だけだから。しっかりね」

　擦れ違いざまに鳥居は、梨夢の肩を叩たたいてそんな言葉をかける。

　鳥居の言う通り、梨夢が話しかければいいだけだ。

「………」

　しかし、その梨り夢むの足が動かない。その隙すきを狙ねらい、楓かえでは容赦なく梨夢へ攻撃を加えた。

　楓と梨夢のステータスから合算した命中率は79パーセント。運よく命中判定でミスとなり、ダメージこそ負わなかったが、危険な状況には変わりがなかった。

　何も言えない。口が開けない。いつもなら簡単に言えるような言葉が、口を縫いつけられているかのように出てこなかった。

　もし、自分が話しかけて楓が元に戻らなかったら？

　自分が原因で楓がこのままだったら？

　そんな不安を払ふつ拭しよくできない。むしろ、どんどんどんどん不安は色濃くなっていく。

　──早く話しかければいい。

　理性はそう言っている。ここで話しかければ楓は仲間になるのだ。リーダーが嘘うそを言ったことはない。ただ、ゲームにはないトラブルが多発して、混乱することがあるだけで。

　だが、それでも、話しかけて何も起こらなかったことを考えてしまい足が竦すくんだ。

　再び、楓は容赦なく梨夢を攻撃。

「きゃあっ！」

　今度は命中判定で当たり、ダメージを負う。一気に半分以上のＨＰヒツトポイントが減った。

「梨夢！　何やってんの！」

　次に当たれば、また死亡だ。その事実に鳥とり居いが慌てる。

　それでも……いや、死が間近だからこそ、梨夢の足はまったく動いてくれなかった。

　自分の勇気のなさが、情けなくなって瞳に涙が溢あふれてくる。

　この心の弱さも、自責の念も、すべて自分に原因があるというのに。

「梨夢、早く！」

　鳥居の言葉は梨夢の耳に届かず、虚むなしく虚空に消える。

　楓は何の感慨も抱いていないように、その斧おのを再び振り上げた。梨夢の命を削る無慈悲な刃やいばが太陽の光でギラリと反射して、周囲すべてを威圧する。

　梨夢は足が動かず、回避行動も取れない。斧を見ることもなく、ただただ変へん貌ぼうしてしまった楓の表情を見ることしかできなかった。

　鳥居や九く鬼き、税ぜい所しよたちは、庇かばうことの叶かなわない位置にいる。

　──やっぱり、あたしは弱いんだ。

　梨夢は囁ささやくように小さく呟つぶやいた。

　──ごめんね、楓。いつも、ごめんね……。

　そして、楓はその斧を梨夢に向かって一いつ閃せんし──。




「Ang bawat ay naghihintay para sa iyo. Mangyaring mabawi ang iyong sarili.」




　戦場の時を止めるかのような綺き麗れいな歌声が、まるで風となったように駆け抜けていった。

　鳥とり居いたちが驚いた表情で振り返る。

　そこには、すべてを包み込むように優しげな表情を浮かべて歌っている紗さ蘭らんがいた。

　作戦にはない紗蘭の行動。彼女は梨り夢むと楓かえでを遠目で見て、自分にも何かできないかと心を痛めていた。今の楓と梨夢を、未来の自分と椿姫つばきに重ねたのかもしれない。

　だから、自分にできること──歌を歌った。

　──わたしにはそれしかないもん！

　聴く者の心を落ち着かせる歌声は、楓とその周囲のホプリテスたちの動きを止める。

「あ、あれ？　効かないはずじゃ……」

　そんな様子を見て、今度は指揮をする滝たき脇わきが驚いたように声を漏らした。

　前まえ以もつて聞いていたのだ。名前を持つ敵や、味方になるユニットに歌の効果は発揮されないと。システム的に遮断され、条件が合っていてもステータス増減の歌以外通じないと。

　楓は味方になるユニットであり、歌の効かない者に区分される。紗蘭はただ、梨夢の心を落ち着かせるために歌っただけだった。決して、効果を期待してのことではない。

　しかし、楓は止まった。

　本来効くはずがないのに、彼女は奇き蹟せきのように、紗蘭の歌声に足を止めたのだ。

　そして、楓の表情に若干の人間味のようなものが浮かび始める。

　滝脇は困惑したが、それでも今は見守るしかない。

「か、楓……？」

「……り、梨夢、さん……？」

　楓が目の前にいる彼女の名前を呼ぶ。苦しそうに。口すら動かすのが難しそうだった。

　そう。辛つらいのは自分だけではなかった。楓もまた、もしかしたら意識がなくとも、梨夢を攻撃していたことに、心を痛めていたのかもしれない。

　そんな楓の気持ちを慮おもんぱかると、梨夢の心の枷かせは一瞬で消え去った。

　自分のことなんてどうでもいい。早く。早く。

　──楓の心を解放するんだ。

　今すぐに！

「楓。そんなあんた、見たくないからさ……。早く戻ってよ……！　お願い！　今度からもっと優しくするからぁ！」

　梨夢が必死に、訴えるように叫ぶ。祈るように、喉のどを潰つぶさんばかりに声を荒らげた。

　すると、楓の身体からだから力みが抜け、鎧よろいが微かすかにカチャリと鳴る。

「……え、あ……」

　楓が呆ほうけた顔をするのも束つかの間ま。

「動く。動きます！」

　拍子抜けに思えるほど、楓は身体の自由を取り戻した。赤く刻まれていた紋章は、味方だということを示す青に変化する。

「か、楓？　も、もう平気なの？　動けるの？　大丈夫なの!?」

「は、はい、梨り夢むさん！　ご心配おかけしました！」

　それを聞いて、梨夢は我慢できないように楓かえでに抱きついた。

　大きな鎧よろいが温ぬくもりを味わうのを邪魔するが、知ったことではないというように。

「楓……。よかった。ごめんね、ごめんね……」

「な、泣かないで下さい、梨夢さん。わ、わたしこそ、迷惑かけたみたいで」

「な、泣いてないわよっ！　それに、ほ、本当に迷惑だったんだから！　ちゃんとその分、返しなさいよっ！」

　梨夢が笑顔のまま憎まれ口を叩たたくが、友人たちは皆、にやついている。

「まー、素直じゃないっすね」「まったく。こんな世話焼かせて。茶番じゃないの」「亞あ弓ゆみ、そう言いつつ、なんで泣いてんのー？」「な、泣いてないってば！」

　こうして梨夢たちは、楓を仲間にする目的を果たすことに成功した。





　　　　◆






　虚きよ数すうユニット六体に囲まれた帝たい輝きは、どうにか攻撃を躱かわしながら耐えていた。

「〈ライトストリーム〉！」

　虚数ユニットのステータスは、ほぼ帝輝と変わらない。

　相手の単調な動きに助けられているが、攻撃が身体からだに触れれば七割の確率で命中してしまう。命中すれば最大ＨＰヒツトポイントの十分の一程度のダメージは入る。運よく通常ダメージで済んでいるが、３パーセントあるクリティカル率が、帝たい輝きを異常なほど緊張させていた。













　真ま桜おが遠くからサポートしてくれるが、それでも魔法の効かないこのユニットは魔法を気にすることがない。かつて入っていたという『ラスト・ブレイブ』の魔法も効かないのだ。真桜にできることは帝輝のステータスを上げる程度だった。

　対抗できるユニットがまだ味方に存在しないがために、帝輝をサポートできる人材もいない。誰かに囮おとりになってもらおうにも、今は楓かえでを仲間にするためにフォローも含めて人材はそちらに割いている。真桜自身は守備力が低いがために、囮には向かなかった。

「避よけ続ければ……命中判定にさえいかなければ、戦いようはあるんだ！」

　中学以降も剣道を続けていればよかったと、少し後悔の念が浮かぶ。

『帝輝は続ければ、絶対強くなるよ！』

　こんな時に、椿姫つばきの言葉が頭を過よぎった。そして、無性に椿姫に会いたくなる。

　前回、凰おう楽らに攫さらわれてから約二ヶ月間出会わずに、助け出してからすぐに『ＬｏＲ２』に来てしまったのだ。少し会っただけで、また引き離されてしまっている。その上、椿姫がいるのは後半も後半だ。その場所は、まだまだ遥はるかに遠かった。

「でも……、あいつに会うために、こんなところで死ぬわけにゃいかねぇんだよ！」

　帝輝の剣が鋭い軌跡を描き、一体の虚きよ数すうユニットを斬きり裂く。クリティカルヒット。ダメージが三倍となって、虚数ユニットの残り僅わずかなＨＰを減らした。そして、ＨＰが０になり、その虚数ユニットが消える。集中して攻撃していたユニットを倒しきった。

「……クリティカル出るなら最初から出てくれよ。ダメージ二回分はなくせたのに。あと一撃の時にクリティカル出ても、ただのオーバーキルじゃねぇか」

　帝輝の口から思わず愚ぐ痴ちがついて出る。

　クリティカルの発生に関わるのは器用値だ。相手の目や心臓等、弱点を狙ねらっても、通常の命中判定が行われるだけでクリティカルが絶対に発生するポイントは存在しない。

　完全に運──ゲームと同じだった。裏話によれば表示されている数値のままクリティカルが発生しているのは、ごく稀まれで状況によって細かく増減をしているらしいが、公式データとして公表されているわけではないため、帝輝自身も完全に把握はしていない。

　トドメを刺す時に確率が上がっている、ピンチの時に確率が上がっている、敵の攻撃を避けたあとに確率が上がっている……というふわっとした感覚があるだけである。

　どういう状況で何パーセントが上がるのか、そういった裏データまで頭の中になかった。

　帝輝はメモリ管理を調べられるような技術を学んでおらず、有志によるデータもないため、その手の裏データに関しては完全に手探りだ。他にもステータスのオーバーフローや、各種裏技なども知っているが、攻略にはあまり期待できないものばかりである。

「せめて、クリティカルが自由に扱えればな」

　そんな希き望ぼうを呟つぶやきつつ、帝輝は間合いを取りながら次の敵へと向かう。

　相手が五人に減れば、多少は楽になるかと思ったが、まったくなった気がしない。

「まずい、じり貧だ……！」

　自分が死ねばゲームオーバー。だからこそ、危険になったら即座にロードをしなければならなかった。その判断を誤ってはならない。しかし、ロードをしたところで、結果は変化しないはずだった。今回は楓かえでを仲間にするための、最高の条件が整っていたのだから。

「お前らが計算を狂わせてるんだよッ！　〈ライトストリーム〉！」

　光のエネルギーが虚きよ数すうユニットを貫き、ついに二体目を撃げき破はする。

「あと四体ッ！」

　だが、帝たい輝きのＨＰヒツトポイントはあと僅わずか。他の虚数ユニットのＨＰも、半分近く減っているとはいえ、このまま戦えば敗北はもう目の前にある。一度後退し、メディックにＨＰを回復してもらわなければならない。しかし、ＨＰが多い帝輝の回復には時間がかかる。

　その間は？　誰が虚数ユニットと戦う？

「くそったれっ……！」

　何と無能な指揮官なのか。

　そう、帝輝は自じ嘲ちようする。結局は力押しでいくしかなく、突発的なことが起これば、場当たり的に対応するしかない。知っていることにしか、対応できない自分自身が嫌になる。

　よしんば楓を仲間にできて、皆が帝輝の下に救きゆう援えんに来たとしても難しかった。

　時間稼ぎ──今、帝輝にできるのはそれだけだ。

「それしかできないなら……それをするしかないだろうがッ」

　帝輝は時間稼ぎのみを忠実に実行した。数回連続で喰くらったら終わりという状況下で、集中を切らさずに虚数ユニットたちの攻撃を躱かわしながら進路を阻む。

　誰ひとりとして、クラスメイト仲間のいる後ろへは通さない。

　息つく暇がなくとも、限界ギリギリまで耐えると覚悟を決めている。

　耐えることこそが、帝輝の勝利条件なのだ。耐えることで見えてくる勝利もある。

「ヤバいッ」

　だが、限界は近かった。ついに、虚数ユニットによる挟撃を許してしまう。

　片方の攻撃は避よけられるが、もう片方の攻撃は喰らう。ただの攻撃ならば問題がないが、彼らにはクリティカルの確率が３パーセントある。運悪く喰らってしまえば──死だ。

　ここまで来たら、祈るのみ。敵の攻撃から目を逸そらさずに、その時を待った。

　ヒュッ、と小さな風切り音が帝輝の耳に届く。幻聴ではない。矢が放たれた音だった。

　虚数ユニットの頭へと矢が刺さって貫通している。その矢がクリティカルを叩たたき出したのだろう。虚数ユニットのＨＰが大きく減り、そして、ゼロとなった。

「……来てくれたか！」

　梨り夢むの飛ばした矢ではない。そもそも虚数ユニットの背後から刺さっているのだ。そちら側に梨夢はいないし、回り込むには時間がかかり過ぎる。

　だとすれば──答えはひとつだ。

　仲間はクラスメイトだけでない。帝輝には、かけがえのない親友がいる。

「助けに来て正解だったな。若わか槻つき怜れ王お、推参!!」

　虚きよ数すうユニットたちの向こう側に蒼あおき弓を構えた怜王がいた。その奥には怜王のクラスメイトたちもいる。怜王のユニットは、剣と弓の扱いに長たけたロードフェンサー。そして、怜王自身も帝たい輝きと同じくレベルは最大で、ギフトも揃そろっている。

　その上、その手には彼の専用武器、双頭刃式の〈飛剣ダークアロウズ〉が握られていた。剣としても弓としても扱える神の創りし、蒼き神じん器ぎだ。本来、もっと後に入手するものだが、序じよ盤ばんでの獲得が不可能なわけではない。怜王のようなプレイヤーならなおさらだ。

「随分と攻略に時間がかかってるから、何かあったなと思って来たけど正解だったな。だから、助けてやるって言っておいたろ？」

「悪いな。まさか、こんなに手間取るとは思わなかった」

「ここに戦いに行くことはわかってたからな。近かったから幸いしたぜ」

　帝輝が怜王に救きゆう援えんに行こうかと伝えていたことで、怜王も帝輝が近くにいるという情報を持っていた。最初から救援に来れる条件は整っていたのだ。

「残り三体。もちろん行けるよな、帝輝」

「……全部お前が倒してくれないか？　ＨＰヒツトポイントヤバいんだ」

「甘えんな。こっちだって武器の消耗を抑えてーんだ」

「だよな。わかったよ」

　怜王は弓から剣に持ち替え、帝輝は剣を構え直し、三体の虚数ユニットと対たい峙じする。













　それと同時に、

「帝たい輝きさん！」

　遠くから帝輝を呼ぶ声が響いた。それは帝輝の最も待ち望んでいた声。

　楓かえでが手を振って帝輝を呼んでいる。その周囲には梨り夢むたち、他の面々もいた。

「仲間になったのか！」

「はい、お待たせしました！　そちらの一体はわたしたちに任せて下さい！」

　まだ彼女のレベルでは、虚きよ数すうユニットを倒すのは難しい。

　しかし、計算のスペシャリストである楓が言うのだ。そこに間違いがあるはずもない。

「助かる！　そいつは任せたぞ！」

　帝輝は手負いの一体をわざと通して、楓たちに向かわせ、残り二体を相手取る。

「はっ！　オレらなら三体でも楽勝だっつーの！　あとは消化試合だぜっ！」

　怜れ王おは帝輝に背中を預けて、虚数ユニットへと剣を向けた。帝輝もまた虚数ユニットに立ち向かう。怜王が守ってくれるのだ。後方からの攻撃に気を遣うこともない。

　怜王の言葉通り、もはやあとは消化試合だった。




「帝輝さん、大丈夫ですか!?」

　戦いが終わって、心配そうな表情を浮かべた楓が鎧よろいをがしゃがしゃいわせて帝輝に駆け寄った。前回の世界以来、久々の再会だった。

「久々だな。よかったよ、仲間になったみたいで」

「はいっ。ご迷惑をおかけしたみたいで……すいません」

「はは、確かに骨が折れたよ。でも、その分、ここから頼りにさせてもらうからさ」

「ええ、任せて下さい。皆と一緒に頑張りますね。わたしはクラスの盾たてですから！」

　ここに来た当初からは考えられないほど、彼女の表情は明るくなっている。

　梨夢たちと繋つながる魂の絆きずなの光もすでに強く輝いていた。

「ところで帝輝さん。あの若わか槻つき怜王さんとのご関係は？　時々教室で見かけましたけど」

　楓が鼻息を荒くして帝輝に顔を寄せる。目はぎらつき、魂の絆と同じぐらい輝いていた。

「え、同じ部活の友だちだけど……」

「同じ部活！　なるほど、そういうのも……。はぁ～、帝輝さんはいっぱいカップ──」

「はいはい。行くよ、楓」

　何かを言おうとして、楓は梨夢に引っ張られていってしまった。

「ああああ、もっと聞かせて下さーい！」

　ずるずると引ひき摺ずられていくように楓が消えていく。

「楓はいつも何を聞こうとしてるんだ？」

　少し冷や汗をかきながら、帝輝は首を傾かしげた。だが、知ったら開いてはいけない扉を開いてしまう。そんな気がして少し身震いする。

「……マスターを守らなきゃ」

　なぜか真ま桜おがそんな風に決意を新たにしていた。

　それから戦後の処理も落ち着いて、帝たい輝きは怜れ王おへと話しかける。

「助かったよ、怜王」

「ったく。お前が死んだら終わりなのに無む茶ちやするなよな。ロードするならさっさとしろよ。一瞬の判断ミスが生死を分かつんだからな。オレらに気を遣う必要もねーぞ」

「まったくだ。本当にすまん」

「別に謝ってほしいわけじゃねーんだけど……ま、困った時はお互い様だ。今度はお前が助けてくれよ。お互いに連携してさ」

「ああ。お前の危機を察したらすぐに駆けつけるよ。……近かったらな」

「ま、そりゃそうだわな」

　お互い笑い合って、ふたりは拳こぶしで突き合う。

　ともあれ、これで帝国領を抜け、連邦領内に入る。

　帝輝たちはようやく序じよ盤ばんの山を越えたところだ。




　ロード回数、残り六回。八十日まで残り──五十九日。













　帝たい輝きと共に国境を抜けてから、連邦内に入った怜れ王おは南へ進路を取った。

「オレらのクラスメイトは結構、そっちにいるからな。全員を集めるためには、連邦を動き回らないといけねーんだよ」

　クラスメイトたちに説明しながら大陸マップを進む怜王たち。

　怜王のクラスは、元々怜王自身がムードメーカーだったこともあり、前回の時も比較的早めにまとまっていた。彼についていくことに異を唱える者はほとんどおらず、彼自身の才覚もあって、今のクラスメイトは怜王を中心にまとまっている。

「オレについてくればいい。ひとまずクリアを目指しゃいいんだったら、オレ以上に『ＬｏＲ』に詳しい奴やつはいないしな。オレが全員、現実に戻すまで死なせたりしねーから」

　初めは怜王を怖がっているクラスメイトもいた。粗そ野やな風貌が誤解を生んでいたのだ。

「怜王くんはもっと乱暴な人かと思ってた。今はもうそんなこと思ってないけど」

「まあ、指揮は乱暴だけどな。自覚してる」

　クラスメイトの遠慮のない物言いに、怜王は苦笑する。

　ゲーム部の部員の中でも、帝輝、怜王、君きみ尋ひろは特に『ＬｏＲ』に傾倒していた。

　その中でも様々な差がある。特に『ＬｏＲ４』から対戦機能がついて以降、帝輝たちは暇を見つけては何度も何度も対戦に明け暮れていた。

　怜王自身は攻撃は最大の防ぼう御ぎよというべき攻め主体の戦術で、君尋は指揮や支援を最大限活用する補正型の戦術。

　そして、帝輝はともすれば臆おく病びようと言えるほどの守備型戦術。だが、決して城の中に引き籠こもるような戦術ではなく、必要があれば攻撃にも転じる柔軟さは持っている。守備をベースに隙すきを見つけて食い破るカウンターもよく使っていた。

　怜王自身も決して攻撃一辺倒な指揮ではない。必要とあれば守備に徹して遅滞戦術を取ることもできる。そういう意味では五分五分なのだが、帝輝と戦うと必ず予想もしなかった一手が怜王の戦術を突き崩してくるのだ。

　それは帝輝自身が最初から練り上げていたものもあるし、その場で閃ひらめいたものもあるという。時折、無謀じゃないかと思うような手を打つ時もあった。

　怜王は僅わずかに思う。先程の帝輝は、怜王が来ることを見越していたのではないかと。

　そういった深遠な作戦は、怜王自身が持っていないものだった。

「勝ち負けじゃねーってのはわかってるんだけど……やっぱり、負けてらんねーよな」

「怜王くん、どうかしたの？」

「……いや、悪い癖だなと思ってさ」

　何もかもを勝負事と捉とらえることはよくない癖だ。今は現実世界に戻ることが最優先。勝負事など二の次。帝輝に嫉しつ妬としても意味がない。ここで決着をつけるのではなく、つけるならば現実でだ。

　当たり前だと、怜王は心の中で自じ嘲ちようする。

　帝輝も君尋もそうだが、怜王もクラスメイトの命を預かっているのだから。

「やあ、久しぶりだね。怜れ王お」

　そこに──何の前触れもなく、見知った顔が数歩先に現れた。

　今までまったく見えていなかったその男の出現に、怜王のクラスメイトたちがすぐに警戒し、迎撃態勢を整える。軍隊のような一糸乱れぬ動きに、凰おう楽らは感心したように笑った。

　彼が『ケルビム』というユニットとなっているのは、怜王にもすぐわかった。

「……凰楽」

「そんな怖い顔しないでくれよ。少し傷付くな」

「言ってろ。帝たい輝きから聞いてるぜ。お前の所業をな……。オレら自身もお前が帝輝と戦ってるのを見た。まさかお前が黒幕だったとは、オレもさすがに思わなかったぜ」

「………」

「お前は終盤で待ち構えているべきキャラだろう。ルールを破って、何をしに来た」

「話をしに来たんだ」

　凰楽は普段通りに振る舞う。その態度は部室での彼と何ら変わらない。

　それが逆に、怜王の目には不気味に映った。

「話だぁ？　お前が黒幕じゃないとか、そんな話でもしようってのか」

「少なくとも建設的な話ではあるよ。できればふたりで話がしたい」

　怜王が訝いぶかしげな顔をして黙り込む。

　そもそも、この時点で凰楽が襲ってくればロードは確定だろう。

　怜王は渡り合えるが、クラスメイトたちはそうはいかない。

　そして、クラスメイトの援護がなければ怜王とて、凰楽に勝利は叶かなわないはずだ。

「……言ってみろ。お前を斬きることはいつでもできるからな」

　しかし、そうは悟らせないように怜王は先を促す。

　その間に幾人かを後ろに下がらせ、陣形を整えてから怜王は凰楽に近づく。

　だが、それら前準備はすべてが無に帰した。

「この世界こそが、皆が生きていける世界なんだよ」

　彼の衝撃的な言葉が原因で──。





















　ユグド大陸の東部を治める連邦領内に入った帝たい輝きたちは、散発的な戦せん闘とうを経へて連邦首都へと入る。続いて怜れ王おと君きみ尋ひろも連邦へ無事に入ったとエリスから伝達された。

　ストーリーも順調に進んでいる。連邦の協力で帝国の陰謀を暴いた主人公たちは彼らと組み、帝国へと侵攻という手て筈はずとなっていた。

　だが現在、連邦内では内乱が起こっており、とても協力できる状態ではない。

　後々、この内乱が帝国側の手引きだったということがわかるのだが、それを前まえ以もつて言ったところでＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターである彼らには通じない。そもそも彼らとは会話が成立しないのだ。

　内乱の鎮圧が叶かなわなければ彼らは主人公へ援助もしてくれないし、国境の砦とりでも通してくれない。そのため帝国へ勝手に戻ることもできなかった。

　ここから主人公は内乱鎮圧の助勢として、連邦領内を動き回ることとなる。

　もちろん、主人公たちは相手から見れば敵国の軍隊のため、お目付役をつけて、だ。

「鷹たか司つかさ、来てくれたか！」「この生活も終わりか」「あんた、居心地よさげやったもんな」

　そのお目付役が、２－Ｂの委員長らの三人のクラスメイトたちだ。

　元々、彼らのキャラは『ＬｏＲ』において帝国内の様子を密ひそかに探りに来た諜ちよう報ほうという設定で、途中なりゆきで仲間になる。『ＬｏＲ』だけだと彼らの正体はわからないのだが、この『ＬｏＲ２』をプレイすると連邦の間諜だということがわかるのだ。

「お互い無事で重ちよう畳じようだ。城を出られなかったから、どうなるのか不安で仕方なかったぞ」

　委員長が、肩の荷が下りたとばかりに肩を竦すくめる。

「悪かったな。これでも早く来たとは思ってるんだが」

「いや、嫌いや味みを言ったわけではない。ここでの生活は飯も含めて不自由しなかったからな。正直、ここで暮らすのも悪くないと思ったぐらいだ」

　委員長は苦笑しながらそう言っていたが、他のふたりも似たような感想らしい。

「何にせよ、三人とゲームと同じように会えてよかった。こっちの事情は道すがら追々説明する。今は早くこの城を出て反乱を鎮圧しに行きたい」

「了解だ。従おう、リーダー」

「っと、その前に。委員長、俺たちに渡すものがないか？」

「渡す物だと……。ああ、これか？」

　そして、委員長はふたつの杖つえを持ってきた。両方とも質素な杖で、相手を混乱に陥らせる〈ルナシーワンド〉と、周囲すべての魔法を封じる〈マギディスの杖〉という。この時に委員長の扮ふんするユニットから反乱鎮圧のために主人公へ譲渡されるソーサリスやマジシャンら、魔法使いユニット用の装備だった。

　使いどころは限られているが、条件を満たせば強力な効果が期待できる。

「それだ。ありがとう」

「それと僕も今思い出したのだが、彼女がここに来たぞ」

「彼女？」

「伊い勢せ御み影かげだ。伝言を頼まれている。すぐに旅立っていったが」

　意外な名前が委員長の口から語られる。

　御み影かげのキャラクターは、連邦側で自由に歩き回っているタイプだ。

　旅立ったと聞く限りでは、自分の意志で動いているのだろう。

「なんて言ってたんだ？」

「『できるかどうかはわからないけど、やりたいことがある』と言っていたな。そして、『目的を果たしたら合流する』と。我々はここを動けなかったから、共に行けなかったが」

「目的を果たしたらって……それまで何をするつもりだ、あいつ？」

「わからん。言ってることが専門用語のようなものばかりで僕は理解できなかった。向こうも慌ただしくてこっちもメモを取る暇がなくてな。スリがどうとか言ってた気がする」

　すると、委員長の友人である滝たき脇わきが苦笑しながら指摘する。

「どうせ女の子相手で舞い上がってたとか、混乱してたとか、そういうんだろ」

「ばっ、馬鹿を言うな、滝脇！　僕が女性相手に尻しり込ごみなどあり得ん！」

　それで帝たい輝きも委員長の意外な一面に小さく笑う。

「初う心ぶなんだな、委員長」

「ええい、違う！　僕は君みたいに、女性にだらしなくないだけだ！」

「何で俺が女にだらしないってことになってるんだ……」

　委員長と今までになかった交流をしつつ、帝輝は御影のことを考える。

　御影のやれることを想像したが確証はない。そもそも、そんなことができるのか？　という疑問もある。それはゲームシステムやルールを逸脱している可能性だってあるのだ。

　だが、まだ見ぬ御影のことを考えても仕方ない。御影のことはいずれ解決できると信じ、帝輝たちは再び旅立つ準備を整える。

「よし、じゃあ行こう」

　三人が仲間に加わり、帝輝たちは反乱軍を倒すべく連邦首都を離れた。

　総勢、二十三名。三台の馬車で、連邦領内を動き回ることになる。次のポイントに進みながら馬車の中で帝輝は主立ったクラスメイトたちと新しく入った三人に説明を始めた。

「正直、連邦領内に難所は最後しかない。今の皆であれば、無差別に突撃したり、敵を見逃したりしなければ勝てる。ところどころ竜ユニットが出たりするが、それは税ぜい所しよや九く鬼き、真ま桜おと梨り夢むが対応する。竜のブレスの範囲に不用意には入らないようにしてほしい」

　竜ユニットのブレスは広範囲な上に、守備力による恩恵を受けることができないため脅威だ。いくら防ぼう御ぎよ力や精神力を上げても対応できない。命中率が悪いのが救いである。

「ふむ。問題ない。すべて任せる」

「問題は最後だが……それはそこで説明しよう。全部説明しても頭には入らないしな」

　ここから先はその難所が終わるまで、ずっとこの連邦内で反乱軍との戦いだ。
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　連邦に入ってから二十日が経過し、反乱軍の拠点も残すところ、あとひとつとなった。

　その間、仲間がいなかったのも予想通りだ。まだまだ慌てるような段階ではない。

　反乱軍の拠点隣のポイントの砦とりでで帝たい輝きたちは休憩を取り、今後について話していた。

「さて、連邦領内における最初で最後の難関だ」

　それだけに説明にも気合いが入る。

「この反乱軍のリーダーは品しな川がわだ。と言っても、もちろん品川の演じるキャラがだけどな」

　品川夕ゆう香か。前回の戦いでは滝たき脇わきたちと共に、タクティシャンを務めたクラスメイトだ。

「彼女のキャラクターは、帝国の中で暗躍している連中に騙だまされて反乱を起こしたわけだけど、それはさておき……ここがまたアホみたいに難しい」

　この連邦最後の戦いは、『ＬｏＲ２』において非常に難しくなっている。最難関と言ってもいい。バランスが投げ捨てられている。

　反乱軍は数に任せて圧殺しようとしてくるが、敵ユニットは品川の指揮効果で強化されており、その指揮範囲内では、命中率と回かい避ひ率りつが30パーセント上がる。

　しかも敵には他にも優秀なタクティシャンがふたりいるため、敵の命中率と回避率は、合計で57パーセントの補正を受ける。それがほぼマップ全域という範囲なのだ。

　味方にはそこまで指し揮き補ほ正せいがないのに、敵になるとやりたい放題だった。

「えっと。ってことは……」

　滝脇が眉まゆ根ねを思いっきり寄せた。あり得ないと、声が震えている。

「この戦場では、80パーセントというほぼ当たる数字が、23パーセントというほぼ当たらない数字に様変わりする。回避率も然しかりだ」

「……意味がワカラン。制作者は何考えてるんだ!?」

　盛大な溜ため息いきを吐ついて、滝脇はがっくりと肩を落とした。

「こっちにも滝脇がいるから補正は落ちるけど、50パーセントは変動するとみてくれ」

　そこへ楓かえでが手を挙げた。

「あの、なんでそんな強い補正かかってるんですか……？」

「タクティシャンの指揮補正もあるが、ここでは俺たちが罠わなにかかったって設定だからな。不ふ条じよう理りな有利が罷まかり通ってるんだよ」

「じゃあ、前提条件をどうにかするとか。帝輝さんは罠を知ってるわけですし」

「できない。ここではシステムを超えて不利を覆くつがえしたり、罠を見破ることができないんだよ。ここで罠にかかるのはストーリーの必然に付ふ随ずいしてて、攻こう略りやく云うん々ぬんじゃない」

　すると、今度は珍しく真ま桜おが意見を口にする。

「……その不利があって、そもそも勝負になるの？」

「正直に言おう。まったく勝負にならない。敵が補正を受けたまま戦えば全滅は必死だ」

　クラスメイトたちは喉のどを鳴らす。今まで帝輝は戦う前に不可能などと言ってはこなかった。それが勝負にならない、と来た。大半のクラスメイトたちが表情を強こわ張ばらせる。

「だが、攻略法は二種類ある」

　帝たい輝きはまず、そのひとつ目の説明を始めた。

「精鋭ユニットで敵のいない間道を通って、品しな川がわらタクティシャンのユニットを強襲。彼女を無力化すれば命中率と回かい避ひ率りつの補正がなくなって、真っ当に戦うことが可能となる」

　これは指し揮き補ほ正せいが正常に戻るまで、他のユニットたちは耐える方法だ。

　だが、これは幾つかのリスクを伴うため、今回は採用しない。

「そして、ふたつ目。俺は今回、こっちを選択しようと思ってる」

「……その方法って？」

「戦域の端で迎え撃つ。品川たちタクティシャンの指揮範囲外へユニットを誘おびき出だすことで補正をなくすんだ。多少時間はかかることになるが、こっちは比較的、安全だしな」

　ひとつ目を選択するプレイヤーは最短攻略ＲＴＡを目指すためのものだ。そのため、攻略サイトなどでは、対応の楽なふたつ目の方法が推薦されている。

『ＬｏＲ２』は、自ら困難を求めるプレイヤーに対して非常に寛容だった。やり込みゲー、マゾゲー、リセットゲーとも揶や揄ゆされる所以ゆえんである。

「他にも包囲された状況から始まるとか、前提としてここは条件が厳しいんだけどな」

「でも、うちらのレベル高いじゃん？　割といけるんじゃないの」

　梨り夢むがあっけらかんと言う。だが、帝輝は首を振った。

「今回はレベル差に任せて真っ当に戦っても無駄だ。はっきり言えば、俺が敵軍の真っ只ただ中なかに行っても命中判定でミスる。それだけ指揮補正が常軌を逸しているんだ」

　すると、今度は滝たき脇わきが思い出したように手を叩たたく。

「そう言えば、伊い勢せは？　彼女がいればこっちも指揮補正を上げられるんじゃないか？」

「御み影かげか……」

　ゲーム上では御影はここに来るまでに仲間になっていてもおかしくない。

　だが、彼女は彼女でおそらくやっていることがある。

『できるかどうかはわからないけど、やりたいことがある』『目的を果たしたら合流する』

　というのは御影の伝言だが、目的が果たされているのかどうかはまだ不明だ。

　いや、合流できていないということは、おそらくまだ目的を果たせていないのだろう。

『ＬｏＲ』なんて飽きた等と言いつつ、彼女は『ＬｏＲ２』までやっているらしい。

「いれば心強いが、いないものは仕方ない。ゲーム通りならクリアできるはずだしな」

「……リーダー、最近思ったんだけど、その『ゲームの通り』ってフラグってやつじゃないかな。また、ゲームにない出来事が起こりそうだぞ」

「頭痛くなるから止やめてくれ、滝脇。そう何度もあってたまるか」

　事実、ここぞという時は必ずゲームにはない例外的な事態が起こる。

　今回で言えば虚きよ数すうユニットがそうだし、前回は前回で色々とあった。

　だが、予想不可能なデメリットばかりではない。ゲームとは違うところでメリットも受けている。魂の絆きずななどがそうだ。本来、各人三人までしか結ぶことのできない魂の絆を、クラスメイトたちは制限もなく享受していた。今回も仲間が増えるごとに、少しずつその効果を上げていっている。

　前回の最終局面──凰おう楽らとの戦いでは明らかに異常な上昇値になっていた。未いまだに原因はわかっていないが、考えても仕方ないということで帝たい輝きは隅に置いている。

「それで、今回の砦とりで戦の対処法だが……」

　帝輝はエリスから地図を受け取り、進行ルートや立ち位置を指定しながら、作戦をクラスメイトたちに指示していく。説明を終えると帝輝は、クラスメイトたちを見渡した。

「敵と当たればすぐにその脅威がわかるはずだ。行こう」

　そして、帝輝たちは今いる砦を出て、品しな川がわの籠こもる砦へと向かう。エリスからふたりに連絡すると、納得したような返事が返ってきた。怜れ王おと君きみ尋ひろもわかっているのだろう。

　ここは幾人ものプレイヤーを諦あきらめさせてきた、絶望のマップだ。




　戦場は渓谷の奥深く。その最奥に砦が築かれていた。

　石造りの砦は頑強に建築されており、簡単には攻略できそうもない堅けん牢ろうさを見せつける。

　が、滝たき脇わきは妙に気になるところがあるらしい。

「……ここの砦って、一体どんな役割があるんだ？　砦とか要よう塞さいって敵軍の抑えに使うもんだろ？　テロリストの潜伏先にしか見えないんだが」

　顔に疑問を張りつけて、首を傾かしげていた。

「元々、神話の時代に勇者たちが立て籠もった砦って裏設定があるんだよ。悪魔たちに追い立てられていた人間が最後に立て籠もって、神からの奇き蹟せきを受け取った場所なんだ。〈魔剣ルインブリンガー〉や〈神剣オリジン〉なんかも、ここで生まれてるしな」

「歴史的意義があるってわけか。地形的な観点だと、役に立ってるようには見えないしな」

　通常、砦とは相手への牽けん制せいや防ぼう御ぎよのために造られるものだ。そこで戦線を保つためにも使われる。だが、この砦は滝脇からすると、そういった意義が見えないらしい。

　もっとも神話云うん々ぬんの話が明らかになるのは、これまた『ＬｏＲ３』になるのだが。

「出てきたぞ」

　遠くに見える砦からぞろぞろと敵軍が現れる。品川麾き下かの敵ユニットたちだ。

　そして、どこに隠れていたのか、帝輝たちの背後や左右に伏せられていた兵が現れる。

　これは防ぎようのないイベントだ。どう足あ掻がいても、これを出し抜くことはできない。

「南西が一番薄い。ひとまずそこを強引に突き抜けて、南西の端に辿たどり着ついたら陣を整えて迎え撃つ。皆、行くぞ！　シミュレーション・エントランス！」

　帝輝の合図と共に、クラスメイトたちは怒ど濤とうの勢いで一斉に南西へと向かう。

　包囲していた敵ユニットたちはすぐに帝輝を追いかけてきた。南西側にいた敵ユニットたちは、帝輝たちを迎え撃つべく待ち構えている。

「前線は南西に向かって一直線だ。俺は殿しんがりを務めて、できる限り経験値を無駄にしないように敵を抑える。何度も言うが、敵は補正を受けて倒しにくくなってるから慎重にな！」

　前線の部隊が南西にいた敵ユニットたちとの戦せん闘とうに入ると、次いで帝輝たち殿が追いかけてきた敵ユニットたちとの戦いに突入した。

　帝たい輝き自身が戦うのは経験値リソース上はできる限り避けたいのだが、今回は特別だ。

　敵の補正があまりにも強過ぎて、ひとり倒すのにも苦労するため、ひとりでも手がほしい状況。経験値云うん々ぬんを言っている場合ではない。そもそも、帝輝までもが補正を受けて、敵兵に命中判定で当たらない確率にまで下げられているのだから。

「あのソーサラーを倒せば道が開く！　総員、十二時方向に集中攻撃だ！」

　包囲突破部隊の指揮を執る滝たき脇わきが大声で指示を出した。ホプリテスの楓かえでを中心に梨り夢むたちが矢を放ち、他のクラスメイトたちも必死に敵ユニット一体への攻撃を加える。

「ほんっとに当たんないんだけど！　68パーセントとかイライラする！」「梨夢はギフトで命中上がってるからいいっしょ。あたし、18パーセントなんだけど」「俺なんか０パーセントだ！　斧おの、冷遇され過ぎだろ！」「皆さん、口じゃなくて手を動かしてー！」

　命中判定でミスが多発し、クラスメイトたちが思い思いに文句を漏らす。だが、集中攻撃の甲か斐いはあった。数による圧殺でひとりを倒し、唯一包囲を抜けるための道が開ける。

「このっ！　ア・タ・レ！」

　願掛けのように祈りながら梨夢が矢を放った。秒速約70メートルという速度の矢が、一直線に敵のソーサラーへと飛んでいく。身体からだに当たり、命中判定へと入った。68パーセントの結果が正となり、敵ソーサラーにダメージが与えられ、瀕ひん死しから戦せん闘とう不能となった。

「さすが梨夢！　赤の軌跡レツドフエザーの名前は伊だ達てじゃないね！」

「ちょっと亞あ弓ゆみ！　その二つ名、やめてよ！　恥ずかしい！」

「え、亞弓さん。何ですか、そのあだ名」「矢羽が綺き麗れいな赤い軌跡を描くからそう呼ばれてるのよ」「だから亞弓、やめろって言ってんでしょーが！」

　そんなやり取りを横目に、滝脇の表情が束縛から解放されたかのように弾ける。

「包囲が開いたぞ！　全員、薩さつ摩ま兵の如ごとく、駆け抜けて奥へと向かってくれ！」

　滝脇が軍ぐん配ぱいで指し示した方向へ、クラスメイトたち全員がそこに殺到した。

　それに続いて殿しんがりの帝輝たちも包囲の開いた狭はざ間まに突っ込み、その間を抜ける。〈ゾーン〉のギフトを持っているユニットがいないため、抜けるのは容よう易いだった。

「さて、頼むぜ。真ま桜お」

「……ん」

　敵軍を抜けた直後、ふたりは立ち止まる。そして、真桜が追いすがってくる敵軍に向けてその杖つえを掲げた。

「……黒き剣よ、降り注げ。大地を闇やみで染めよ。《ダインスレイヴ》！」

　闇色に染まる空から黒き剣が、空爆のように襲いかかる。地上のユニットであればほぼ殲せん滅めつ可能な、真桜が『ラスト・ブレイブ』で覚えてきた魔法だ。

　これが『ラスト・ブレイブ』から戻ってきたあと、現実でも使えていたというのだから恐れ入る他ない。使うと真桜へ経験値が集中するため普段は使わないが、こんな状況だ。使えるものは何でも使う。

　だが、『ラスト・ブレイブ』の魔法とて命中判定の仕様からは逃げられない。

　倒せた敵は僅わずかだ。九割以上は残っている。その上、このＡＩたちはどれだけ派手なエフェクトが発生しても、それを恐れることはなく突撃してくるのだ。抑止力にならない。

「……当たんない」

　そして、何度か使っているうちにわかったことだが、真ま桜おの魔法に設定された命中率は広範囲攻撃できるためか全体的に低かった。器用値が高ければ補うことができるのだが、

「……今回、器用値があんまり上がってない」

　と真桜が口を尖とがらせる。器用値は命中判定における成功率を司つかさどる重要な数値だ。

『ＬｏＲ』ではシリーズを通して武器や魔法自体の命中率プラス器用値が、基本命中率となる。そして、相手の素早さ等をマイナスしたものが最終的な命中率となっていた。

　真桜は今回、魔力や速さの値は標準以上に上がっているのだが、その分なのか器用値の上昇が鈍にぶい。何度か攻撃を外す場面もあった。

「仕方ない。今回は運が悪かった」

「……むう」

　帝たい輝きも「ロードが何回も使えるなら、レベルアップの度に器用値が上がるまでロードできるんだけどな」と度々愚ぐ痴ちっている。しかし、十回しか使えないロードをレベルアップに使うなど、そんなもったいないことはできない。

　如い何かに成長が偏かたよろうと、それを元に戦術を組み立てていくのがゲームの基本だ。

「真桜、滝たき脇わきたちと合流してくれ。あとは、俺がここを受け持つから」

「……大丈夫？」

「大丈夫だよ。すぐに合流するから待っててくれ」

「……ん。早く戻ってきてね、マスター」

　帝輝は真桜を見送って、残った敵と後退しながら戦う。

　ステータスはまだ帝輝の方が有利だった。相手の命中率と回かい避ひ率りつが異常なだけだ。

　倒すのは確率的な問題でなかなか難しいが、継戦ならばどうにかできる。

　相手はダメージをほとんど与えられない。帝輝は当てることができない。

　そんな千せん日にち手てのような不毛な戦いをしていると、空に少しだけ影が差した。

「リーダー！　南西を制圧したよ！」

　鹿か野のは鳥と共に、伝達のために帝輝の隣へ急降下してくる。

　そして、帝輝は鹿野の鳥に飛び乗り、適当に羽を掴つかんだ。

「飛ぶよ！　捕まってリーダー！　行って、ニワトリ！」

「おおおおお……！」

　ユニットがユニットを運搬できるのも『ＬｏＲ２』の特徴だ。鹿野が北きた島じまを運んできた時と同じである。しかし、帝輝の顔が引ひき攣つっていた。この空で鳥に掴まっているだけというのはさすがに恐怖が湧わく。

「リーダー、あたしの腰に掴まってていいよ！」

　しかし、女の子の腰に掴つかまるのは気恥ずかしいし、鳥の羽から手を離したくなかった。

　滝たき脇わきたちのいる場所まで飛び、上空から見ると、そこではホプリテスの楓かえでを先頭に見事な布陣が敷かれていた。帝たい輝きであればこう配置するだろうという意を汲くんでいる。

　大地へ着陸した鳥から降りて帝輝は滝脇と合流し、その陣の後ろで回復を受けた。

「滝脇、本当に頼りになるな」

「まあ、慣れだな」

　ここであれば、品しな川がわの支援範囲には入らない。敵ユニットと互角に戦うことができる。

「あとは敵が突貫してくるのを待つだけだ」

　もうここまで来れば、確勝──だったのだが。

「敵が全然来ないわね……」

　梨り夢むが待ちくたびれたように言う。考えなしに突撃してくるはずの敵が一向に来なかった。品川の支援範囲内ギリギリで待機している。待ち構えているようにも見えた。

「嘘うそだろ……」

　帝輝は頭を抱えるしかない。

「……どうしたの？」

　真ま桜おが首を傾かしげて不安そうに帝輝に尋ねる。

「敵の移動タイプが変わってるのかもしれない」

「……移動タイプ？」

「真桜には説明してなかったっけ。敵ユニットのＡＩには何種類かの移動タイプが存在しているんだ。何も考えずに俺たちに突貫してくるタイプ、攻撃範囲内──ある程度近くなったら攻撃してくるタイプ、その場から動かないタイプ、大きく分ければこの三種類だ」

「……じゃあ、彼らは」

「ある程度近くなったら攻撃してくるタイプ……なんだけど、ここまで出張ってきているから少し違う。途中までは進出するけど、敵の近くで止まるタイプだと思う。ただ──」

「……ただ？」

「もしかしたら──知能が働いているのかもしれない」

　こちらのユニットの攻撃範囲外ギリギリで待ち受けるのであれば、もう少し前へ進出してきてもいい。今、敵のいる場所は確実にそれよりも遠かった。その位置に陣取るということは、明らかに今までのＡＩと違う。

「あの敵ユニットは、今いる場所が最も強く戦えるエリアだとわかっているんだ」

　品川らタクティシャンの支援補正が届く場所。ユニットがそれをわかっているなど『ＬｏＲ２』ではあり得ない。ゲームでは決められたプログラムに従い、例外なく動くだけだ。

「……割と普通のことなんじゃ？　真桜でもそこで待つ」

「リアルで考えれば当然そこに置くさ。ただ敵がそれを判断することはないんだ」

　敵が相手に攻撃する際、最もいい場所を選ぶのは確かだ。山や川、砦とりでなど、回かい避ひ率りつが高くなる場所を選んで攻撃してくる。

　しかし、ここまでマクロに戦場を思考することはない。最もいい場所を選ぶのは、動いた瞬間であり、２ターン後、３ターン後を見据えて動くわけではないのだ。

「もしかしてさ。品しな川がわ、意識あるんじゃね？」

　滝たき脇わきが難しい顔を貼はりつけたまま、遥はるか先にある敵陣を見み遣やる。

「さっき前線で戦ってた時さ。なんというか、敵の動きが妙に洗練されてたんだよな。武器の変更もしてきたし、回復薬もベストタイミングで使ってきたし」

「仲間になる敵ユニットの中で、品川だけに意識があるってのも考えにくいが……」

「でも、なんつーのかな。前回、他のクラスと戦った時の指揮に似てる気がするんだ」

　ただ、そう考えればしっくりきてしまうのは確かだ。

　人の手が入っているとなれば、彼らの今の行動も頷うなずける。

「品川がいる以上、彼女の指揮がそのまま発揮されてる可能性はある、か」

「少なくとも、適当なＡＩではないってことだよな……」

「一番厄介な話だな。対戦プレイみたいなものになるってことだ」

『ＬｏＲ４』からついた待望の対戦機能。それはゲームをクリアした時のユニットデータを登録し、その登録したユニット同士で戦えるモードだ。

　その対戦プレイでは、通常プレイのように誰ひとり死なさずに相手を倒すのは難しい。『ＬｏＲ』のようなシミュレーションＲＰＧで味方を死なさずにクリアできるのは、制作者によってデザインされているからであり、偏ひとえに敵をプログラムが扱っているというのが大きい。もし敵を人が扱っているとなれば、死傷者０での勝利は、ユニットの性能に差がなければ至難だろう。その上、今は相手に異常なほど有利な指し揮き補ほ正せいが働いている状況だ。

「まさか、こんな形で品川の恐怖を味わうことになるなんてな」

「あいつに意識があったら、高笑いしてそうだな。『ひれ伏せ！　時代がルネサンスで止まったままの蛮人どもめ！　あーっはっはっはっは！』とか言って」

「……酷ひどい言い様だな。否定はしないけど」

　それから帝たい輝きは、しばし考える。この形で膠こう着ちやくしてしまった以上、状況は覆くつがえせないだろう。戦いを継続するメリットも薄い。敵を突破して予習もできそうになかった。

「ロードをしよう。エリス、怜れ王おと君きみ尋ひろに連絡を頼む。今回の事情も説明しておいてくれ」

「了解致しました」

　そして、怜王と君尋に確認を取ってから帝輝はロードをした。




　ロードが正常に行われ、元いた砦とりでへと戻る。

　その砦の会議室で、帝輝はクラスメイトを集めて次の攻略方法を伝達する

「敵がプレイヤーのような動かし方をするのであれば仕方ない。やり方を変えよう」

「当然よね。無理無理。攻撃当たらないってアレは」

　梨り夢むが溜ため息いきを吐つきながら言う。彼女は〈ホークアイ〉を持っており、命中率に大きな補正を受けている。その彼女ですら音を上げていた。

　誘おびき出だして迎え撃つ作戦は、ゲームと同じように大多数の敵が突撃してくることが前提だ。しかし、それが適かなわない以上、この作戦は破は綻たんしている。

「間道を進んで、品しな川がわのいる砦とりでを強襲する」

「全員で間道を進む……ってわけじゃないよな？」

　滝たき脇わきが確認するように言う。

「もちろん、部隊は分ける。強襲部隊は俺と真ま桜おだけで行く」

「ふたりだけ？」

「真桜だけでも構わないんだが、さすがに間道のルートは俺しか知らないし、説明もしにくい。向こうで必要になるのは真桜の魔法だ。真桜、〈ルナシーワンド〉は持ってるか？」

「……ん」

　持っていた杖つえを見せるようにして真桜は頷うなずいた。

「ふたりだけじゃ危険過ぎる。今回のように予想外のことがあったらどうするんだ？」

「う。そう言われると弱いが。だけど、今回は品川の軍勢と戦い続ける必要があるんだ。そうしないと間道にまで敵が溢あふれてくるからな。戦うための人材は多く必要だろう」

「まあ、それはそうなんだけど……」

　滝脇はあまり納得してないようだが、しぶしぶと引き下がった。

「それに、今すぐ攻略には向かわない。レベルアップして少しでも戦力の底上げを図りたい。もう少し経たてば状況も変わるはずだしな。攻略はそれからだ」

　だが、クラスメイトたちは不安そうに俯うつむいたままだ。

「戦い続けるって……リーダーと飛鳥あすか井いさんがいなくなったら」

　クラスの声を代弁するかのような、誰かの声が会議室に響く。帝たい輝きと真桜は、このクラスにおける殲せん滅めつ役だ。いなければ複数ユニットへの攻撃手段が途端に乏しくなる。

　現在、仲間の数は二十三人。敵ひとりを突破するのにも相当な人数を割いたのに、そこからさらに帝輝と真桜がいなくなった状態で、あの敵兵と継戦など正気の沙さ汰たではない。

「時間が経てば状況は必ず好転する。少しでも急ぎたいが、今は確実に行きたい」

　その説明でクラスメイトたちも各々納得せざるを得なかった。表情は様々で責任感を感じている者もいれば、楽観的な者もいるし、何も考えていなさそうな者もいる。

　それで会議は解散となった。砦の会議室からクラスメイトたちが次々と出て行く。

「せめて御み影かげがいればいいんだけどな。お前の力がほしいと、こんなに思うとは……」

　御影の姿を思い浮かべながら、帝輝は会議室でそんな独り言を呟つぶやいた。

　同じタクティシャンがいれば補正を下げられるし、部隊をさらに分けて対応することもできる。だが、彼女は未いまだいない。

『目的を果たしたら合流する』

　彼女を仲間にするのは、待つという手段以外になかった。




　帝輝たちは一いつ旦たん、砦から離れて連邦内を彷徨さまよっていた。

　現時点で包囲してくる品しな川がわの軍を突破するのは無理だとわかった以上、戦力を底上げするしかない。命中や回避で圧倒的に不利ならば、物量や質で補うしかないのだ。その上で連邦内で動いているであろう御み影かげが目的を果たし、こちらに合流してくれるのを期待する。

「つっても、向こうはユニットも多いしな……。質だって指し揮き補ほ正せいのせいで悪くない」

　馬車の中で滝たき脇わきが呻うめくように呟つぶやいた。彼も彼で様々な策を提示してくるが、今のところ上う手まくいくきっかけは見えてこない状況だ。

　帝たい輝きは頭の中で整理する。まずは、罠わなにはめられて包囲された状況で始まることだ。

　そして、敵はタクティシャンの補正が乗り、大きく有利なこと。

　さらに言えば、敵はＡＩではなく品川が動かしているに等しく、回復行動やアイテムの受け渡しなども行っている。自分が最も強く戦える場所をわかっていること。

「犠ぎ牲せいを払ってならいけると思うけどな」

　滝脇が言いづらそうなことを、敢あえて言ってくる。

「まあ、な。犠牲を払っていいんだったら品川をトレビュシェットで強引に倒すだけで事足りる。だけど全員を生かすには、どうしてもここは真っ当に攻略しなければならない」

「しかし、品川を強襲すると言ってもどうするんだ。それってどうにかするってのは、品川たちを倒して補正をなくすって意味だよな？」

「そうだな。補正をなくしてからじゃないと、敵を全滅させられない」

「だが、品川は殺さないわけだろ。品川の他のタクティシャンふたりは倒せるとしても、補正を27パーセント削れるだけだ。残りの30パーセントはどうするつもりだ？」

「ああ、だから真ま桜おが必要になるんだ」

「飛鳥あすか井いが？」

　そこから帝輝は品川を倒さずに無力化する方法を説明する。

「タクティシャンの持つ補正ってのは指揮能力をシステム化して、ユニットへの数値へ変換したものだ。だから、要は指揮ができない状態にすれば指揮補正を消すことができる」

「できるのか？　殺す倒すって以外の方法で」

「ステータス異常があるんだ。睡眠や混乱、魅了。これらに陥ったタクティシャンは指揮能力を発揮できなくなる」

「そんな手があるとは……なるほど。それで飛鳥井が必要なのか」

「そうだ。例えば混乱に陥れば指揮ができなくなるし、突撃してくるだけになるからな。あとは突撃しかしてこない品川をあしらっているうちに皆が敵を全滅させればいい」

　今のままでも乱数が味方をすれば三割ぐらいの確率で勝利はできると帝輝は試算していた。だが、そんな不確かなもので失敗すれば、徒いたずらにロード回数を失うだけだ。

　それに滝脇の言う通り、予想外の出来事が起こらないとも限らない。

「……マスター。こっちの国に来てからクラスメイトが見つからないけど、どうするの？」

　馬車に揺られていると、強襲部隊のキーである真桜が帝輝の隣に座る。

　真桜の言う通り、この周辺で仲間になるはずのクラスメイトたちは見当たらなかった。

「あまり心配はしていない。おそらくだが、御み影かげが集めてくれている」

「……そんなことできるの？」

「こっちにいるクラスメイトは全員ランダムで動いているが、仲間にする条件は連邦の中で完結するし、理論上はいけるはず。保ほ科しなが水み無な瀬せや鳥とり居いを引き連れて歩いていたしな」

「……でも、どうするの？　マスターの言う戦力の底上げはレベルアップもそうだけど、戦力……クラスメイトの確保もあるんじゃないの？」

「そっちも、ちゃんと考えてる。こういう時こそ『ＬｏＲ２』の特性を活いかすべきなんだ」

　不安はあるが、この連邦領内での戦争は収束に向かっている。

　むしろ、終わったあと──御影たちのレベルアップの方が問題かもしれない。

「リーダー。まずい。街に向かってる敵軍がいるらしい」

　そんな状況下で、滝たき脇わきが慌てた様子で帝たい輝きに報告すると、帝輝が頷うなずいた。

「よし。そっちの対処に出よう。エリス、ふたりにしばらく盗とう賊ぞくは任せろと伝えてくれ」

　マップ内では様々な敵軍──主に盗賊や山さん賊ぞくが動いている。敵軍は帝輝たちが取られてはならないポイントへと進軍し、そこを取られると敗北となるのだ。

「乱数が味方してるのか、妙に盗賊は少ないな。適度には出てくるけど」

　盗賊らは毎回、勝手に湧わいてくるため、倒しても安心はしていられない。

　ゲームであれば、三軍を扱うため、そのひとつを防衛に当たらせるのが鉄則だ。

　しかし、怜れ王おも君きみ尋ひろも今は忙せわしなく動いている。彼らも仲間捜しに手間取っていた。

　ゲームをやっているからこそ、ふたりの困難は手に取るようにわかる。

「こっちは連邦内に仲間が集中していますからね。ようやく半分集まったところです」

　とはかなり前にきた君尋からの報告。

「こっちも苦戦してる」

　怜王も似たようなものらしい。

「怜王はここでの仲間は八人とかそこらだったよな？　かなり苦戦してるみたいだな」

「まあ、な。悪いが、こっちもこっちで集中させてもらうぜ。期限もシビアだしな」

　仲間集めには苦戦しているため、お互い何も言えなかった。

　愚直でも進んでいくしかないというのが、帝輝が今出せる結論だ。

「……レベル上げと思って、撃退しに行くぞ。その途中にいる敵軍もついでに倒していく」

　まずはゲームオーバーにされる可能性を絶つべく、盗賊を退治しに向かった。

　そして、帝輝たちは戦せん闘とうに入り、手早く敵ユニットたちを倒していく。敵は帝輝たちの平均レベルに合わせて強くなっているが、それでもリスクは高くない。

「おっしゃ！　レベルが上がったぜ」「私も上がった！」

　おかげで今いるクラスメイトたちの育成は順調に進みつつあった。

「……マスター。あと、何日？」

　戦闘を終えた真ま桜おが確かめるように尋ねる。

「八十日までは……残り三十二日だ」

　椿姫つばきと凰おう楽らの二択。その選択肢を引き出すための、条件の期限が迫りつつあるのだ。

　品しな川がわのいる砦とりでを攻略すれば連邦内での戦争は終結するが、そのあと、帝国領内に戻る必要がある。そこで帝国との戦争を行うわけだが、これも前座だ。

　帝国領内での戦争を終えれば、天界から天使たちが降臨。そこからが最後の戦いとなる。

　最終的にはケールというラスボスの神と対たい峙じし、帝たい輝きと怜れ王おと君きみ尋ひろの三人が力を合わせて打倒しなければならない。ケールには〈サンクチュアリ〉というギフトがついており、人の作り出した武器がほとんど役に立たない。ダメージを与えられても、１が限界だった。

〈魔剣ルインブリンガー〉、〈飛剣ダークアロウズ〉、〈覇竜ヴェルクウェイブ〉、あるいは〈神剣オリジン〉などといった神の創りし武器だけが神にダメージを与えられるのだ。

「……マスター。彼らを仲間にするためには、何日までにここを出る必要があるの？」

　真ま桜おが心配そうな瞳を帝輝に向けた。彼ら、とは凰楽と椿姫のことだろう。

「どれだけ最速で行っても、二十日はないと厳しい」

「……今は残り三十二日だから……あと、十二日？」

「ああ。ただ……まだ砦を攻略するには動けない」

　あらゆる歯車が合っていなければ、八十日での攻略は難しい。ゲームにおいても八十日というのは難易度は高いのだ。

「リーダー。わかってるだろうけど……」

　夜になって街へと入り、宿屋で休憩を挟んでいると、傍そばにいた滝たき脇わきが鋭い目線を帝輝に向ける。半ば、彼の口から出る言葉を帝輝は容よう易いに推測できた。

「言いにくいことだけど、あいつを仲間にするのを諦あきらめることを視野に入れた方がいい」

　凰楽と椿姫のために、クラスメイトに無む茶ちやをさせている。

　聞きたくない言葉だったが、それでも。決断する日は目の前に迫りつつあった。





　　　　◇　　◇　　◇






　小学校を卒業した三人は同じ私立中学に進学した。椿姫は剣道の強い中学に、という推薦を受けたが、それを固辞している。帝輝と凰楽と離れることは絶対に嫌だと主張した。

「ねえねえ、今度の日曜日、遊びに行こうよ。道場の方も休みだしさ」

「次の日曜日？　悪いけど、ゲーム部の方の活動があるな」

「えええーっ！　活動って、どうせゲームやるだけでしょ！」

　椿姫がふくれっ面で帝輝に異議を申し立てる。

　中学に入った帝輝は、凰楽と共にひとつの部活を立ち上げた。そこでふたりの同志と出会っている。若わか槻つき怜王と、柳生やぎゆう君尋。高校でも同じくゲーム部を立ち上げる面々である。

「それなら、椿姫ちゃんも一緒にどう？　怜王の家でやるから、紗さ蘭らんちゃんもいるしね」

「むう……。凰楽がそう言うなら。それに紗蘭ちゃんがいるなら、暇はしないかな」

　帝輝たちゲーム部は、それぞれほぼやることは決まっている。

「おし、やっぱ『ＬｏＲ４』で対戦でいいんじゃね」

　怜れ王おの家に行った帝たい輝きは、着いて早々に提案し、怜王と君きみ尋ひろが速断でそれに賛同。

「おう！」「うむ」

　椿姫つばきや紗さ蘭らんはあまりいい顔をしなかったが、元々ゲーム部の活動を優先するために来たのだ。文句も言えない。ただ同じゲーム部員の凰おう楽らも、積極的にゲームをプレイしなかった。

「ったく、君尋め。伏兵をあんな場所に隠すとは。いや、見破って然しかるべきだった……」

　ゲーム会の帰り、帝輝は最後の対戦で負けたことを悔やみ、ひとり反省をしていた。

　椿姫は夕飯の買い物のために別ルートで帰っており、今は帝輝と凰楽のふたりだけだ。

　唐突に、思い詰めたような表情で凰楽は帝輝に問う。

「帝輝はさ。僕が剣道を辞めて、寂しくないように一緒に剣道を辞めたでしょ？」

「……なんだ、そりゃ。知らねーな」

「誤ご魔ま化かさないでくれよ。僕もそこまで鈍にぶくないつもりだからね」

　凰楽は小さく笑う。

「申し訳ないなと、思ってたけど……でも、やっぱり嬉うれしかった」

　帝輝は言うかどうか悩むように唇を結ぶが、それでも言うべきだと判断して口を開く。

「……あの時のお前は、ガキの俺から見ても危うかったからな」

　凰楽が剣道を辞めたきっかけは、怪け我がが直接的な原因だ。

　だが、そこに至るまでに、もっと大きな出来事が凰楽の心を蝕むしばんでいた。

「両親が離婚して、お祖ば母あちゃんが死んで……剣道をする動機も薄れていたからね」

　凰楽は寂しそうに自じ嘲ちようする。

　元々は父親が道場に通っていたこと。そして、祖母が凰楽の剣道を見て喜ぶ姿。

　それが凰楽が剣道をやるための強いモチベーションだった。

「でも、やっぱり帝輝まで辞める必要はなかったんじゃないかな？」

「かもな。だけど、わかんないだろ、そんなの。なんだかんだで剣道やってると時間もないしな。椿姫は家も近かったから気安く会えるけど、お前はそうじゃなかったし。剣道と凰楽、どっちを取るかって言ったら、そりゃあなぁ」

「ごめんよ、帝輝……。僕のために」

「いいって。凰楽と一緒の方が楽しいって思ったんだし。つか、お前ももっとゲームやれ」

「あはは……。ゲームは僕にはなかなか難しくてね」

　そして、凰楽はぽつりと言う。

「ずっと、君と一緒にいられれば、きっとこれからの日々も明るいだろうね」

「……何、詩人になってるんだよ。恥ずかしいからやめろって」

「僕も自分で言ってて恥ずかしいけど……でも、これが僕の偽らざる気持ちだから」

　この時からだろう。

　凰楽が、どんな時であろうと、帝輝のフォローをし始めたのは……。




　一方、中学時代の椿姫つばきはというと、ずっと剣道に明け暮れていた。部活と道場を両立させ、どちらも華々しい活躍をしており、大会においても年上以外に負けていない。

　そんな天才児の日常はというと、

「帝たい輝きー！　あたしの家のプリン食べたの帝輝でしょ！」

「いや、小お母ばさんが食っていいって言うから」

「お風呂上がりに楽しみにしてたのに！　もう！　ばか！」

　教室でこんな話をするものだから、クラスメイトたちには誤解されまくっていた。

　恋人じゃない、と明かした時にちょっとした騒動が起こったほどだ。

　ただ、だらしない帝輝の世話を焼くのが椿姫の日常となっており、彼女は他の男子には目もくれない。椿姫を憎からず思っていた男子らが、諦あきらめるのに時間はかからなかった。

「ゲームもいいけど勉強もしないと駄目！　ノート取ってあるから、ちゃんと読んでね」

「何で早弁なんてしてるの！　よく噛かんで食べないと味わえないでしょ！」

「もー。何で教科書忘れるかなー。まあ、持ち帰らないよりはいいけど、はい」

　と、まるで母親のような世話焼きっぷりだった。クラスメイトたちは生暖かい目でふたりを見守っていたが、それにいい顔をしなかったのが剣道部の面々だ。

「君の世話に意識を割かれて、剣道が疎おろそかになってもらっても困るんだ」

「いや、あいつはそんな奴やつじゃないと思うけど……」

　帝輝が何を言っても、その反論は封じられた。椿姫のいないところで連行され、脅されたこともある。それを帝輝は何も語らなかったが、ある日、凰おう楽らから椿姫に伝わった。

「今後、帝輝に何かしたら、あたしは剣道部を辞めます。いえ、剣道自体辞めますから」

　これを伝え聞いた道場側は、大慌てで中学の剣道部に釘くぎを刺す。それから帝輝への嫌がらせはなくなった。もちろん、剣道部の部員と擦れ違う度に舌打ちをされたり、睨にらまれたりはするが、直接的な嫌がらせは消えている。

「悪かったな。結局、お前に迷惑かけちまって」

「いいんだよ。あたしは帝輝に迷惑かけてる方が嫌だったから」

　そんなある日の下校中、何でもないことのようにニコリと笑う椿姫。

「あたしは帝輝のために剣道やってるようなものだしね」

「なんでだよ」

「帝輝が辞める時に頂点を見てこいって言ったからだよ。それに帝輝は普段付き合ってくれないけど、ちゃんと大会には応援に来てくれるからね」

「……お前、気付いてたのかよ。誰にも言ってなかったのに」

「帝輝のことだったら、どこにいてもすぐに見つけられるもん」

　写真に収めたいぐらい、これ以上ない得意げな顔だった。

「どうしてお前はこうも俺の世話を焼くかね。もっとやりたいこととかあるだろ」

「帝輝と一緒にいると楽しいし。だからだよ」

「そんなもんかねぇ。いや、俺は楽でいいけど」

「あれ？　七面倒臭いとかうざったいとか思われてると思ってた」

「幼おさな馴な染じみの好意からの行動をウザいと思うわけないだろ。何言ってんだ。いつも助かってるよ。というか、まあ……俺もお前に甘えてるって自覚あるし」

「そうなんだ。でも、いいんだよ。もっと甘えてくれても。あたしの方が好きで世話焼いてるんだし。それに世話してないと、帝たい輝きってばなんか危ないことに首突っ込みそうだし」

「なんでだよ。そんな危険なことをした覚えはないぞ」

「あの時、お父さんもお母さんも肝冷やしたって言ってたけど……」

　心当たりのある帝輝は痛いところを突かれたように苦笑いをした。

「……まあ、あの時は若かったな」

「急に老け込まないでよ。でも、あたしはそのおかげで清く正しく生きてるけど」

　椿姫つばきが言っているのは幼稚園の頃の話だ。帝輝たちの通っていた私立小学校付属幼稚舎は厳げん格かくなことで有名で、躾しつけや礼儀作法にも厳しい場所だった。

　嘘うそも反抗も許されない、いっそ軍隊の養成所かと思えるほどの。

　ある日、大きな音がして、そこには割れた花瓶の傍そばに椿姫がいた。

　当然、保育士たちは椿姫が割ったと決めつけ、謝るように強要する。「悪いことをしたのなら謝らなきゃ駄目でしょう」と。だが、椿姫は決してやっていないと言い張った。

　躾として平手打ちが飛ぶ。そこに割って入り、代わりに打たれたのが帝輝だ。

「つばきは、うそなんかつかない。わったのはぜったいにつばきじゃない！」

　と言い切り、保育士を睨にらみつけさえした。

　反抗すら許されないこの幼稚舎で、そんなことをすれば当然、両親にも連絡が行く。

　どういう教育をしているのか、保育士は帝輝や椿姫の親にそんな苦情を伝えた。

　帝輝もまた親に訴えた。椿姫が嘘を吐つくはずがない。自分は間違いを正したのだと。

　そのあと、退園するしないの騒ぎにまで発展するのだが、翌朝、花瓶を割ったのが幼稚舎で飼っている犬だったと判明する。花瓶の細かな破片が犬の毛並みの中から出てきたのだ。

　椿姫は犬が割って逃げ去ってから、そこを通ってしまっただけだった。

　椿姫の疑いは晴れ、幼稚園側が謝罪。帝輝の言い分もまた正しいことが認められた。

「お父さんやお母さんですら、誰も信じてくれなくて。でも、帝輝だけは信じてくれた」

「あの時のお前、ずっと泣きそうな顔してたしな」

「あのままずっと犯人扱いされてたら、きっとあたしは自や棄けになってたと思うんだ」

「どうかな？　道場でまた性根を叩たたき直されるだけなんじゃ……」

「そ、そうかもだけど。でも、それぐらいあの時のことは大事なの！」

　それ以来ずっと椿姫は帝輝の世話を焼いている。

　家が近いということもあって仲なか睦むつまじく、時々喧けん嘩かをしながらも健やかに育ってきた。

　それでも椿姫は帝輝へ恩を返しきれていないと思っている。あの時、身体からだを張って庇かばってくれなければ、本当に自分がどうなってたかわからないと言い続けていた。

「信じてくれる人がいるのは幸せだよ。帝たい輝きはこれからもずっと人を信じてほしいな」

「正直者は馬鹿を見るって言葉もあるぞ」

「それはそれ、これはこれ」

「……都合のいい解釈だな」

　帝輝は恥ずかしそうに頭を掻かき、そして、話題を元に戻す。

「話戻すけど、いいのか？　俺を庇かばってさ。剣道部の連中と、やりにくくならないか？」

「いいんだよ。帝輝に迷惑をかけるような人と、あたしは竹刀を交わしたくない。帝輝か剣道か、どっちか選べって言われたら、あたしは帝輝を選ぶからね」

　帝輝は敵かなわない、と溜ため息いきを堪こらえるしかなかった。





　　　　◆






　夜も遅くなっていたため、帝輝は眠りについていたが、意識が引き戻される。

「久々に夢を見たな……」

　この世界でも夢を見られるのは前々から知っていたが、それでも変な感覚だった。それに妙に身体からだが心地よい熱を持っている。まるで隣に椿姫つばきが寝ていた時のような温ぬくもりだ。

「……うきゅう」

　寝起きには聞き慣れない声。背筋に嫌な予感が電撃のように迸ほとばしる。

　そして、脳の回転が速くなるごとに、手に伝わってくるマシュマロのような感触。

「……おはよう、ますたー」

　彼女も彼女で寝起きのせいか、やたら動きが遅い。

　しなやかな肌が、朝日に反射して神々しい。いやらしさを微み塵じんも感じさせないほどだ。

　だが、下着姿であることは決して覆くつがえらない。帝輝はすぐに真ま桜おの身体から手を離した。

「ま、真桜！　い、いつの間に！　というか、なんで下着なんだ!?」

「……んー、夜中に。暑かったから」

　首を傾かしげる。暑かったのなら、そもそもなぜ人の寝床に入ってきたのか。

　きつく注意をしようと思った帝輝だったが、

「……マスター、寂しそうだったから」

　その言葉を聞いて帝輝も毒気を抜かれてしまった。

　彼女も徒いたずらに寝床に入り込んできたわけではないのだ。

「俺のために？」

「……椿姫さんがいないし、一緒に寝ればマスターが元気になるかなって」

　逆に心配させていたことを申し訳なく思ってしまう。

「そっか。心配させて悪かったな」

「……ううん。マスターが少しでも元気になってくれれば、それが嬉うれしいから」

　胸の中に、込み上げそうな波がやってくる。

　あの不器用だった真ま桜おが、頑張って慰めてくれることが嬉うれしかった。

「でもビックリするから、寝ている間に寝床に入ってくるのはやめて」

「……次から寝る前に許可を取る」

　そう言って真桜は再び倒れ込む。掛け布団を引ひっ被かぶり、くーと寝息を立て始めた。

「いや、二度寝するなよ。そろそろ起き──」

　こんこんとノックが響き、ガチャリと扉が開いた。帝たい輝きの反応を待つ素振りもない。

「リーダー、起きろ。時間だ」

　またしても委員長だ。そしてその横にいたのは滝たき脇わき。帝輝の寝床を見て、委員長は目を見開き、滝脇があちゃーといったように顔に手を当てていた。

「……以前にもこんなことがあったが、リーダーは懲りていないようだな」

「待ってくれ。話を聞いてくれ」

「男女七歳にして席を同じうせず、だ。恥を知れ、リーダー！」

　結局、叱しかられることになった。




　食堂で、この日の予定を帝輝は説明する。

　と言っても、やることは変わらない。皆のレベルを上げる。それだけだ。君きみ尋ひろや怜れ王おに迷惑をかけることになるため、長い時間を戻るようなロードはできない。ただ、時間がなくなるということは、凰おう楽らと椿姫つばきを仲間にするための時間が迫っているということだ。

「だけど、そもそもあいつに戻ってくる意志があるのか？　あいつを仲間にできずに終わるぐらいなら、危険を冒す必要もないんだろ？」

　朝食が終わり、帝輝とふたりになった滝脇が疑問を呈する。滝脇は今に限らず、帝輝が決断しにくいことや、常に言いにくいことを指摘してくれていた。

　それは今の帝輝を作戦的に支えられる者が滝脇しかいないというのもあるだろう。

　帝輝が感情的に決断しにくいことは、滝脇が言うしかない。

　ただ、帝輝を心配する気持ちも滝脇には大いにあった。彼もまた、クラスメイトたちを現実へ戻したいという確かな意志を持っている。

「わかってる……。だけど、もう少し。もう少しだけ粘らせてくれ」

　そんな滝脇の思いを受けて帝輝は小さく頷うなずいたが、滝脇は凰楽についての話を続けた。

「皆も前回受けた裏切りを忘れちゃいないだろう。あいつに殺された奴やつだっている。リーダーがロードをできるのを知っていたとはいえ、それを許せるかどうかは別だ」

「わかってるよ。あいつを助けたいってのが、俺の独りよがりだって言うのも」

「そういう意味だけでもないんだが……でも、決断はしておいた方がいいぜ。決めきれずに曖あい昧まいな態度を取って、すべてを失う可能性を考慮しておいてくれ」

　わかっているのだ。自身が決断しきれていないことに。

　これ以上、凰楽のために危険を冒す必要があるのだろうか？　皆が凰楽の帰還を望んでいなければ、凰おう楽ら自身が帰還を望んでいなければ、本当に帝たい輝きの独りよがりになる。

　梨り夢むが楓かえでを仲間にする時、散々感情的になっていたのを責めたというのに、いざ決断が近づいてくると冷静ではいられなかった。

「自分の器の小ささが嫌になってくるな」

「そんなことはない。リーダーがいなきゃ、俺たちは全員この世界でわけもわからずに死んでただろうからな。ここまで引っ張ってきたのは、間違いなく鷹たか司つかさ、お前だよ」

「………」

「でも、リーダーが皆の前で自分を卑下するのはやめておいた方がいい。士気が下がるからな」

「そう、だよな。悪いな。滝たき脇わきの前でばっかり弱音を吐いてさ」

「はは。言ってくれ言ってくれ。聞くだけならタダだしな」

　滝脇は小さく笑いながら帝輝の背中を叩たたいた。

「もう少し経たてば、キーが揃そろうはずなんだ。どういう状況になるかはわからないが……」

「ああ、わかった。リーダーがそう言うんだ。信じるさ」

　そんな折、エリスが帝輝に駆け寄ってくる。

「帝輝様。君きみ尋ひろ様から救難要請が来ています」

「……来た！」

　帝輝が珍しく大声を上げながら、小さくガッツポーズを取る。

「おいおい。救難要請だぞ、リーダー」

「救難要請は予想外だったが、それでもキーは揃う。ここを一秒でも早く終わらせるぞ」

「わかった。行こう」

　そして、帝輝たちは君尋の軍を救うべく動き出した。




　帝輝たちは君尋のいる戦域──ディープミストと呼ばれる森の中へと入った。すでに戦せん闘とうが行われているようだが、戦域の入り口に当たる箇所には誰もいない。

「今、君尋様が矢面に立って、虚きよ数すうユニット三体を抑えているそうです」

　君尋の軍は森の奥深くで、虚数ユニットに追い詰められているという。

　三体もいるとなれば、君尋は防ぼう御ぎよを主眼に置いているだろう。

　君尋と言えど、虚数ユニット三体を相手に戦うのは厳しい。特に君尋は近距離型のユニットでない分、自分だけで戦うには不利過ぎた。特に虚数ユニットには魔法が効かない。

　帝輝たちも今は帝輝抜きで倒せるが、それでも一体だけならという条件がつく。

　二体以上現れれば、犠ぎ牲せいは避けられない。犠牲を厭いとわないのであれば倒すことは可能だが、それでは意味がないのだ。その信念は君尋も同じだろう。

「滝脇。虚数ユニットは経験値を考えれば美お味いしい。背後から襲って一体を潰つぶしてくれ」

「わかった。誰か適当に当たらせる。ここなら地形効果も大きく受けられるしな」

　滝脇に軽い指示だけして、帝輝はクラスメイトたちに先行した。木漏れ日すら入らない森の中を、帝たい輝きはひとり全速力で駆ける。奥に行けば行くほど、霧が濃くなっていた。

「道は覚えてるし、滝たき脇わきにも教えたけど、実際に来ると不気味だな」

　その霧を割くように帝輝はさらに進む。道を間違えれば別の場所に出てしまい、無限ループをさせられるため、一度も道を間違えてはならない。

　しばらくすると、森の奥から鉄と鉄がぶつかり合う音や悲鳴が聞こえてくる。

　そして、霧が占める視界には少しずつ人影らしき者が浮かんできた。

　虚きよ数すうユニット三体が嵐のように剣を振り回している。君きみ尋ひろはそれを避よけながらどうにか武器で防いで対処、後ろにいるクラスメイトたちの壁となっていた。君尋のユニットはレベル最大といっても後衛寄りだ。近距離では一般ユニットとそう変わらない。

　遠距離でこそ、彼は力を十全に発揮できる。だが、その苦手な分野で耐えているのは、クラスメイトたちの協力と、偏ひとえに君尋のセンスがあってこそだろう。

「君尋ッ！　来たぞ！」

「帝輝！　よし、全軍合図を待って突撃！　無理だけはしないようにして下さい！」

　虚数ユニットの背後からすれ違いざまに一撃を加え、帝輝は君尋の前に立つ。

　君尋の指し揮き補ほ正せいが帝輝に乗り、帝輝のステータスが上昇。そして、帝輝という壁を得た君尋は背後で魔法の準備を始める。少しずつ虚数ユニットのＨＰヒツトポイントを削ったところで、滝脇の指揮するクラスメイトたちが襲いかかった。

「好機到来！　皆、攻撃するのは今だ！」

　すでに瀕ひん死しとなっている虚数ユニットに対して、帝輝と君尋以外が総攻撃をかける。

「〈ライトストリーム〉！」

　帝輝の放つ光の奔流がふたりの虚数ユニットを貫き、そのＨＰを０とした。

　虚数ユニットがふたり同時に消えていく。

「あとひとり、あたしに任せて！　今のレベルなら……！」

　鷹たかのように鋭い目で梨り夢むが弓の弦を引き絞り、

「このッ！」

　赤い矢羽の矢が赤い軌跡を伴って飛ひ翔しようした。鏃やじりが突き刺さり、最後の虚数ユニットのＨＰが０となり、その身体からだが消失。それでこの戦域での戦せん闘とうは終わった。

「大丈夫だったか、君尋」

「ええ。問題ありません」

　君尋はさすがに疲労を感じているのか、大きく息を吐く。

「助かりましたよ、帝輝。ここまで焦ったのは久しぶりですね。前回、君の軍に二回も遭そう遇ぐうして、屠ほふられて以来かな」

「なんだよ、皮肉か？」

「いえ、羨せん望ぼうですよ。君のクラスメイトたちは僕のクラスメイトたちの猛攻にも耐えて死にませんでしたからね。君の信念が息づいているんだなって感じました」

「ロードは限られていたからな。皆も必死なんだよ」

　そして、帝たい輝きは真ま面じ目めな顔で君きみ尋ひろに向き直る。

「ところで君尋。話は変わるが、今すぐ手を貸してほしい」

「何ですか藪やぶから棒に。主語をお願いします」

「例の砦とりで戦で苦戦してる。強襲をかける形で片を付けたい。だから力を貸してくれ」

　帝輝は待っていたのだ。君尋の軍が近くに来るのを。少しでも君尋の軍が時間を作れるように、盗とう賊ぞくを露つゆ払はらいしてきた。彼らが力を貸してくれれば、品しな川がわの軍と戦い続けることは不可能ではない。さらに君尋の指し揮き補ほ正せいがつけば、敵の補正も大きく軽減できる。

　三軍あるからこそ、合流して攻略する。これこそが『ＬｏＲ２』の醍だい醐ご味みであり──あの砦を突破するための、最後のキーだった。

「彼女を仲間にするのに残りは……、彼は……、ここからかかる日数は……」

　そして、君尋も考える。彼は頭の中でフローチャートを組み直していた。

　彼らもクラスメイト捜しに奔走している。特に君尋の軍はこちらで仲間にできるユニットが多いため、その工程はまるでパズルのようになっているだろう。

「おそらくお前なら三時間ぐらいは時間が取れるだろう。違うか？」

「……同じ計算をしていますね。こっちもこなさなきゃいけないイベントが残ってますが、助けられたことを無視して立ち去るのも気が引けますからね。クラスメイトたちも納得するでしょう。そこまで時間は取れませんが、一時的になら協力させてもらいます」

「ありがとう、君尋。感謝する」

　帝輝は嬉うれしそうに、君尋に頭を下げる。

「顔を上げて下さい。お互い時間がないのですから」

　帝輝は急ぎ、クラスメイトたちを招集し、品川が率いる砦へとその足を進めた。




　再び、品川の軍がいる砦へ向かう。幾いく何ばくもしないうちに、包囲されるイベントが発生するだろう。だが、前回と違っていたのは本来はいないユニットも乱入していることだ。

「帝輝。あの妙な連中がいますね」「ああ、わかってる」

　帝輝や君尋の計算を狂わせる元凶──またも虚きよ数すうユニットがいた。

「連中、品川の指揮下には入ってないな。指揮補正が効いていない」

「そうじゃなかったら、どうにもなりませんよ。不幸中の幸いですね」

　ただでさえ、敵ユニットの多くが馬鹿げた指揮補正を受けている状況だ。虚数ユニットまで指揮下に入っていたら、もう太刀打ちなど不可能だ。

「滝たき脇わき。誘導部隊はお前に任せた。そっちには虚数ユニットが来るはずだから、君尋と協力して軍を動かしてくれ」

「わかった。えーっと……」

　滝脇が視線を向けると、君尋が小さく頷うなずいた。

「２－Ｃの柳生やぎゆう君尋です。よろしくお願いするよ」

「あー、２－Ｂの滝脇信のぶ利としだ。リーダーがいなくなっちまうからな、頼りにしてる」

「うむ。君らに助けられた分はしっかりと働こう」

　君きみ尋ひろが協力できる時間は長くない。彼らにも助けるべき人がおり、その途中なのだから。

「三時間弱が過ぎたら、悪いけど僕らは戦域から撤退しなきゃいけない。だから……」

「ああ。だから、撤退までにこっちに目め処どがつかなかったら……ロードする」

　お互い、ギリギリのラインにいる。

　帝たい輝きも、君尋も、あるいは怜れ王おも残り日数はギリギリだ。それぞれのクラスメイトを見捨てずに、必ず全員で現実に戻る。それが彼らの定めた最低限の目標だ。

　慌ただしく準備を整える中、滝たき脇わきが帝輝に近づく。

「やることは変えないでいいのか？」

「ああ、包囲されるのも同じだし、そこを突破するのも同じだ」

「さっきの彼……柳生やぎゆうが来てくれたから、リーダーの方に人材を割り振れると思うが」

　そう言われ、帝輝は僅わずかに悩む。真ま桜おと帝輝だけというのは、不安な点ではあった。

「彼らが去る三時間で決めなきゃならないんだ。そっちの確率を少しでも高くしてくれ」

「サンキュ。ホントに頼りになる軍師だよ、お前は」

「なんだかんだで今回も最初からリーダーの横で指揮を執ってきたからな。現実に戻ったら『ＬｏＲ』を攻略Ｗｉｋｉなしでもクリアできそうだ」

　その頼もしさに帝輝は小さく笑って頷うなずく。

「じゃあ、ひとり連れていく。四人以上だと、目立って引き寄せる可能性があるからな」

「ああ。誰を連れていく？」

「あ、あの、わたしはどうでしょうか……？　お役に立ちたいんですけど」

　この中ではステータスも上位にいる楓かえでが控えめに帝輝を見る。

「楓は無理だ。この強襲は速度と潜伏が前提だけど、ホプリテスには向かないんだよ」

「そ、そうですか。差し出がましいことをすいません」

「その分、俺たちが間道を進んでいる間、引き寄せる誘導部隊の中心は楓だ。君尋や滝脇の指し揮き補ほ正せいは入っても、相当な負担になるからよろしく頼む」

「は、はいっ！　任せて下さい。ここにいる皆さんの命は、私が預かりますから！」

　楓は元気よく返事をして、気合いを入れる。

「あ、あのお兄ちゃん」

　次に立候補したのは、紗さ蘭らんだった。

「紗蘭？」

「わたしを連れてってほしいの。絶対に役に立ってみせるから」

「確かにシンガーのお前がいてくれると心強いが……」

　歌が強い理由は、その効果もあるが、命中率など関係なく条件を満たせば必ず効くということが挙げられた。何か問題が起こった時に対処しやすくなるのは確実に紗蘭だろう。帝輝のステータスを１・２倍に補正することもできるのも大きなメリットだった。

　しかし──。

「危険だし、そもそも品しな川がわのいる砦とりでまで行った時にやることがなくなる。悪いが──」

「し、品川さんを魅了できるかもしれなくって……」

「いや、何度も言ってるけど、ボスキャラや仲間になるキャラに歌は効かないんだって」

「で、でも。その……か、楓かえでさんには魅了の歌が効いたの！」

　帝たい輝きはそれを聞いて眉まゆ根ねを寄せる。頭は長年の経験から半ば癖のように、ゲーム的にそんなことがあるわけないと思ってしまう。

　だが、ここはゲームとまったく同じではない。それに他ならぬ紗さ蘭らんが訴えているのだ。

「本当なの！　お願い、お兄ちゃん。信じて！」

　必死に、仕様にないことができたと訴える紗蘭。

　その内容の是非を考える前に、昔のことが脳裏を過よぎる。

『ほんとうなの！　たいき、しんじて！　あたし、やってない！』

　幼稚園の頃に、幼い椿姫つばきはそう訴えた。

『信じてくれる人がいるのは幸せだよ。帝輝はこれからもずっと人を信じてほしいな』

　夢の中の椿姫は、やはりそう言った。

　頭で組み上がって固定されていた仕様は方程式となり、できないと訴えている。

　だが、紗蘭は信用できない人間か？　断じて否だ。速断できる。

　彼女は信用できる。その彼女が、言っているのだ。歌が効いたのだと。

　ならば、ゲームの仕様よりも優先するべきだ。椿姫もここにいれば、そう後押しする。

「わかった。信じる。負担をかけるかもしれないが、紗蘭。ついてきてくれ」

「うん、お兄ちゃん！　任せてね」

　これで強襲部隊は三人だ。

「……せっかくマスターとふたりきりだと思ったのに」

「ご、ごめんね、真ま桜おちゃん」

「……冗談。一緒にマスターを助けよ？　紗蘭」

「う、うん！　一緒に頑張ろう！」

　会話が終了すると、戦場の風が俄にわかにざわつきを運んでくる。

「お話はここまでです。来ましたよ」

　君きみ尋ひろが言うと、品川の軍が突如戦場に現れた。イベントが発生し、そこら中に伏せられていた兵がどこからともなく現れた。あっという間に東西南北、すべてが敵兵で埋まる。

「行くぞ！　２－Ｂ、シミュレーション・エントランス！」

「……帝輝。君はそれを毎回言っているのか？」

　隣で君尋が呆あきれたような目を向ける。帝輝のクラスメイトたちも苦笑いを浮かべていた。

「こうして言葉にすれば、気合いが入るんだよ！」

「なるほど。それならば僕も真ま似ねをさせてもらおう。……行きましょう、２－Ｃのクラスメイトたちよ、シミュレーション・エントランス！」

　戦せん闘とうの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。帝輝と君尋たちは前回と同じように包囲の一角を切り崩す。帝たい輝きと君きみ尋ひろ、そして紗さ蘭らんと真ま桜おは殿しんがりで、包囲してくる敵を抑え込んだ。

「あそこにいる敵ファイターが弱いぞ！　全員、あそこを狙ねらえ！」

　滝たき脇わきが指示を出す。放たれた三十近い数の攻撃は低い命中率を無む理り矢や理り補い、その敵ファイターのＨＰヒツトポイントを一瞬で溶かした。

　そして、その開いた穴へとクラスメイトたちを突っ込ませて、敵の後方へと出る。

「君の軍師タクテイシヤンは優秀ですね」「うちの自慢の軍師タクテイシヤンだ」

　帝輝は君尋に自慢するように言う。

　滝脇は前回よりも早く包囲を突き崩し、陣列を整えた。帝輝たちもダメージを負いながら合流を果たす。残り二時間。前回はここで待ったが、ここからが今回の作戦の本番だ。

「じゃあ、君尋。少ない時間だが頼んだ。滝脇もよろしく頼む」

　彼らが頷うなずくのを確認してから、帝輝は真桜と紗蘭を連れて、さらに後ろへと下がった。

　ここから遠回りをしつつ姿を眩くらませ、帝輝たちは後方に引っ込み、敵部隊の視線から逃れる。この行動を不自然と思わせないために、帝輝たちは少なからずダメージを負っていた。これで回復のために後ろに下がったと敵は見るだろう。

　そして、楓かえでが前線に出て君尋も前に出れば、継戦を選択したと思うはずだ。

　しかし、帝輝たちはすぐに後方から間道に入り、品しな川がわがいる砦とりでへと向かう。

「敵に気付かれないかな……？」

　紗蘭が心配そうに呟つぶやいた。間道のすぐ近くには敵兵が待ち構えている。今は滝脇や君尋の部隊へ意識が向いているが、間道の存在に気付かれれば終わりだ。品川は目に見える地形がすべてと思っているだろう。だから、この間道の存在に気付いていないのだ。

　だが、騒いだり目立ったりすれば気付かれてしまう。そこは注意しなければならない。

「気付かれないように静かに動くぞ。目立たないよう速やかに品川のいる場所へ向かう」

　草の中に身を潜めながら、中腰で進む。敵の雄お叫たけびや鉄のぶつかり合う音が近くで聞こえる度に、祈るような気持ちで敵が過ぎ去るのを待った。

「……あ、う」

　紗蘭が震えている。きっと、森の中でひとりにした時もこんな風にしていたのだろう。

「大丈夫。深呼吸しておくといい」

　帝輝は肩を抱いて紗蘭を安心させた。

「ふぅ……。行ったな」

　少しして無事に敵兵が通り過ぎ、帝輝たちはすぐに立ち上がって前へと進む。

　何度も敵とニアミスしながらも、一時間ほど歩いていただろうか。ようやく砦が帝輝たちの視界に現れた。そして、その敵たちは砦の外に出ており、数名の護衛を伴っている。

「あそこにいる。ひとり外に出て指示を出してるのが、タクティシャンのひとりだ」

「……倒していいの？」

　真桜の疑問に帝輝は頷いた。

「真桜の攻撃に合わせて、俺も攻撃する。ひとりを倒したら即座に殴り込むぞ。紗蘭は俺の後ろでいつでも歌が歌えるように準備しててくれ」

　包囲にユニットを割いているためか、この砦とりで付近にいるユニット数は大した数ではなかった。砦の中での戦せん闘とうになることもないため、そちらに逃げ込まれる心配もない。

　そして、タクティシャンの指し揮き補ほ正せいは自分自身には反映されないのだ。

「タクティシャン自身は弱い。俺たちのふたりの攻撃が入れば倒せる」

　命中率は、真ま桜おの魔法が70パーセント。帝たい輝きの攻撃が80パーセント。

　両方当たってもおかしくない。だが、確実に倒すには心こころ許もとない。

　特に70パーセントや80パーセントは、ここぞという時に裏切る魔の数字だ。

「……いきます」「いつでもいいぞ」

　真桜の合図を皮切りに、帝輝は剣を構えた。

　真桜の杖つえの周囲に、光の反射が舞い散る。細かな氷の破片で光が乱反射していた。彼女の口が詠を唱えている。その周囲に、無数の氷柱つららが浮かび上がり始めた。

「……《キラーアイシクル》、射出シユート！」

　氷柱がまるで音速で次々と飛ひ翔しようする。それらはすべて敵タクティシャンに向かった。

「〈ライトストリーム〉！」

　ほぼ同時に帝輝が剣を振ると、そこから光の奔流が放たれる。

　ザシュッと音を立てて、《キラーアイシクル》が命中。命中判定でも当たり、敵のＨヒツトＰポイントが大きく減少し、０となる。帝輝が〈ライトストリーム〉を放つまでもなかった。敵タクティシャンが消え、指揮補正が57パーセントのうち、13パーセント減少したのがわかる。

「よしっ！　突撃！」

　帝輝は拳こぶしを握り、森の中から砦の中へと足を踏み入れた。

　敵タクティシャンの撃退と同時に、次々と敵ユニットが帝輝たちに気付く。

　その中には虚うつろな目をした品しな川がわ夕ゆう香かもいた。そして──一体の虚きよ数すうユニットも現れる。

「そのぐらい予想の範囲内だ！　紗さ蘭らん、頼む！」「うん！　お兄ちゃん」

　帝輝の指示に従い、歌を歌い始める。帝輝をパワーアップするための歌だ。

「……斬きり進め、〈エアブレイド〉」

　その間に、真桜は杖から凶悪な切れ味を持つ風の刃やいばを射出し、もうひとりのタクティシャンを倒しきる。敵の指揮補正が44パーセントから30パーセントへと下がった。

　あとは品川を無力化するだけだ。帝輝に言われていた通り、真桜は対象を混乱させる魔法、〈ルナシーワンド〉を取り出して構える。

　すべては順調に推移──その瞬間、帝輝は意識していなかった音を聞き分けた。

　ここにあってはならない音。ヒュッという何かが飛翔するＳＥ。矢だ。

　その瞬間──反射的に帝輝の身体からだは動く。

「はああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　帝輝は虚数ユニットから視線を逸そらし、その矢に向けて剣を出す。

　擦かすったことすら奇き蹟せきだっただろう。その矢は無情にも真ま桜おに向かう。

　矢は幸いにも真桜に直撃しなかった。軌道を若干逸そらされた矢は、身体からだではなく手にあった武器を破壊した。品しな川がわを無力化するための、〈ルナシーワンド〉を。

　魔法使いたちは攻撃を受けると一定確率で装備している杖つえが壊れるが、それがこんな時に発動しなくてもいいだろうと、帝たい輝きは運のなさを呪のろう。

「……マスター、ごめんなさいっ」

「謝らなくていい！　生き残っただけでも充分だ！」

　むしろ、今の矢が当たったら間違いなく真桜は死んでいた。

　矢が放たれた方向を見れば、そこには虚きよ数すうユニットが物陰に潜んで次の矢を番つがえている。

「次から次へと……！」

　残る敵は虚数ユニット二体。内一体は今の帝輝から遠過ぎる。

　真桜の遠距離魔法は効かない。帝輝の遠距離攻撃でも届かない。

　なぜこうも的確に予想外のことが起こるのか。あまりにも強い悪意を感じる。

　だが、そんなことを気にしている場合ではない。これが凰おう楽らや何者かの策略だったのだとしても、今はここを切り抜けることを全身全霊で考えるべきだった。

「……守るだけだ！　切り抜ける手段は戦いながら考える！」

　一体であれば虚数ユニットから真桜や紗さ蘭らんを守りながら戦うことはできる。

　だが、二体から彼女たちを守るのはどうしても手が足りない。

　その上、まだ品川麾き下かのユニットたちは僅わずかばかりだが残っている。

「真桜と紗蘭を間道に戻してから……いや、それじゃ時間がかかり過ぎる」

　そろそろ約束の三時間が過ぎる。君きみ尋ひろたちが撤退する時間だ。指し揮き補ほ正せいが30パーセントに減ったとはいえ、これではまだまだ苦戦は必至。壊滅もあり得る。

　帝輝が考えを巡らせていると、紗蘭が視線を送ってきた。

「わたしに任せて」と。

『信じてくれる人がいるのは幸せだよ。帝輝はこれからもずっと人を信じてほしいな』

　決意を込めた彼女の瞳にもう迷いはない。

　帝輝も覚悟を決めた。紗蘭をフォローして、この場を動く。紗蘭を信じて動くだけだ。

　指揮官の資格なしだな、と帝輝は心の中で自じ嘲ちようするが、それでも頼りになるクラスメイトがいてくれる。それが今の自分たちの強さなのだと強く強く自覚した。

「Ikaw na may poot, itinigil ang kanyang mga hakbang, sa kapayapaan.」

　そして、紗蘭の歌声が戦場に響き渡った。それは虚数ユニットを止める歌でも、帝輝をパワーアップさせる歌でもない。魅了の歌だ。敵を魅了し、こちらの友軍ユニットとして戦わせることのできる能力。それを品川へターゲッティングしていた。

「あ……、ぐ……！」

　帝輝は品川の様子を見ると、彼女は小さく呻うめき始める。

　ゲームの仕様では効かない。再三、帝輝が言ってきたことだ。

　だが、紗さ蘭らんの言った通り、品しな川がわは止まっている。完全に魅了されていないのかまだ動きが止まっただけだったが、それでも品川は足を止めたのだ。

「Ang bawat ay naghihintay para sa iyo. Mangyaring mabawi ang iyong sarili.」

　紗蘭の歌はさらに続いた。品川の敵意を鎮めるように、あるいは友好を歌っているかのように。帝たい輝きや真ま桜おにも、その歌は染み渡る。

　如い何かにゲームのストーリーであったとしても、仲間同士で戦い合うことに紗蘭は傷付いていたのかもしれない。楓かえでにも効いたと言っていたが、もしかしたら紗蘭のそんな優しい心が仕様を覆くつがえしたのではないか。そう考えてしまうほど、これは奇き蹟せきだと帝輝は思えた。

「ああ、っ！」

　品川がさらに敵の呪じゆ縛ばくから逃れるように身を捩よじる。

　いつの間にか彼女は完全に無力化されていた。帝輝は敵のステータスから指し揮き補ほ正せいを見る。その数字は、ついに０。57パーセントあった指揮補正は、完全に消え失うせた。

「よしっ！　紗蘭、やったぞ！」

　命中値や回かい避ひ率りつが正常値に戻ったのだ。これで滝たき脇わきたちは問題なく戦える。

　だが、こちらの問題はまだ完全に解決していない。虚きよ数すうユニットは二体残っている。

　先程、弓で真桜を撃った虚数ユニットは、次に歌っている紗蘭を狙ねらっていた。

　帝輝はその射線上に立ち、攻撃を受ける覚悟をする。

　そんな中、近接型の虚数ユニットは真桜に向かった。

　もはや命中判定で避よけ続けることを祈るしかない。そんな絶望の刻ときが迫る──




「皆、この勢いであの戦域に突っ込みなさい！」




　鷹たかのように鋭い指揮が、戦場に響き渡る。そして、戦域の外側から怒ど濤とうのようにユニットが押し寄せた。皆、青のワンポイントがある装備をつけている。それは味方の証あかし。

　ここに味方の援軍イベントは存在しない。であるならば、それは意志ある味方だ。

「……み、皆？」

　戦域に突っ込んできたのは、まだ仲間になっていなかった裏うら松まつら、教室では見慣れたクラスメイトたち。そして、それを指揮するのは紫色の服飾を纏まとい、同じ色の髪を頭でまとめてポニーテールにした少女。その手にはタクティシャン特有の装備、鉄扇がある。

　今までまったく姿を見せなかったクラス随一のタクティシャン、伊い勢せ御み影かげだ。

　夢ではない。相当な人数が──いや、残りのクラスメイトたちが全員集まっていた。

「裏松！　適当に敵軍から武器を奪いなさい！　ここのは貴重だから！」

「人使い荒いな！　わかッてんよォ！」

　御影が扇子を軍ぐん配ぱいのように使って指示を出している。いきなりの戦力に、虚数ユニットが完全に抑え込まれていた。

　そして、指示を出し終えた御影は帝輝の下に駆け寄り、申し訳なさそうに頭を下げる。













「ごめんね、帝たいちゃん。遅くなっちゃって」

「いや、助かった。今まで何をしてたんだ？　いや、大体予想つくけど」

「私、自由に動けたから、仲間を集められるかも、と思って仲間を集めてたのよ。仲間にできるクラスメイトたちは全員揃そろってると思う。ようやく全員、集め終わったわ」

　確かに意志を持っていればそれはできるはずだった。

　事実、本来はひとりでいるはずの鳥とり居いは、保ほ科しなや水み無な瀬せと共に行動していたのだ。

　だが、条件を整えなければ仲間にならない者もいる。

「条件を覚えてたのか？」

「そうじゃなかったら、皆を仲間にできてないわよ。記憶力はある方だからね。そっちのクラスメイトが必要ってケースがないから楽だったわ」

　彼女はプレイしていたのだ。『ＬｏＲ２』を。下らないと言いつつも、彼女にとってはこれだけが帝たい輝きと繋つながる手段。父親の目を盗んで、彼女はゲームをやっていた。

「というか、委員長にちゃんと伝えていたはずなんだけど」

「……ちょっと伝達にミスがあったんだよ」

　彼の名誉のために、事実は隠しておくが。

「それと、ほらこれ。必要でしょ？　彼を仲間にするために……」

　御み影かげはひとつの杖つえを帝輝に手渡す。巨大で、宝玉が先端の周囲を回る大きめの木の杖。

　それは〈スリープワンド〉。相手を眠らせるための杖だ。

「やっぱり、これを探しに行ってたのか」

「まあね。大陸の奥深くにあるから私の方で持ってきたわ。タイムリミット的にはギリギリで、結局合流がここまで遅れちゃったけど……致命的にはならなかったみたいね」

　御み影かげは小さくウインクする。

　前回は隠しアイテムを隠したりなどもしたが、今回は最高の仕事をしてくれた。

　仲間を全員集め、ほしかったアイテムを取ってきて、そしてピンチを救ってくれた。

　滝たき脇わきが最高の軍師なら、御影は最強の軍師だ。

「さあ、帝たいちゃん。早く仕上げを」

「おう。サンキューな、御影！　恩に着る」

「恩に着なくたっていいわよ。帝ちゃんのためならいくらでも働くから！」

　水を得た魚のように帝たい輝きの表情が活力に満ちた。

　もはや負ける要素など微み塵じんもない。虚きよ数すうユニットを倒すべく、動き出す。

「裏うら松まつ！　ちょっとそこにいる奴やつがヤバいから、弓の攻撃の囮おとりになって！」

「はァ!?　クソが、何でオレがンなことォ……」

「あんた私に逆らう気!?　趣味バラしてもいいのよ！　裏松は皆に内緒で、じょ」

「やめろォ！　わかッたよォ！　ちくしョォ!!　この悪女の皮被かぶッた女め狐ぎつねがァ！」

　仲間を捜している間、何があったのか聞くのが怖い。

　だが、きっと彼女とてずっと苦難に見舞われていたのだろう。

　正式に仲間になっていなかったから、ロードにも気付いていなかったはず。

　それでも彼女たちは、苦労をおくびにも出さない。帝輝はそんな姿にも元気づけられた。

「〈ライトストリーム〉！」

　帝輝は虚数ユニットに剣を向け、不安ひとつなく戦いを挑んだ。




　砦とりでの近くにいた敵ユニットたちも、御影の指示の下、あっという間に制圧された。

　虚数ユニットも倒している。あとは滝脇が包囲してきた敵ユニットを倒せば終了だ。おそらくもう君きみ尋ひろは離脱しているが、それでもクラスメイトたちなら問題はないだろう。

「……だいじょうぶかな？」

　真ま桜おが少しだけ不安そうに帝輝に尋ねる。

「大丈夫だろ。指し揮き補ほ正せいがなければ、負けるような要素はない」

　それからしばらくすると、バサリと、鳥の翼がはためく音が空から聞こえた。

　悠々と鹿か野のが巨大な鳥に乗って飛んでくる。彼女は帝輝たちの下に降り立ち、Ｖサイン。

「勝ったよー！」

　もたらされた報告は、もちろん渇望していた勝利だ。

「あとは品しな川がわに話しかければいいだけだな。品川、ようやく条件を整えたぞ」

　話しかけると、彼女の瞳が光を取り戻し、無表情なその顔に人間味が溢あふれていく。眠そうな隈くまのついた目は相変わらずだったが、それでも無感情の時よりも愛あい嬌きようがあった。

「リーダー？　どしたの。アップデート忘れて残っちゃった斥せつ候こうみたいにつっ立って」

　その気軽さに、鳥から降りた鹿か野のがなんとも言えない表情で苦笑する。

「もー！　品しな川がわを仲間にするためにすっごく苦労したんだからねっ！」

　いつも底抜けに明るい彼女にしては愚ぐ痴ちっぽかった。そう言いつつも楽しそうに品川を指で突いている。品川は「ちょっとやめなさいって！　そういうの弱──あふんっ！」と、教室のような気軽さだったが、それでも勝ってしまえばすべて愛いとおしいものに映る。

「帝たいちゃん、こっちにいる仲間は全員いる？」

　御み影かげが連れてきたクラスメイトは彼女も含めて十四人。そして、今し方仲間になった品川夕ゆう香か。今いる二十三人に、ここで仲間になった十五人。合わせて三十八人だ。

「ああ、全員いる。あとはあのふたりだけだ」

　これで、帝たい輝きたちの軍は、椿姫つばきと凰おう楽ら以外、すべてが揃そろった。

　あとは帝国へ戻り、ふたりを仲間にするだけだった。




　リミットまで、残り二十日。ロード回数、残り五回。













　長い旅路の果てに、すべての条件を整えた帝たい輝きたちはついに帝国領内へと戻った。

　今は帝国側の国境にある砦とりで……元々楓かえでがいた場所で進撃の準備を整えている。砦の中にある広い室内で、総勢三十八人が集まって、忙しそうに持ち物や装備を確かめ合っていた。

「この鉄の弓、あと矢が五本しかないんだけど荷物圧迫するから売っていい？」「こっちだと同じ装備品はまとめられるから、少ない弓を探して一緒にして」「うちの銃、もう弾丸ないんやけどー」「正おお親ぎ町まち、弾丸買ってきてくれ」「なんでこのわたくしがパシリなど……」「〈ディスカウント〉のギフト持ってるからだよ」「リーダー、ギフト何覚えればいいのー？」「このブラックランスってあたしが使っていいの？」「す、すいません、それわたしのなんです……」「マジックシールド、誰か持ってないー？」「うーん、忙しい……」

「……というか、あたしたち、何で向こうの国──連邦に行ってたんだっけ？」

　ふと、梨り夢むが呟つぶやく。彼女はすっかりストーリーのことを忘れていた。

「そもそも黒こく天てん獣じゆう倒して平和になったんじゃ？」「戦争に次ぐ戦争か。民衆も大変だな」

　物語はそこまで必要不可欠な情報ではないのだが、連邦側で仲間になった者も多いため、今回の発端を改めて語った。

「今回の戦争の発端は、主人公たちの宗主国である帝国が、過剰な増税を課したことだよ。その増税は、『幾つもの塔を建設せよ』という神の託たく宣せんで発生したものになる」

「その託宣の真偽を確かめに、新女皇と共に連邦に行ったんだっけ。で、今戻ってる、と」

　帝国領内に蔓延はびこる陰謀を暴くために、主人公たちは再び帝国へと戻るというのが、ここまでの筋書きとなる。梨夢も思い出してくれたようで、ようやく納得したようだ。

「でも、そもそも託宣って何だったの？」

「大量に神や天使を降ろすための塔の建設だよ。神や天使が天界から降りるには儀式が必要で、ひとりふたりならまだしも何百人となると、それ相応の儀式が必要らしい」

「神、ねぇ……。なんでそんな連中が人間様の世界に降りてくる必要があんの？」

「ふたりの神を中心に分かれてる派は閥ばつのひとつが、人に愛想を尽かしたからだよ。帝国は人を滅ぼす神から託宣を受け取り、自分たちが滅びるための手伝いをさせられてるんだ。託宣は今まで人を繁栄させるものしかなかったから、今回も信じたわけだ」

　説明する帝輝の表情に、そこで影が差す。

「で、俺たちが帝国領内に攻め込んで防衛している将軍を倒すと同時に塔の儀式が完成して、神が降りてくるわけだ。この儀式をしているのが……凰おう楽らであり、椿姫つばきになる」

「そう言えば椿姫ちゃんのユニットって……」

「北ほく欧おう神しん話わでお馴な染じみのワルキューレだよ。椿姫は天界側の勢力で〈黒天獣〉を倒しに遣わされてたってわけ。前回の協力も、最終的な目的が同じだったから……ってのもある」

「椿姫ちゃんって、最初からいるんじゃないんだ？」

「前回はそのあたり完全無視で仲間になるユニット全員最初からいたからな。本来なら椿姫は、後半も後半に入って出てくる救済ユニットだよ」

「救済ユニットって何、リーダー？」

「色んな意味があるけど、俺が言ってるのはどうしてもクリアできないプレイヤーに、強力なユニットを与えてクリアできるようにするユニットって意味だな」

　必死に育ててきたキャラクターほど強くはないが、最初から一線級で戦える強さ。

　もっとも最初からレベルが高いため、育つ余地がないとも言えるが。

「凰おう楽らと椿姫つばきのキャラ的には人を滅ぼす派は閥ばつだ。ただ、彼らは最初はまだ絶望はしていなかった。ただ凰楽の方は最終的に人を諦あきらめて、椿姫は逆に人間を信じる。だから、条件を満たすことで仲間にすることができるんだ。……救済ユニットとしてひとりだけ、な」

「そう言えば、結局、それはどうするんだ？」

　凰楽か、椿姫か。その選択肢を得るために、八十日以内という強行軍で帝国領から連邦へ行き、戻ってきたのだ。そして、帝たい輝きが目もく論ろむのは片方だけを仲間にする手段ではない。

「条件は整ってる。両方を、仲間にするための条件は──」

　そのことを説明してから、帝輝たちは明日に備えて床についた。





　　　　◇　　◇　　◇






　帝輝たちは破竹の勢いで進軍する。自国であるヴェリール王国を瞬またたく間まに帝国の手から取り戻した。城内に入ると、ここでようやく帝輝の手に最強の武器が戻る。

『王子。これをお持ち下さい。呪のろいの魔剣ですが、貴方あなた様さまは見初められし者。決してこの剣が刃やいばを向けることはないでしょう。ですが、他の者に持たせるのはおやめ下され』

　従者の説明口調と共に〈ルインブリンガー〉が手に入る。前作において恩賞という形でアース帝国から主人公に寄き贈ぞうされていた。帝国がこの剣を遠ざけたかったというのもある。

「そんな最強武器、自分の国にあるなら最初から持っておけばいいだろうよ！」

「仕方ないだろ、滝たき脇わき。そういう設定なんだから」

　序じよ盤ばんからこれがあれば虚きよ数すうユニットですら物の数ではなかったはずだ。

　しかし、ストーリーではなんだかんだと理由をつけて、主人公ロンメルは持つのを躊躇ためらい、最終的に持っていかなかった。そんなストーリーに帝輝が介入できるわけもない。

　こうした演出は『ＬｏＲ』には往々にしてある。中盤で仲間が「貴殿にこの武器をやろう」と今まで持っていなかった武器を突然出してきたり、「お前、その武器を持ってきていたのか！」と実は隠し持っていました、というイベントが発生したり。ゲームのバランス崩壊を避けるのが原因だが、「最初から持っておけ」という誹そしりからは免れないらしい。

「エリス、怜れ王おと君きみ尋ひろは？」

「あまりよろしくないようです。ただ今、両王子から連絡が来ています」

　怜王と君尋も連邦領内でクラスメイトを集め終え、奪われた国を取り戻して進んでいる。

　帝輝は帝国に戻ってからロードを一度もしていないが、怜王は二回、君尋が一回とロードを行っていた。残り二回まで減ってしまっている。

『オレは帝国に戻ってきた時に仲間になるユニットが一番多いからな。ちょっと優先して、クラスメイトを捜させてもらうぜ。そっちに協力はできないと思う』

『僕はこっちにも少しクラスメイトがいるので捜します。通り道のポイントに関しては、敵を排除しますので、よろしくお願いします。もうロードはしないよう、注意します』

　そんな怜れ王おと君きみ尋ひろとは対照的に、帝たい輝きたちの残りのクラスメイトは椿姫つばきと凰おう楽らだけだ。御み影かげが全員を集めてくれたため、ここからは帝国との戦争に集中できる。

　帝輝たちと共に進んでいたクラスメイトたちは、レベルがマックスに達した者が多い。御影が集めていたクラスメイトたちも、かなりレベルの高い状態となっている。

「しっかりレベリングしてたからね。そっちに山さん賊ぞくとか、あんまりいなかったでしょ？」

　連邦時にいた時に敵が少なかったのは、御影たちが倒していたのが原因だったらしい。

　今は帝国の精鋭兵士たちが来ても、質と量に任せて無双できる。全員のレベルがマックスになれば、全員出撃という枷かせはむしろ武器だった。




　それから帝輝の軍は帝国の領土に蔓延はびこる敵を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで打ち負かしながら、約十八日かけて帝都アースの南門へ辿たどり着つく。

「ようやく、帝都に着いたな。怜王と君尋も全員仲間にしたとは言っていたが、もうここに来てるのか？　エリス」

「両王子共に今参りました。君尋様は北門。怜王様は西門から向かうとのことです」

　帝都アースは、城を中心に巨大な壁が周囲を覆っている。その外に街が造られており、さらに街も覆うように第二の壁がそり立っていた。

　東側は帝てい宮きゆう山と呼ばれる山が聳そびえ立たち、それ以外の方角には内壁にも外壁にも門がある。城には北門、南門、西門が存在し、そこには歴戦の将軍たちが待ち構えていた。

　帝輝たちは全軍による突入を待っている。

「通常通りの位置だな。了解と伝えてくれ。俺たちは南門から行く」

　帝都城下町の入り口──巨大な門の手前で、帝輝はスロット２にセーブをした。最初からやり直せるよう、万が一に備えてスロット１にはスタート時のセーブデータもある。

「このまま城まで攻め入るぞ、凡ミスだけ注意！　シミュレーション・エントランス！」

「……門を破壊する。上がれ、火の手よ。〈ファイアスフィア〉」

　城下町へと突撃。外壁の門を真ま桜おの魔法でぶち破り、内部へとなだれ込んだ。

　すでに全員のレベルマックスが近いおかげで、帝輝も経験値を気にすることもない。指揮をタクティシャンの三人に預け、危険そうなユニットを片っ端から倒していった。

「裏うら松まつ！　脇わき道みちから敵が出るから油ゆ断だんしない！」「うッせェ！　ちャんと把握してる！」

「そこ、もう少し後ろ！　あと昇進したら瞬時回復！」「あなた、何言ってますの!?」

「遠距離ユニットは高所に陣取れ！　屋根に登っていい！　そこから援護を」「「応おう！」」

　御影、品しな川がわ、滝たき脇わきの指揮も冴さえている。すでに相当の場数を潜くぐっているせいか、指揮そのものは帝輝と遜そん色しよくないレベルにまで上がってきていた。帝輝との違いは敵ユニットのデータやそのＡＩの動き方などの情報量だけだ。その情報も三人にはすべて伝えてある。

　城下町に溢あふれる敵をローラーでもするように倒し、この首都にある城の南門へと迫った。

　そこにはボスユニットである大将軍が待ち構えており、

『ここは我が仕えるべき宰相殿が死守せよと──』

「一斉攻撃！」

　帝たい輝きの号令を合図に、矢が魔法が槍やりが大将軍を容赦なく貫く。

『ば、馬鹿な……。神の加護はないのか……。宰相殿、申し訳ありませぬ……』

　瞬またたく間まに戦せん闘とうは終了した。これで帝国は解放され、家からＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターたちがぞくぞくと現れては歓喜の声を上げていた。ゲームと同じ演出が、寸分違たがわずなされている。

　このまま終われば、彼らにとっては大団円だったのだろう。だが、この戦争はここでは終わらない。首都攻防戦とはいえ、これは前座。本番はここからだ。

「帝たいちゃん。今、城の中でイベント発生中よね？」

「ああ、起こってるはずだ。宰相暗殺イベントが」

　帝国の女皇が連邦へ向かったあと、帝国を牛ぎゆう耳じったのは宰相だった。その彼が参謀の女に殺されるイベントがある。ゲームであれば「一方その頃」といったように彼らの策さく謀ぼうもわかるのだが、こうして主人公ひとつ視点で進んでいると、彼らを見る機会もない。

　その参謀が『ＬｏＲ』において、〈黒こく天てん獣じゆう〉をこの世界に呼び出した元凶ディートリンデだということがわかるのだが、今そのストーリーはクラスメイトたちにとっては重要ではない。説明はここでのすべてが終わってからだ。

「帝輝様。城内の様子がおかしいように思います」

「……そろそろか」

　帝輝が喉のどを鳴らすと同時に──城の東にある帝てい宮きゆう山が鳴動を始めた。

　この城下町もまたその揺れに襲われる。そして、アース帝国の首都を中心として建設された外周に建てられた六本の豪ごう奢しやな塔を基点に六ろく芒ぼう星せいの魔法陣が空中で光り輝く。

　その魔法陣の上に立つ者がいた。

　ひとりは白銀の鎧よろいに身を包んだ金髪の少年──凰おう楽らだ。

　そして、その傍かたわらには同じく白き軽装に身を包んだ椿姫つばきもいる。

「椿姫ちゃん！」

　紗さ蘭らんが椿姫を見つけて、そこに向かって喉を痛めるのも厭いとわずに叫ぶ。

　だが、紗蘭の思いは通じない。椿姫は帝輝たちを一いち瞥べつすらしなかった。

　敵となっている時は、意識がなく気付かない。それはこれまでと同様だった。

　そんな椿姫の様子を見て、帝輝の胸が締めつけられる。早く解放してやりたい、と。

　それでもすぐにその締めつけを振り払った。感傷に耽ふけっている場合ではない。ここで椿姫や凰楽を仲間にできなければ、これまでやってきたことが無駄になってしまうのだから。

「椿姫ちゃん……」

「大丈夫だ、紗蘭。絶対に、助け出す」

「うん。早く助け出そう、お兄ちゃん！」

　そうしている間にも虚空の魔法陣は太陽のように光り輝いていた。帝たい輝きたちの視界が白に染められるほどに。しばらくして、その光が収束すると、そこには──。

「城……？」

　誰かが呟つぶやいた通り、空中に浮かぶ城があった。鳥のような構造の基礎の上に、城が載っている。天界における彼らの居留地を、凰おう楽らたちはこの世界へと呼び寄せたのである。

　その城の中に凰楽と椿姫つばきのふたりは入っていった。

「な、何かお城から光が伸びてくるよ！」

　その空中の城から三本の光がそれぞれ伸びている。

　一本は帝輝たちの目の前にある城門前に、他の二本は北と西に向かっている。

　光の当たっている箇所に十人程度は収まりそうな奇怪な魔法陣が浮かび上がった。

「……あれは？」

　真ま桜おが不安そうに帝輝を見み遣やる。

「城中に転移するためのゲートだよ。神は人間を舐なめてるから、帝国を打倒した俺らを迎え入れて、抵抗してみろ……と言ってるんだ。足あ掻がけってな」

「……趣味が悪い」

　他の二本も地上へと辿たどり着ついているだろう。あの二本は怜れ王おと君きみ尋ひろたちが使用するものだ。それぞれ三箇所から攻め入って、協力しながら最後に合流することとなる。

「エリス。怜王と君尋に連絡を取ってくれ。ここでセーブをして、なだれ込む」

「両者共に大丈夫だそうです。君尋様も怜王様も準備は整っていると」

　帝輝が頷うなずき、セーブをしてから光へと近寄った。

「大丈夫なの、これ？」

　梨り夢むが空中の城まで伸びている光を恐る恐る見上げる。

「大丈夫だろ。たぶん……」

　そう言いつつ、若干帝輝も不安だった。しかし、リーダーという手前、覚悟を決めて光の中に足を踏み入れる。光の中に入ると、まるで分解されているような浮遊感を得て、それを感じた瞬間にはすでに空に浮かぶ城の中にいた。

　それから次々とクラスメイトたちが転送されたようにやってくる。誰もが未体験な感覚におっかなびっくりという様子だ。

　帝輝は改めて周囲を見渡す。周りすべてが大理石でできた豪ごう奢しやな城。窓から入る光を浴びて、大理石は淡く反射している。

　ここは城の入り口に当たるロビーのひとつ。ドーム状の部屋の中央には複ふく雑ざつな形状の噴水があり、眩まぶしく光る水を上空に噴出させてはため池となる部分に落としている。部屋の外側には吹き抜けの二階に上るためのカーブ階段が四つついており、そして、極めつけに天井にはあまりにも巨大なシャンデリアが吊つるされていた。

「……こんな色ムラ均一な大理石あり得るものか」

　色ムラが均一な大理石を見て、委員長が小さく肩を震わせる。

　他のクラスメイトたちも、豪ごう奢しやな中に潜む不気味さを感じ取っていた。

　だが、それ以上に彼らの視界を占めるものがある。

　帝たい輝きたちの視界の先──二階に白い鎧よろいを着込んだユニットが待ち構えていた。

　全員、『ＬｏＲ』における椿姫つばきの服装に近い。金色と赤がところどころに装飾された鎧と、細いレイピアのような剣。レベルはほぼマックスに近かった。ギフトこそ持っていないが、一体一体がかつてのボスユニットに近い強さを持っている。

「いた……！」

　その軍の奥にふたりがいた。凰おう楽らと、そして、椿姫が。凰楽は冷たい目で帝輝たちを見据えている。椿姫はＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのように無表情だった。

「ようやく、ここまで辿たどり着ついたぜ。みんなのおかげでな……凰楽！」

　帝輝が凰楽を睨にらみつける。すると彼は帝輝を見下ろしながら安心と寂しさの混ざった複ふく雑ざつな笑みを浮かべた。まるでだだっ子を諭せないことに苦笑いを浮かべているかのように。

「帝輝。……一応、答えを聞こう。あの時の、答えを」

「答えよう。俺たちはお前も椿姫も仲間にして現実に帰るんだ。それ以外の道はない」

「僕らの敵になる……か」

　凰楽は力なく首を横に振る。

「僕らに挑むなんて無謀だよ。だから、僕はここで君を絶望させてみせよう。その上で、僕の望みに強制的に引き込もう。君たちを、君を守るために」

「何が守るためだ。そんなものはもう少しやることをやってから言え」

「それは君の気持ちを変えてからさ。知らずに危険な場所にいる人を助けるのに、言葉でわかってくれないなら、強引にでもその場から引っ張り上げて諭すだけだよ」

　そして、凰楽は大おお袈げ裟さに手招きした。

「さあ、来なよ。帝輝。『ＬｏＲ』を超える絶望を、この目に焼きつけてくれ。そして、現実に戻ることを諦あきらめるんだ！」

　凰楽が周囲のユニットと共に、〈神剣オリジン〉を手に構える。

　帝輝はその挑発に、装備した〈魔剣ルインブリンガー〉の剣先を凰楽に向けた。

「絶対に、お前らをふたりとも仲間にしてやる。俺は何があろうと諦めない！」

　帝輝たちが一斉に動き出す。

　基本的に凰楽の傍そばにいる敵ユニットたちは、攻撃範囲内に入ったら攻撃してくるタイプだ。要するに近づけば動き出す。まだ戦せん闘とうは先だが陣を整えながら、帝輝たちは進んだ。

「そう言えば、あいつらってどういう立場なの？　敵の中で」

　帝輝の隣で大まかな指示を出し終えた品しな川がわが尋ねてくる。

「天界の十ある軍団の五番目の軍団を指揮してる。凰楽が軍団長、椿姫が副団長だ」

　彼らは人間に対して、まだ好意的だ。特に、椿姫のキャラは人間に可能性を感じている。

　ただ、ここに来て凰楽の演じるキャラは完全に失望していた。凰楽のキャラは人間を守ることを諦め、滅亡させようとしているが、それに縋すがりついたのが椿姫のキャラだ。だが、それも凰おう楽らのキャラが洗脳してしまうことで、椿姫つばきも敵に回ってしまうわけだ。

　この洗脳の解ける限界が、八十日までとなる。洗脳は八十日目には完成し、解けなくなってしまうのだ。そのため、八十日を過ぎると仲間にする選択肢すら与えられない。

「条件を満たしても、どっちかしか仲間にできない……はずなんだよね？」

　言葉にすれば、品しな川がわが今言った通りだ。

　仮に選択肢がある状態にしたとしても、どちらかしか仲間にできない。二者択一だ。

　椿姫を仲間にする条件は、凰楽を倒してから話しかけること。凰楽を倒すことで洗脳が解け、意識を取り戻すのだ。

　その逆に凰楽を仲間にする条件は、椿姫を倒すこと。椿姫は倒されると凰楽の下に向かい、自らの命を懸けた説得をする。その説得に絆ほだされた凰楽が仲間になるのだ。

「真っ当にやったらな」

　攻略Ｗｉｋｉにも書かれている情報だが、凰楽を仲間にする条件はもうひとつ存在する。

　それが椿姫を仲間にして、凰楽に話しかけさせることだった。

　ここには開発途上での設定変更が元となったバグがある。

　最初はふたりが仲間になるという設定だったのだと、インタビューでは語られていた。しかし、ふたりとも強力過ぎるキャラクターのため、バランスを取るためにひとりだけを救済ユニットとして仲間にすることにしたらしい。

　そこで城突入時に仲間になる予定だった椿姫を、凰楽を倒さなければ仲間にならないという設定に変更した。ただし、椿姫が話しかけることで凰楽を仲間にするフラグはそのまま残ってしまった。開発者側から見れば、そもそも凰楽を倒さなければ仲間にならないのだから、そこを直す必要もないとスルーしてしまったのだろう。スタッフ同士で情報の共有がなされなかったのだ。

「開発側の誤算は、洗脳がストーリー上のものでなく、システム的なものってことだな」

　凰楽が魔法を使用することで、洗脳というシステムが発生している。簡単に言ってしまえば、以前品川の指し揮き補ほ正せいをなくすために、無力化した手法がそのまま使えるわけだ。

　凰楽を無力化することで、椿姫への洗脳が解けるのだ。

「しかし、開発側はそこをスルーしてしまった。凰楽の魔力が異常にデカいから破れないと思ったんだろう」

「……90とか意味不明。真ま桜おは〈ブースト〉のギフトでプラス５して55なのに……」

　隣にいた真桜が少し不満そうに凰楽の魔力を見ていた。

　そう、普通にプレイしていれば、魔力90という数値を見てプレイヤーたちは諦あきらめる。事実、帝たい輝きも初見プレイでは無理だと悟った。

　真桜の杖つえによるステータス異常や、紗さ蘭らんの歌による魅了などは、自身の魔力が相手の魔力を超えていなければならない。つまり、凰楽の魔力を超えなければ、ステータス異常で彼を無力化できないのだ。90もあったら、55が限界のプレイヤーたちには超える手段がない。開発者はそう考えていたはずだ。

「だけど……誤算ふたつ目。こっちは凰おう楽らのステータスを超えられるんだよ」

　まず紗さ蘭らんのステータス減少の歌を使って、凰楽の魔力を０・８倍──72まで下げる。

〈ブースト〉というギフトによる魔力補正、アイテムによる一時的な魔力上昇、そして、紗蘭の歌によるステータス上昇。さらに魂の絆きずなも合わせれば、真ま桜おの魔力は75を超える。真桜の魔力をマックスにするために、ギフト、アイテム、あらゆるすべてをこの時のために費やしたのだ。

「………」

　真桜は手に持った杖つえを見る。

〈スリープワンド〉。御み影かげが持ってきた時に受け取ったアイテムだ。巨大で、宝玉が先端の周囲を回る杖。一回使えば壊れてしまうし、相手の魔力を上回っていないと効かないが、条件さえ整えてしまえば強制的に睡眠という異常に陥らせる強力な魔法だ。

「つまり、順番はこうだ。まずは真桜の魔力を完全ブーストして、凰楽の魔力を超えた状態であいつを〈スリープワンド〉を使って眠らせる。そして、凰楽の洗脳を無力化したら洗脳の解けた椿姫つばきを仲間にして、仲間にした椿姫が凰楽に話しかけて仲間にする」

　こうしてしまえば、本来は無理だった両方を仲間にすることができるようになる。

　そして、仲間にさえしてしまえば、凰楽はもう味方を傷付けることはできない。

『ＬｏＲ２』では同士討ちはないのだ。

「もちろん、全部ゲームの話だけどな」

　だが、それですべては上う手まくいくと信じて帝たい輝きは気合いを入れる。

「さあ、皆！　ラストまであと少しだ！　シミュレーション・エントランス！」

　帝輝の合図で、クラスメイトたちも向かってきた敵に対して戦せん闘とう態勢を取った。




　敵は強力なれど、帝輝たちとて精鋭集団になっている。

「裏うら松まつ！　もう武器はいいから！　〈アサシン〉ギフト使って、手早く！」

「相ッ変わらずシーフ使いの荒い奴やつだなァ！」

　最初からいてくれた滝たき脇わき。途中から入った品しな川がわ。そして、仲間を集めてくれていた御影。

　タクティシャンの指し揮き補ほ正せいがかかり、帝輝たちの強さは敵と互角以上に渡り合えている。

　帝輝を中心とする指揮は紛まぎれもなく、正道。真正面から叩たたき潰つぶす作戦だ。

　下へ手たな策を考えるよりも、戦力で上回っているのであればこうして突撃した方が強い。

　そして、突撃してきた敵の中には、椿姫までもが入り込んでいた。

　控えめな金髪は変わらない。白をベースとして金を刺し繍しゆうされた装備を着込んでいるのも。二の腕まで防ぼう護ごする銀色のガントレットと、膝までを守るグリーヴをつけているのも。

　ただ普段豊かな表情は、まるで縛られているかのように無だ。定期的に瞬まばたきするだけで、目が完全に死んでいる。敵やＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターと同じ目だ。

「椿姫は倒さずに誘導してくれ！　滝脇、頼んだ！」

「了解。聞いた通りだ、九く鬼き、よろしく！」「ういーっす。来なよ、椿姫っち！」

　椿姫つばきを倒してしまっては元も子もない。今のクラスメイトたちならば、椿姫を普通に倒せてしまう。逆にクラスメイトたちも椿姫の攻撃を無視できないため、両方が倒れないように気を遣わなければならない。ダメージを負わずに椿姫を確保するためには、誘導して噴水を回る追いかけっこをすればよかった。これもゲームでは何度もやったことだ。

　幸い、ここで予想外のことも起こらない。あとは凰おう楽らに近づき、真ま桜おの魔力をブーストさせて、〈スリープワンド〉で眠らせれば最大の難所は終わりだ。

「凰楽！　ここでお前を仲間にしてやる！」

「無駄だよ、帝たい輝き！」

　ただ──凰楽も、帝輝が行おうとしていることは重々承知のはずだ。プレイをしていないとはいえ、攻略するところを何回かは見ていたし、両方仲間にできると知った時、帝輝は興奮してそれを凰楽や椿姫へ真っ先に伝えたのだから。

　しかし、それでも凰楽がその余裕を崩すことはない。

　それを不気味に思う帝輝だったが、現状では彼に打つ手などないはずだった。

「総員、真桜の魔力のブースト準備！　紗さ蘭らんは凰楽のステータスを下げてくれ！」

　凰楽の周囲にいた敵の大部分を倒してから、帝輝は合図をする。紗蘭はすぐに歌声を響かせて、凰楽のステータスが下がる。

　だが、そこで御み影かげからストップがかかった。帝輝もすぐに異常に気付く。

「待って、帝たいちゃん！　何かおかしい！」

「……初期配置から、魔力が上がってる？」

　真桜は凰楽を睡眠への状態異常へ至らせるために、常に彼を注視していた。

　その真桜が凰楽のステータスに戸惑っている。帝輝もすぐ凰楽のステータスを確認した。

「……まさか」

「初期配置をもう少ししっかりと確認するべきだったね、帝輝。これはゲームじゃないんだ。理不尽なことは起きるんだよ、何度でもね」

　このステージでは、凰楽の四方に四人のユニットが配置されている。

　ゲーム上であればワルキューレ。椿姫と同じユニット──しかし、ここでは違っていた。

「サクリファイス!?」

　そのユニットの名は、サクリファイス。

　ワルキューレと見た目が同じユニットだが、その性能はまったく違う。

　犠ぎ牲せいの名を持つユニットは、己の魂を魔力に変換し、隣りん接せつする他者に分け与える。

　レベル分の魔力を、だ。

　周囲にいるサクリファイスのレベルは20。

　つまり、凰楽の魔力はサクリファイスひとりで20上昇する。

　それが四方で四人。合計80もの魔力が、凰楽に加算されている。その上、紗蘭の歌は相手の魔力だけを０・８倍するものだ。加算されている数値にまで補正がかからない。

　72に80が加えられて、１５２。二桁けたにしか対応していないインターフェースから数字がはみ出ている。真ま桜おの75を超える程度の魔力では、対抗できるわけがなかった。

　その上、このサクリファイスは特別らしく、とても厄介なギフトがついている。

「だったら、そのサクリファイスを倒せばいいだろう！　鳥とり居い、鹿か野の！　一斉攻撃！」

　滝たき脇わきが傍そばにいた鳥居と鹿野に指示を出し、サクリファイスを倒そうとする。

　確かにサクリファイスはステータスの強いユニットだが、攻撃をしてこないユニットだ。

　倒せば魔力は凰おう楽らに流れなくなる。だから、滝脇の行動はとても正しい。

　だが、このサクリファイスはギフトが厄介なのだ。帝たい輝きが咄とつ嗟さに滝脇を止めるべく叫ぶ。

「やめろ、滝脇！」

　叫ぶのが遅かった。鳥居の放った矢と、鹿野の空中からの強襲による槍やりがサクリファイスの身体からだに突き刺さる。サクリファイスのＨＰヒツトポイントは一気に０へ。

　その姿が消え、その影は凰楽の中へと吸い込まれた。

「滝脇。指揮は上う手まくなったみたいだけど、もっとちゃんとステータスを確かめなきゃ駄目だよ。特にギフトは見逃しがちだからね。見逃せば──事故も増える」

　このサクリファイスが持つ特殊な固有ギフトに〈ヴィクティム〉というものがある。

　死した時に、隣りん接せつするユニットにステータスを捧ささげる敵専用のギフトだ。

　死ねばサクリファイス自身のステータスがすべて凰楽に委譲されることになる。

　サクリファイスのステータスはどれも平均20前後。しかし、魔力だけは32もあった。

　つまり、生きている時よりも、殺してしまった方が魔力が上がってしまうのだ。

　ひとり倒されたことで、凰楽の魔力が１５２から12上昇──１６４となる。もはや凰楽を眠らせる術すべなど、最初から存在していなかったかのように嘲あざ笑わらう数値だ。

「お兄ちゃん！　歌をもう一度歌えば、さらに下げたりって──」

「できない……！　同じ補正を重ねがけはできないんだ……！」

　──覆くつがえす手段が裏技的に、あるにはある……それなのに。

　最初の一手が間違っていた。

「魔力が上がってるってことは、魅了や睡眠、混乱の歌や魔法が効かないだけじゃない。あらゆる魔法が絶大な攻撃力を持っているってことだよ」

　ただの牽けん制せい用の魔法ですら、凶悪なダメージになる魔法へと早変わりする。

「爆はぜよ、〈フリーズブレード〉」

　魔力の籠こもった氷柱つららが、凰楽の手から迸ほとばしった。それがクラスメイトの身体に突き刺さる。ダメージは１６２。比較的魔法に対する防ぼう御ぎよは強いユニットだったのにこの有様だ。

　クリティカルですらなく１６０を超えるダメージなど、誰にも耐えきれるものではない。

　帝輝ですらＨＰは80なのだ。二回は殺せる威力がある。

「全員一いつ旦たん、下がれ！」

　そう指示を出した一瞬──凰楽が再び放った氷柱が帝輝を襲う。

　避よけられないタイミング。

　だが、その間に影が割り込んだ。氷柱がその身体に深々と刺さっている。

「帝たい輝きさん……！　間に、合った」

　血が流れているわけではない。彼女が痛みに喘あえいでいるわけでもない。

　だが、氷に串くし刺ざしにされた楓かえでは、あまりにもショッキングな光景だった。

「か、楓!?」

「帝輝さんが死んだら……ゲームオーバーですから。ロードする前に、きっと糸口を見つけ出して下さい……」

　そう言い残して楓は消えた。

　感傷に浸る暇もなく、帝輝はすぐに凰おう楽らから離れて攻撃範囲外へと出る。

　だが、元々椿姫つばきが噴水を回っているのだ。そこに戻れば椿姫もまた近くにいる味方ユニットへと襲いかかる。椿姫は混乱していたクラスメイトを、次々と倒していった。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、無慈悲に。まるで作業のようにざくざくと剣を突き刺していく。そんな見たくなかった幼おさな馴な染じみの姿を目にしながら、帝輝は指を動かしてロード画面を出す。

「ロードするぞ！」

　凰楽がああいう手段で来るのであれば、帝輝にも対抗するための考えがある。

　楓に心の中で感謝をしながら、帝輝は直前のデータをロードした。

　──ロード、残り一回。




　空中に浮かぶ城に乗り込む直前に戻ってきた帝輝たちは、光の柱を前に沈みきっていた。

　あまりにも桁けた違いの魔力。育成や成長という言葉を無に帰しかねない出来事に、皆放心状態で俯うつむき、言葉を発していない。

　どうにかするための方策はちゃんとある。だが、この世界での確証があるわけではない。

　だが、それ以上に、やはり凰楽や椿姫と戦うのを躊躇ためらう者は多かった。

「いっそ……。この世界に住むっていうのも……」「どうせ現実に戻ってもねぇ……」

　理不尽な難易度を前に、クラスメイトたちの意志が沈んでいく。

「……帝たいちゃん」

　御み影かげが決断を迫るような目を向けた。

　だが、踏ん切りがつかない。凰楽を見捨てるという選択肢も、現実に戻るのを諦あきらめるという選択肢も帝輝は選べなかった。

　そこへ──。

「帝輝」

　怜れ王おたちの軍勢が現れる。

　突発的なロードに直接苦情を言いに来たのかと、その時は誰もが思ってしまった。

　だが、違う。彼らの雰囲気がまったく違っていた。

「怜王？」

　以前、助けられたような友好的な雰囲気ではない。

　むしろ、こちらに向けて殺気立っているようだった。

「帝たい輝き。オレたちはここでお前と袂たもとを分かとうと思う」

「な、何言ってるんだ？」

　帝輝には意味がわからず、目を点にした。

　そんな帝輝に向けて、怜れ王おは表情を崩さずに言う。

「オレは凰おう楽らに会って提案されたんだよ。この世界で生きないか……ってな」

「この世界で……？」

「『ＬｏＲ』ではできなかった。あっちは強制的に戦せん闘とうマップに飛ばされるし、ロードも限られてた。でも、この世界は違う」

『ＬｏＲ２』は大陸マップを進み、目的地へと近づく仕様だ。

　日数から様々なイベントが起こる。連邦の反乱や、神々の降臨もそうだ。大陸マップには軍勢が現れ、こちらの本拠地へ進み、ゲームオーバーを狙ねらってくる。

　だが、この段階まで来ると、今後イベントは何も起こらない。

　ストーリー的には世界滅亡の危機であっても、ラスボスは動かないため理不尽にゲームオーバーになることはない。日数はただ消費されるのみで、何かが起こることもない。雑ざ魚この軍勢が本拠地にやってくるのを防いでいれば、それが永遠に続くのだ。

「ここでなら生きることができる。このゲームをクリアして、仮に現実に戻ったとしても結局は飛行機が落ちて死ぬ。だったらオレは……この世界で生きたい。凰楽とお前が戦うまで、どうしようか迷っていたが……オレたちはこの世界で生きることにした。見てわかったが、凰楽はこの世界を自由に操れるんだから、そもそも勝ち目がない」

「待ってくれ！　現実に戻った時の対策はあるんだ！」

「それは絶対に助かるものか？　誰ひとり脱落せずに安全に助かるのか？」

　帝輝は口を引き結ぶ。考えている方法はあるが、それは絶対ではなかった。

　むしろ、まだまだ死ぬリスクの方が高い。

　それでも彼に一いち縷るの望みを語る以外に、この場を収める方法を思いつかなかった。

「こっちに、別のゲームに行──」

　だが、そんな望みを怜王は最後まで言わせようとしない。甘かん言げんには耳を貸さないと言わんばかりに。

「オレたちは現実に戻れば死という事実から目を背けちゃ駄目なんだ」

　怜王が剣を構える。剣としても弓としても扱える蒼あおき神じん器ぎ、〈ダークアロウズ〉を。

　それと同時に彼ら２－Ａの生徒たちが一斉に殺気立つ。

　味方を示す青かったワンポイントの装飾が、敵を示す赤へと変へん貌ぼうしていった。

「怜王！　何を考えてるの!?」

　紗さ蘭らんが兄の突然の裏切りに慌てて叫ぶ。まったく理解が及ばないというように。

「……オレは正気だ、紗蘭。オレたちは誰も拒まない。志を共にするというのなら来い」

「ふざけないで！　わたしたちが敵対してる場合じゃ──」

　だが、怜王は紗蘭の言葉にすら耳を貸さなかった。

　いや、もう決意してしまったのだ。この世界で生きることを。

　現実での死を受け入れ、この虚構世界で生きることを選択してしまったのだ。

　凰おう楽らの強さ、進み難い難易度、そして、ゲームにはない理不尽。

　彼は目の前の壁に対して、進むことを放棄し、この場での停滞を望んだ。

「やれ」

　怜れ王おが決断を下すように手を振り上げた。それが合図になり、城門で戦せん闘とうが始まる。

「怜王！　何でだ！　何で──」

「こっちのセリフだ！　何で死が待つ現実に戻りたがる！」

「それは──」

　怜王の攻撃は容赦がなかった。言い訳も説明もする余裕すら消え失うせる。

　帝たい輝きたちと怜王たちのクラスメイトたちの強さは、そこまで大きく変わらない。

　彼らと戦えば、必ず誰かが死ぬだろう。指揮能力が互角の対戦ならば犠ぎ牲せいは出るのだ。

「オレらはここが夢であろうと、幻であろうと、生きていたい！　そう決めたんだッ！」

　次々と帝輝のクラスメイトたちがやられていった。

「ロードはあと一回残っているんだろう!?　本気だということを見せるために、オレはお前らを倒す！　考えを改めるなら、共にこの世界を歩もう！」

「考えを改める……？　この世界で生きるって……？」

「考えを変えないなら、二度とオレたちの前に姿を現さないでくれ。次は容赦しない！」

　戸惑うばかりで攻撃のできなかったクラスメイトが半数もやられてしまった。

　どうしようもない。怜王が冷徹に見据える中、帝輝は震える手でロード画面を表示する。

　これが最後のロードとなる。

　どこに戻るべきか。

　存在しているセーブデータは、三つ。スロット１は一番最初。スロット２は今さっき戻ってきたここ。そして、スロット３がこの城下町を制圧する前のデータだ。

　前回と同じく、残しておいた一番最初のセーブデータへと戻るか？

　いや、それでは駄目だ。翻ほん意いしてしまった怜王と共に歩むことになる。ロードしても記憶は残っているのだから、今の怜王が一番最初に戻れば取り返しがつかなくなってしまう。

　だが、同じこの場所では駄目だ。今回とまったく同じケースになる。

「もうひとつ前だ……！」

　帝輝は祈るように、さらに手前のデータへと指を伸ばした。




　結局、帝輝たちは城下町攻防戦の前まで戻ることとなった。

「帝輝様。怜王様と連絡がつきません」

　半ば予想していたことだ。もうこの世界で怜王は帝輝たちと共に戦うことはない。

「全員いるけど……城下町の攻略、どうするの？　帝たいちゃん」

「やる。やるが……」

　御み影かげの呼びかけにかろうじて帝たい輝きは反応する。

　だが、帝輝は動けなかった。予想できなかったイレギュラーな事態に脳がパンク気味だ。

　凰おう楽らが率いているサクリファイスによる魔力ブーストよりも。

　怜れ王おの翻ほん意い。

　これが、あまりにもショック過ぎた。クラスメイトたちも、皆が肩を落としている。

　なぜこうなってしまったのか、そして、この状況を打破するためにはどうすればいいのか。帝輝は顔に出るほど必死になって考えた。

「帝輝さん……」

　帝輝を見つめる楓かえでが心配そうに瞳を揺らす。

　他のクラスメイトたちもそうだ。この窮きゆう地ちがわからないクラスメイトたちではない。

　だからこそ、帝輝を心配こそすれ、ロードをしたことを責める者はいなかった。

「帝たいちゃん。もう、ここから事態が動くことはないわ。一いつ旦たん、宿屋に行って休みましょう」

「あ、ああ……」

　御影に言われ、帝輝はすぐに城下町の外にあった村へ移動を開始する。

　そして、そこではもうひとつの軍勢が待っていた。

「帝輝。何が起こったんです？」

「君きみ尋ひろ……？」

　それは君尋たちのクラスだった。

「……私の方でお呼びしておきました。勝手な真ま似ねでしたが、お許しを」

　エリスが気を利かせたらしい。少し申し訳なさそうな顔をしていた。

「いや、ありがとう。許すも何もないよ」

　エリスの気遣いに驚きつつ、帝輝は改めて君尋に向き直る。

「宿屋の中に入ろう。そこで話をさせてくれ」

　君尋が頷うなずくと、各々がエリスが手て筈はずを整えた宿屋の中へと入る。

　滝たき脇わきたちがクラスメイトたちの部屋を割り振る中、帝輝と君尋は部屋に行かず、食堂の隅に向かった。食堂の丸テーブルにつくと、まず君尋は帝輝を労ねぎらう。

「お疲れ様、帝輝。いつもロードの責任を押しつけて申し訳ない」

「いや、俺の方こそすまん。さっきは相当突発的なロードだったし、迷惑だっただろう」

「あの城の中に入ってからそんなに時間も経たっていませんしね。大したことじゃありません。むしろ帝輝があそこで詰まるってことは、相当のことが起こったってことでしょう」

　君尋は帝輝の様子で重大なことがあったことを察していた。そもそも帝輝は意味もなくロードをしないし、帝輝がここまで眉まゆ根ねを寄せるなど普段ではあり得ないことだからだ。

「むしろそれ以上に聞きたいのは、二回目……最後のロードがその直後に使われたことですよ。何があったんですか？」

　帝輝は咄とつ嗟さに答えることができなかった。

　だが、君尋は最初からわかっているように口を開く。

「一応問いますが、怜れ王お、ですね？」

「お前、なんで……」

「城に乗り込むあたりから怜王との連絡がつかなくなったことが一番に挙げられますよ。怜王が死んだというわけでもなく、こっちから彼に連絡がつかなくなりましたから」

　事が事だけに、言うか言うまいか帝たい輝きは一瞬迷う。

　言えば、君きみ尋ひろが考えを変える可能性もある。

　だが、ここでの隠し事はなしだ。この話についての決着をつけなければならない。

　帝輝自身だけではなく、ここまで流れるままに来てしまった、この世界での生き方を。

「怜王が、この世界で生きることを選択した」

　帝輝は先程あったことをすべて語る。

　落ちる飛行機の中に戻り、死んでしまうぐらいなら、この世界で生きるべきだと。

「怜王が、そんなことを……」

　君尋は強く強く眉まゆ根ねを寄せた。その顔にはありありと信じられないと描かれている。

「君尋も、同じか？」

　帝輝は君尋の目を問うように見る。あるいは縋すがるように見えたかもしれない。

　それほどまでに帝輝の心は追い詰められていた。

「僕らの下にも、凰おう楽らは来ました。確かに『この世界で生きよう』と提案しましたね」

「それで、君尋はなんて答えたんだ？」

「なんとも言えない、と答えました。そう言われたところで、僕らには確かめる手段がなかったですからね。言うなれば、答えは保留、先送りです。判断材料がないですから」

　そして、帝輝は再び問う。

「じゃあ、君尋はこの世界で生きることについては……？」

　すると、君尋はモノクルを少し上げながら口を開いた。

「僕も、この世界で生きたいとは思う。この世界で生きることを妄想もしていましたから。それは君も同じだと思ってましたが……」

　帝輝は肩を落とす。

「ただ僕個人としては、どちらでも構わないというのが本音ですね」

「……どっちでも構わない？」

「僕は現実に戻るのもいい。でも、この世界で生きることを選択するのもいい。両方とも選ぶに選べないんですよ。優柔不断でね」

「だが、現実に戻れば死ぬんだぞ」

「それも戻ってみないとわからないでしょう。実際に戻ってみたら、すべては夢で部屋に戻っている可能性だってある。飛行機に戻るというのは、凰楽が言ってることですからね」

　凰楽の言っていることを確かめる術すべはない。だが、確かめることがイコールで死に直結する可能性はあるのだ。

「あとは、この世界をもう少し楽しみたいと思っている自分もいます。何しろ、こんなことは一生に一度あるかないかでしょうから」

「だが、自分が死んだり、ロードを十回使ってしまえばゲームオーバーだ」

「そうですね。ですが、凰おう楽らの言うことを信じれば、我々はもう死んだも同然。ならば、今のこの状況をどう楽しむかです。クラスメイトには秘密ですけどね。僕は楽しんでいるのですよ、この世界を。生き長らえた命で」

「………」

「だから、僕はもっと先へ行きたい。３の世界、４の世界。どんどん進んで……心の天てん秤びんが傾いたら、現実に戻るかこの世界で生きるかを改めて考えてみたいですね」

　その考え方に、少し身震いする。帝たい輝きや怜れ王おとも違う、完全に異端の答えだ。

　そして、「しかし」と前置きして君きみ尋ひろは続ける。

「僕らはクラスメイトの命を背負っています。だから、クラスメイトを守る必要がある。皆の意見を蔑ないがしろにするつもりはありません。彼らの意見次第ってところですね」

　それを聞いて、帝輝は少しだけホッとしたように息を漏らした。

「逆に言えば、帝輝。君は元の世界に戻ると頑かたくなに決めていますね。そう言えば、君には何か考えがあると言ってましたが……」

　すると、帝輝は控えめに頷うなずく。

「飛行機からの脱出手段はあるには……ある。ただ、向こうに戻って生き延びることができるかどうか。それは絶対とは言い切れないんだ」

「なるほど」

　すると、君尋は立ち上がる。

「改めて、相談しようじゃありませんか。仲間とね」

　そして、珍しく決めるようにウインクをした。




　君尋の提案から、すぐに宿屋の食堂に帝輝と君尋のクラスメイトたちが集合する。

　頼りない火が灯ともされた燭しよく台だいが照らす中、帝輝と君尋は彼らの前に立った。

「流れに乗ってなあなあになってたけど、改めて問いたい。……現実に戻りたいか？」

　クラスメイトたちは「何を当たり前のことを」という戸惑いを見せながら頷く。

「でも、あいつの言うことを信じれば……俺たちは落ちる飛行機の中なんだろ？」

　誰かが言った。確かに凰楽はそう言っている。事実かどうかは戻ってみなければわからないが、凰楽がそんな嘘うそを言うとも思えない。それが問題だった。

「そう。ですから、落ちる飛行機の中に戻るか、この世界でずっと生き続けるか……現状はこの二択になります」

　君尋のそんな説明に、その言葉にここにいるクラスメイトたちが悩み始める。

　こんな世界は嫌だ。現実に帰れるなら帰りたい。飛行機で落ちて死ぬのはもっと嫌だ。

　そして、それならこの世界で……という言葉がちらほら出始めた。

　希き望ぼうの見えない会話の中、帝輝はゆっくりと口を開く。

「でも、落ちる飛行機の中に戻ったとしても、生き延びる方法はあるかもしれないんだ」

　一瞬で食堂がざわついた。

　帝たい輝きが口に出した希望に、誰もがその顔に当然の疑問を貼はりつけている。

「どうやって……？」と。

　ただ、この話をするには、まず真ま桜おの話をしなければならない。

「真桜。改めて聞くけど、本当にいいんだな？」

「……うん」

　帝輝は皆を集める前に前まえ以もつて真桜に聞いていた。彼女の過去を話していいかどうか。彼女は帝輝の言葉に逆らわないため、無む理り矢や理り言わせたような罪悪感が残る。

　だが真桜は、

「……真桜も現実に戻りたい。皆の生きた証あかしを立てたいの。そのためなら真桜のことをいくらでも話してくれていい」

　と、迷いもなく気丈に言い放ってくれたのだ。

　帝輝もまた彼女のその思いに応えると決意する。現実に戻った時に、真桜のことを全力でフォローすると約束を交わしていた。

　帝輝は皆が静まるのを待ってから説明を始める。

「真桜は以前、今回のようにゲームの中に入ったことがあるんだ」

　食堂にいるクラスメイトたちの間にざわめきが広がった。

「……真桜が時々使ってる魔法は、別のゲーム『ラスト・ブレイブ』のものなの」

　さらに騒ぎが大きくなる。『ラスト・ブレイブ』は名前だけなら誰でも知ってるタイトルだ。知っているゲームタイトルが出て、クラスメイトたちは動揺し始めている。

　そして、その世界を巡ったという真桜を、どういう目で見ればいいのか戸惑っていた。

「転校してきたのは、それが原因っすか？」

　空気を読まない九く鬼きが、まったく相手の心情に気を遣うことなく問う。

　だが、それを気にすることなく、真桜は力強く頷うなずいた。

「……そう。以前あった中学校での一クラス消失事件。真桜はその唯一の生存者」

「まさか週刊誌に載ってたアレ、本当の話でしたの？」

　一クラス消失事件は有名だが、週刊誌に載っていた記事は眉まゆ唾つば物ものだった。

　何しろ『ゲームの中に入った』だ。

　まだゲーム世界に来てない頃であれば、誰でも一笑に付すような内容である。

「……警察も、親も、誰も信じてくれなかった。皆は、信じてくれるの？」

　真桜が不安そうにクラスメイトたちの顔を見渡す。

　そんな怯おびえる真桜に、クラスメイトたちは心強い笑顔を向けた。

「そりゃ当然でしょ」「うちら、当事者になったわけやし」「むしろ、ずっと黙ってたの、そんなことがあったからなんだ」「飛鳥あすか井い、強いな。俺なら怖くて引き籠こもってる」

　あっけらかんとクラスメイトたちは言う。彼女の過去を疑う者は誰もいなかった。自分自身が同じ目に遭あっているのだから疑うわけもない。

　重過ぎる告白。だが、クラスメイトたちは信じた。

　今まで誰にも信じてもらえなかった話を、信じてもらえたのだ。

　真ま桜おはそれを聞いて、うっすらと涙を滲にじませる。

「……あ、ありが、と。だ、誰も、マスター以外、誰も、信じて、くれ、なっ」

　肩を震わせてしゃくり上げる。

　そんな真桜の頭に帝たい輝きは手を載せて優しく撫なでた。

「ちゃんと皆、信じてくれたな」

　返事の代わりと言わんばかりに勢いをつけて、真桜は帝輝に抱きつく。

「……ありがとう、マスター。よかった！」

　小さな声で何度も何度もそう言った。

　帝輝は彼女の強さに感服する他ない。もっと早く真桜に相談していれば、最初から怜れ王おに伝えていれば、クラスメイトたちと同じように信じてくれたかもしれないと後悔した。

「仲いいなー」「これ仲を見せつける場なの？」「ってかリーダー、浮気か？」「鬼の居ぬ間にってやつ？」「彼女、金棒似合いそう」「これは戻ってきたら報告しておかないと」

　クラスメイトから冷やかしの声が上がる。

　一いつ旦たん、真桜から離れたあと、弛し緩かんした雰囲気の中、改めて説明を再開した。

「俺は真桜のクラスメイトが生きていたことを証明しなきゃいけない。だから現実に戻りたいが、ひとまず理由は置いておこう。今は落ちる飛行機の中からの脱出法だ」

　そのあとに続く言葉を、クラスメイトは緊張した面持ちで待つ。

「真桜の魔法の幾つかは言った通り、かつて入った『ラスト・ブレイブ』のものだ。ただ、魔法そのものが重要なわけじゃない。さっき真桜は言わなかったが、ゲーム世界で使えていた魔法は、現実でも使えていたということだ」

　真桜が頷うなずくと、クラスメイトたちの一部が目を見開いた。

　勘のいい者は帝輝のやりたいことに気付いたかもしれない。

「つまり、この世界で覚えた魔法や固有ギフト。それらは現実でも使えるかもしれないってことだ。まあ氷やら炎やら、ほとんど現実じゃ役に立たないものばかりだが」

　食堂の空気が張り詰める。静かだった空間は、またざわめきを大きくし始めていた。

「もしかして、リーダーが覚えられるやつに率先的にワープを覚えさせてたのは……！」

　滝たき脇わきがピンときたらしい。彼は手を叩たたいて小気味いい音を食堂に響かせる。

「そうだ。俺たちは現実に戻ったら、落ちる飛行機の中でどうにかして生き残るんだ。そのために飛行機の中からワープで脱出するでもいい。飛行するギフトを覚えてもいいし、風の魔法で飛行機自体を浮かせてもいい。とにかく飛行機の中から脱出し、生き延びるための技能をこのゲーム世界で習得してから現実に戻りたいと思ってる」

　さらにクラスメイトたちがざわめき始める。

　沈んでいた心が少しずつ浮上し、希き望ぼうに目を輝かせていた。

「だが、これもあくまで可能性だ。絶対に生き延びられる保証はない」

　その言葉に、再びクラスメイトは冷や水を浴びせられたかのように口を噤つぐむ。

　もし、あのまま落ちるとしたら脱出するための時間は多くない。そして、自分たちが助かっても他の乗客は確実に死ぬというのも、選択できない理由のひとつなのだろう。

「生きるだけであれば、ここの方が絶対にいい。ここにいたいと思うのも当然だと思う」

　帝たい輝きは目を鋭くし、前にいる皆に問う。

「その上で聞きたい。皆はどうしたい？　元いた現実に命の危険を冒して帰るか、今いる虚構の現実で生きるか」

　それから食堂が活気に溢あふれ、クラスメイト同士で激しい議論が始まった。

「ワープがあればそいつは生き残れるよな」「魔法ぶっ放して、穴開けて飛行した方が早いんじゃ？」「馬鹿、飛行機に穴開けたらどうなるかわかってるのか」「風の魔法で飛行機浮かせるのってどのぐらいの風力が必要なのかしら？」「ベルヌーイの法則を使えば計算できるのではないか？」「そもそもそんな風力が当たって、中の人間が耐えられるの？」

　議論はさらに活発化する。まるで困難な作戦に挑むかのように。

　そんな中で不意に御み影かげが帝輝を不思議そうな表情で見る。

「帝たいちゃんは、どうしたいの？　この世界が好きじゃないの？」

　そんな質問にクラスメイトたちは一いつ旦たん、話をやめて帝輝の言葉を待った。

「俺はこの世界が好きだが、現実に戻りたい」

　もちろん、『ＬｏＲ』がやりたいからというのもある。

「全員で現実に帰りたいんだ。俺は今までクラスメイトたちに話しかけなかったけど、今回のおかげでもっと皆のことを知りたくなった。もっと色んなことを話したいと思ってる。現実でもっと遊びたいと思ってる」

　それに、ここはゲームの世界でしかない。壊れるかもしれない、理屈不明の理想郷だ。そんな場所に長くいていいはずがない。第一、生きると言っても、気になることもある。

「後悔も何も残していかないために、凰おう楽らも含めて全員で現実に戻りたいんだ」

　力強いその言葉は、クラスメイトたちの心にすとんと落ちる。

　食堂が静寂に包まれ、そして、ぽつぽつと自分の意見を呟つぶやく者が現れた。

「俺はリーダーの意見に賛同」「オレも」「私も」「あたしも、かな？」

　そして、クラスメイトからぞくぞくと賛同が集まった。

　君きみ尋ひろたちのクラスにも、異を唱える者はいない。

「よーし。じゃあ、改めて作戦を考えましょう。せいぜいこき使ってあげるわよ」

　御影が立ち上がって士気を高めるように言う。裏うら松まつたちが「応おう！」と力強く応えた。

　それに続いて、他のクラスメイトたちも立ち上がり、そして、君尋も立ち上がる。

「僕らのクラスも賛同ですよ。僕らの役目は怜れ王おを抑える役でいいでしょう？」

　水を向けられた帝輝は力強く頷うなずいた。

「ああ、頼む。怜王を、倒すことなく抑えてくれ」

「ええ。言われるまでもありませんが……ラスボスはどうしますか。ケールは我々の武器しか効きません。帝たい輝きひとりでやるつもりですか？」

「できれば、君きみ尋ひろに怜れ王おを説得してほしいが……それが叶かなわないなら、別の手段を使う」

　すると、君尋はすべてを理解したかのように小さく笑う。

「そうするしかないですか。君が前提としているクリア条件ならば、当然の帰結ですね」

「使えるものは何でも使うさ」

　そう言って帝輝もまた戦せん闘とう準備へと戻った。




　帝輝たちは君尋たちのクラスと共に、虚空へ浮かぶ城に向かう準備を整えていた。

　帝輝は南から、君尋は北から向かうことになる。

　そして、宿屋を出て別れる前に、君尋は帝輝を引き留めた。

「怜王はすでにあの中に入っているのを僕のクラスメイトが見ています」

「ああ、わかってる。待ち構えているだろうな。……いや、むしろ、それは君尋が」

「ええ、大丈夫です。彼の相手は任せて下さい。怜王のクラスメイトが死なないように誘導しますから。それまで耐えるのが帝輝の役目です。僕は北からしか行けませんしね」

「お前のクラスメイトも危険になるぞ」

「そこは上う手まくやっていきますよ。最初から誘導すると決まってれば、耐えるぐらいはできます。問題は怜王に、僕らが誘導しているということを悟られないことですよ。だから、本気というところを見せて慌ててもらわないといけません」

「危険なことに巻き込んでおいて言うのも変だけど……誰も死なせないでくれよ」

　絞るように帝輝は言う。

「ええ。そちらにも、幸運があらんことを」

　そして、ふたりはそれぞれ自分の部隊の中へと戻った。

　連絡を取り合い、首都を攻略。各々が対応した光の柱に向かい、その光の中へと入る。

　門の前から転送されて、一瞬の内に、風景が城の中へと変わった。

　この城のロビーに当たる大理石の大部屋が視界に広がる。その風景の奥には前回と同じように、凰おう楽らと椿姫つばきを中心とした神の軍勢も交ざり込んでいた。

「……来ちまったのかよ、帝輝」

　背筋をゾクリとさせる、冷めた声が背後から響く。

　振り返ると帝輝たちの背後には、前回と違い怜王たちが待ち構えていた。

　広間の中、凰楽と怜王の軍勢に挟み込まれている。状況的には危険だった。

「ああ来たさ。怜王、お前らの目を覚まさせるために」

「何を言っても無駄かよ、帝輝」

「こっちのセリフだ。俺たちは絶対に現実へと戻って生き残る」

　怜王と帝輝は構え合う。君尋が来るのはもう少し先だ。今頃突入しているだろうが、彼らも目の前にいるであろう敵を倒す必要がある。こちらへ来るのはそのあとの話だ。

　ここからは君きみ尋ひろが来るまで、怜れ王おの軍勢と凰おう楽らの軍勢と並行して戦わなければならない。

「君尋は……お前と同じ道を選んだか」

「一いつ旦たんはな。あいつはこの世界で生きるのもいいと言っていたよ」

「じゃあ！」

「だが、その選択肢を選ぶのは、現実に戻る手段を見つけてからだ。あいつは、この世界を楽しんでいるみたいだしな」

「そうか……。あいつは変わってるから仕方ない」

　そう伝えても、怜王の瞳に迷いはない。

　怜王が〈ダークアロウズ〉を構えたまま、いつでも前に飛び出せるよう重心を前に置く。

「どんな勝算があるのかは知らんが……死んでも恨むなよ」

「こっちの台詞せりふだ。行くぞ、みんなッ！　シミュレーション・エントランス！」

　帝たい輝きたちを中心とした剣士部隊は怜王の軍勢に向かう。

「行くわよ！　やることは基本的に変わらないわ！　ただ、前回より人数が帝たいちゃんの方に割かれてる分、ローテーションが早いだけよ！」

　楓かえでたちを中心とした守備力に長たけたユニットと魔法のユニットは御み影かげを軍師として、凰楽たち神の軍勢へと立ち向かった。

「広いし挟まれているが問題ない！　廊下や階段を使って、大軍を広間の中に入れるな！　壁ユニットは回復を密に！　アイテムは使いきる勢いで構わない！」

「裏うら松まつ、あんたはあそこ！　楓は北の廊下をひとりで抑えて！　九く鬼きと税ぜい所しよは──」

　帝輝が全体的な指示を出し、御影が事細かに指揮を執る。

　挟まれてはいるが、それでもここが階段や廊下など、大軍が展開しにくい場所であることが幸いした。それぞれ戦えるユニットを少なくし、連携をさせずに無力化していく。

　神の軍勢は容赦なく倒し、怜王の軍勢は殺さずに、だ。

「カウディウムの屈辱と同じだ。敵を狭いところに押し込めろ！」

「戦せん闘とうボーナスは最大限に発揮してる！　あとは倒すだけよ！」

　滝たき脇わきと品しな川がわもまた己の役割を全うしていた。

　幸い、凰楽の傍そばにいる椿姫つばきはもう少し近づかなければこちらには寄ってこない。

　もちろん、この世界ではゲームの仕様が絶対ではないため、いつ来てもいいように心構えだけは全員が忘れていなかった。

「くそっ！　なんでだ、帝輝！　何でこの世界で生きることを望まないんだ！」

「この世界がいつ壊れるかもわからないし、現実での約束もあるからだ！」

　真ま桜おとの約束、御影との約束。

　それに、椿姫のいつかくるであろう剣道の全国制覇もまだ見ていない。

　そして、『ＬｏＲ』の最新作だってある。

「向こうに戻って死んだら意味がないだろうが！」

「だから生きるための方策を練っているんだ！　今はまだ穴だらけだが、皆と力を合わせれば、きっと生き残るための手段が生まれる。俺はそう信じる！」

「それは確率的に何パーセントだ!?　百パーセントじゃないだろう！　そんなものに、お前はクラスメイトたちの命を賭けるのか！」

「それでも、確率を上げることで……！　皆でフォローし合うことで、このゲームの主人公たちはクリアしてきただろう！　俺たちだって同じことができるはずだ！」

　延々と続く剣けん戟げき。帝たい輝きも怜れ王おも決して引かない。

　元剣道経験者として剣筋を思い出しつつある帝輝と、小学生時代は喧けん嘩かばかりだったという怜王の体たい捌さばきがぶつかり合う。そんな戦いを前に、帝輝のフォローをするべきクラスメイトも、怜王と共に戦うべき彼らのクラスメイトも見入ってしまった。

「〈レートオーバー〉」

　応酬の隙すき間まを縫うかのように。

　怜王たちの後方から魔力の波が２－Ａのクラスメイトたちを襲い、そのＨＰヒツトポイントを容赦なく減らしていく。ただ、瀕ひん死しになるユニットはいても死ぬユニットはいなかった。

「手て筈はず通りです。ここは僕に託してもらいましょう、帝輝」

　帝輝の視線の先に君きみ尋ひろが、そして、そのクラスメイトたちが来ていた。

「今のアーケインギフト……君尋か！」

「やあ、怜王。君と会うのはスタート振ぶりですね」

「お前も凰おう楽らから話は聞いたんだろう？　こっち側に来い！」

「帝輝は言いませんでしたか？　留とどまるかどうかを決めるのは、もっとあとでいい」

　君尋がその手に持つ杖つえを怜王たちに向ける。

「さあ、皆！　我々も戦端を開きますよ！　シミュレーション・エントランス！」

　その合図と共に、君尋の軍勢は怜王の軍勢を呑のみ込むように前進した。しかし、一箇所だけ弱く、すぐに破られそうなポイントがある。いや、それはわざと作っているのだ。

「このままじゃ挟み撃ちにされちまう！　全員、あの弱いポイントから脱出しろ！」

　だが、慌てていた怜王はその罠わなに気付かない。

「逃げるんですか！　怜王！」

「クラスメイトを殺されるわけにはいかねぇんだよ！　この世界で生きるためにもな！」

「それはこっちも同じです！　僕のクラスメイトも殺されるわけにはいかない！　君らを退けてでも、僕らは前へ進む！」

　そして、君尋は振り払うように腕を振る。

「……全員に告げる！　彼らを通してもいい！　殺されるぐらいなら、逃げて構わない！　どうせ連中は袋の鼠ねずみです！」

　実際、怜王たちが逃げようとしているのは、突き当たりが大広間となった行き止まりだ。

　君尋は狙ねらってそちらに誘導している。決して帝輝たちに向かわせないよう、怜王の軍勢を奥へ押し込めようと考えているのだ。挑発をして、殺気を纏まとわせて。

　ここへの出入り口を固めれば、よほどのことがない限り、事故は起こらない。

「オレたちは……間違ってない！」

「僕たちだって、間違ってないんですよ。どっちが合っているかなんて、現時点で神以外にわかるわけがない！」

　怜れ王おと君きみ尋ひろたちは舌戦を繰り広げながら、遠ざかっていく。

「ありがとう、君尋。そして、すまん、怜王……」

　聞こえないように独りごちて、帝たい輝きたちは神の軍勢へ向かって反転した。

「こっちは終わったぞ！　こっからが本番だ！　椿姫つばきを誘おびき出だせ！」

「ッたよォ！」

　今回、椿姫を誘き出すのは同程度のスピードと移動力を持つ裏うら松まつだ。

　彼なら追いつかれることはない。今の椿姫なら近くにいるユニットを優先して攻撃する。あとは広間の中心にある噴水をぐるぐると回っていればいいだけ。精神をすり減らすだけの簡単な仕事だ。

「……怜王でも止めることはできなかったか」

「さあ。どうする、凰おう楽ら。仲間になるなら今でもいいぜ」

「君が何でそこまで希き望ぼうを持てるのか、僕にはわからないよ、帝輝。ここから君に打つ手はあるのかい？　僕の魔力は素の90とサクリファイス四人の補正で80加算されて、１７０なんだよ？」

「その余裕の笑みもここまでだ。お前の知らない仕様を見せてやる！」

　そして、帝輝は楓かえでたちに指令を下す。

「真ま桜お！」

「……ん。〈マギディス〉」

　真桜が〈マギディスの杖つえ〉を掲げた。連邦の作り上げた特殊な魔法を司つかさどる杖。

　一定時間、真桜を中心としたエリアで魔法を使えなくする魔法だ。ただし、これは味方もその影響を受ける。真桜の周辺では、回復魔法すら使えなくなる諸もろ刃はの剣でもあった。

「なるほど……まずは僕の攻撃手段を封じたか」

　だが、それでも凰楽の魔法攻撃を封じなければ、帝輝たちはその膨大な魔力によって一撃で殺されてしまう。凰楽が魔法を使うには真桜から離れるしかない。だが、真桜から離れれば魔法はこちらまで届かない。それに凰楽が動けない理由はもうひとつある。

「動いていいぜ。凰楽。もっとも、サクリファイスの魔力の支援は、お前が動けば受けられないし、サクリファイス自身も支援中は不動だ。動いた瞬間、真桜のスリープが飛ぶ」

「だが、僕を動けなくしたところで、魔力が下がるわけでもない」

「わかってるさ。慌てるなよ。まだ準備段階だぜ」

　訝いぶかる凰楽をよそに、帝輝は次の指令を下す。

「全員、あのサクリファイスを倒せ！」

　その言葉に、クラスメイトたちは一斉にサクリファイスに襲いかかった。

　そんな彼らの行動に、目を見開き、顔が驚きよう愕がくに塗まみれたのは凰楽だ。

「な、何を……！　帝たい輝き、何を考えてるんだ!?　彼らを殺せば──」

「ああ、ひとりにつきお前の魔力が12上昇するな」

　帝輝は目の前にいたひとりのサクリファイスを一刀の下に切り捨てる。

　凰おう楽らのステータスが上昇した。魔力は12上昇する。

　そして、他のサクリファイスも次々と倒された。それと同時に凰楽の魔力は１７０から２１８へと上昇する。他のパラメータも軒並み50以上を超えていく。

　もはや、彼を倒せる者は誰もいなくなってしまった。ステータスだけを見れば詰んでいる。帝輝、怜れ王お、君きみ尋ひろの三人が揃そろったとしても、彼を倒すことは叶かなわないだろう。

　そして、サクリファイスが倒されたことで、凰楽もまた自由に動けるようになった。

「お前の相手は俺だ」

「正気かい？　このステータスで〈神剣オリジン〉を一撃でも喰くらえば、君は死ぬ」

「攻撃は避よければいい。忘れたか？　俺はお前から一本を喰らったことがないんだぜ」

「そんな昔のこと！　技ありや有効なら何度も取った！」

　凰楽が白い剣を手に襲いかかってくる。

「これが君の答えなのか!?　こんな自や棄けになった指揮が君のゴールか!?」

「細工は流りゆう々りゆう、仕上げを御ご覧ろうじろってな！　安心しろよ。いい夢を見させてやる！」

　打ち合われる〈ルインブリンガー〉と〈オリジン〉による鉄が吠ほえる音が響いた。

　帝輝は凰楽の剣を確実に躱かわし、しかし、反撃も行っている。攻撃は最大の防ぼう御ぎよだ。剣道で守備型だった帝輝は、身を以もつてそれを知っている。

　凰楽はまるで剣道で打ち合うかのように縮こまっていたが、反撃の隙すきを狙ねらっていた。

「……凰楽。なんだ、そりゃ？　お前、俺に勝つ気がないだろう」

「な、何を世よ迷まい言ごとを……」

「別にお前は俺からの攻撃を躱す必要がないんだ。何しろお前の守備力は俺の攻撃力を上回っている。俺が守備力無視のギフトでも使えればいいんだが、あいにくと今の俺はそのギフトを入れていない。お前は上昇したステータスに任せて、攻撃しまくればいいはずなのに、なぜかお前は守備に入った」

「それはっ！」

「全部あとで聞くさ。今はおねんねの時間だぜ！」

　帝輝は凰楽から距離を取って後ろで控えている紗さ蘭らんに視線を送る。

「紗蘭！　頼む！」

「うんっ、お兄ちゃん！　凰楽さん！　いくよっ！」

　帝輝が言うと同時に、紗蘭の可か憐れんな歌声が広間に響く。

「Aking kapangyarihan ay ang iyong lakas. Higit pa rito, ang mga posibilidad.」

　凰楽の頑かたくなな心にも届くかもしれないと思うほど透き通った声。壁や天井の大理石で反響する歌声は、まるでコンサート会場にでもいるのではないかと錯覚するほどだ。

「シンガーか！　君はそれで何をするつもりだ!?　僕に魅了が効くとでも思っているのか！　この２１８の魔力が壁になって歌は僕には効かない！　ステータスを減少されても、君らを絶望させるには充分な数字が残る！」

「ああ、魅了は効かないだろうさ。だが……ステータスの増減は効く。ステータス増減の歌には、回復魔法と同じで魔力比較がないからな！」

　その言葉に、凰おう楽らは目を見開く。

　紗さ蘭らんの歌が終わった瞬間、凰楽のステータスはすべて１・２倍されていた。

「ぼ、僕をパワーアップ……？　君は一体、何を考えて……」

　力の60は72に。素早さは55から66に──。

　そして、２１８だった魔力は２６１──ではなく、６となっていた。

「な……、え……！　なんだ、この数値は!?」

「『ＬｏＲ』の基本ステータスは50が最大になっている。ただ、補正やらなんやらで、それ以上の数値になることはお前も知ってるだろう？」

　それは凰楽も知っている。帝たい輝きのプレイを何度か見たことがあった。

「だが、２５５以上の数値にはプログラム的に対応してないんだよ！　２５５なんて馬鹿げた数字を超えることなんて考慮されてないんだ！　それ以上になれば、一周──プログラムがオーバーフローを起こして０から数え直しになる！」

　紗蘭の歌によるステータス上昇。それは個人のステータスを１・２倍させる歌だ。味方にも敵にも指定できるこの歌は、こうして敵をパワーアップすることもできるのだ。

　馬鹿げた数値の魔力になった時、帝輝はステータスのオーバーフローを思い出していた。

　こちらの世界でも同じように効くかどうかは賭けだったし、紗蘭の歌が凰楽に効かなければ終わりだったし、何よりもすべてぶっつけ本番だったが上う手まくいった。

「さあ。〈マギディス〉の効果が切れる頃だ」

「ま、まだだ！　魔法以外でも僕には〈神剣オリジン〉が──」

「遅い！　やれ、真ま桜お！」

　帝輝の指示に従い、真桜が杖つえを掲げる。その先端は凰楽に向いていた。

〈マギディス〉の効果が消え失うせ、〈スリープワンド〉に秘められた魔法が放たれる。

「くっ……！　爆はぜよ、〈フリーズ──」

　帝輝が魔法を放つ前に、戦場にそぐわない音符が飛んだ。それが凰楽に命中すると彼の身体からだはふらりとぐらつく。ふらふらと、よろめきながら凰楽は帝輝に近づこうとして、

「ま、まさか、こんな方法が……！」

　膝をつき、その途上で倒れ伏した。

　俯うつむきに倒れた凰楽はピクリとも動かない。完全に眠ってしまった。

「成功だ！」

　帝輝が言うと、クラスメイトの間で歓声が沸く。

　だが、これに喜んでいる暇はなかった。睡眠はいずれ解けるのだ。

「今すぐ椿姫つばきを仲間にしに行くぞ！」

　その前に帝たい輝きが洗脳の解けたであろう椿姫つばきに話しかけて、仲間にする必要があった。




　凰おう楽らを眠らせたあと、帝輝たちは急いで椿姫と裏うら松まつがいる噴水へと戻る。

　ゲームであれば、洗脳が解けて立ち止まった椿姫がいるはずだった。

「椿姫ちゃん、戻ってるよね？」

　胸に痛みを感じているかのような、紗さ蘭らんの引き絞るような声。

「たぶんな……。ゲームであれば戻ってるはずだ」

　帝輝はそんな気休めを言うことしかできなかった。ゲームとまったく同じ仕様がある一方で、ゲームではあり得ない展開があるのがこの世界だ。

「……裏松が報告に来ないわね。この手の報告はしっかりやるように言ってあるのに」

　御み影かげが不機嫌そうに漏らした。

　帝輝が抱く不安。それは凰楽を眠らせたにもかかわらず、椿姫を誘導している裏松がやってこないことだ。裏松には椿姫が立ち止まり次第、報告に来るよう言い含めてある。

「いや……」

　帝輝自身も目に見えぬ正体不明の感情に押し潰つぶされそうだった。

　もし、椿姫が元に戻らなかったら？　あのまま、自分の敵でいたら？

　帝輝を支えているのは、椿姫が元に戻れば傍そばにいてくれるであろうという未来だ。

　それが叶かなわないというのであれば、凰楽の言い分に膝を折ってしまうかもしれない。

　だから、今は祈るしかなかった。椿姫が元に戻ることを。

　だが──。

「誰か俺とスイッチしろォ！　こいつ、止まらねェぞ！」

　悲鳴じみた声を上げる裏松。それが帝輝たちの耳に届いた。

　裏松はずっと噴水を回り続けている。その背後をずっと椿姫がついていた。

「椿姫！　止まれ！」

　椿姫がその足を止め、帝輝の方へと振り返った。

　だが、その顔は無表情で瞳は冷たさを感じるほど何もない。帝輝を見ても、何の感慨も湧わかないというように。ただ、帝輝に狙ねらいを定めただけだった。

「なんで洗脳が解けてないの!?　メディック、裏松の回復を急いで！」

　御影が慌てて周囲のユニットに向かい、椿姫を封じ込めるように指揮を執る。

「まさか……洗脳が完了してたの？　まだ猶予はあったはず！」

「そんな！　椿姫ちゃん！」

　御影が慌て、そして、紗蘭が信じられないというような声を上げる。

「もしかするとだが……凰楽の魔力は通常よりも底上げされていた。だから、そのゲームよりも洗脳速度が速かったのか？」

　凰楽が設定を変更していたが故の仕様異常バグ。いや、理由など帝輝にとっては、もはやどうでもいい。椿姫の洗脳は解けておらず、今も味方に攻撃を加えていることを、事実として受け止めなければならない。

「………」

　そして、椿姫つばきは攻撃範囲内に入った帝たい輝きを敵と定めて襲いかかってくる。

　ステータスがゲームと同じなため、椿姫の一撃で死ぬようなことこそないが、油ゆ断だんすれば相当なダメージでＨＰヒツトポイントを持っていかれるはずだ。

「やめろ、椿姫！　やめてくれ！　元に戻ってくれ！」

　帝輝が叫ぶが、椿姫は反応をしない。

　洗脳が解けてない。それは80日以上経たっていることと同義だ。ここまで急いで来たことも、必死で組み立ててきた進行ルートも、何もかもが無駄になったということである。

　洗脳が終わった椿姫を仲間にする方法は……ない。

「やめて、椿姫ちゃん！　お兄ちゃんだよ！　お願いだから目を覚まして！」

　紗さ蘭らんの声も届かない。クラスメイトたちの祈りも届かない。ただただ、帝輝と椿姫の間で虚むなしく剣けん戟げきが響くだけ。クラスメイトたちも、どうすればいいのか迷い、動けずにいた。

「くそぉっ！　椿姫ッ！　椿姫ッ！　元に、戻ってくれ……！」

　帝輝は自じ嘲ちようする。梨り夢むのことを責める資格などなかった、と。

　椿姫が目の前にいる。それだけで彼女に対して、叫ぶことしかできない。

　洗脳が完了してしまったワルキューレはもう殺すしかないというのに……。

「………」

　剣道部としての鍛え抜かれた動きは見る影もなく、まるでただの機械のようだった。

　当然だ。椿姫のあの天衣無縫な動きがデジタルで再現できてたまるものか。打ち合いながら、帝輝はそんなことを思う。

　椿姫が本気を出せば、自分はものの数秒で倒されるだろう。それを知っている。

　もはやロードは不可能。そして、帝輝は選ばなければならない。

　この剣で、椿姫を手にかけるという選択を──。

　──殺す？　椿姫を、殺す？

　己の半身のようなこの幼おさな馴な染じみを……？

「できるわけがない。ぐっ……！」

　一瞬の迷い。その隙すきを椿姫は逃さず、帝輝に一撃を与えた。命中判定、成功。クリティカル発生。防ぼう御ぎよ力を無視した一撃が入る。帝輝のＨＰが半分近く減ってしまった。

　それでも、椿姫は止まらない。

「メディック！　回復！」

　すぐに回復魔法が入ったが、これは時間稼ぎでしかない。いずれ、ＭＰマジツクポイントは尽き、回復薬も尽き、何もできなくなってしまう。今の帝輝の心には絶望しか残っていなかった。

「お兄ちゃん、一生のお願い！　少し時間を稼いで！」

　帝輝の黒く染まり始める心を、理性で必死に押し止めようとしていると、紗蘭の叫び声が耳に届く。あまりにも珍しい紗蘭の心の底からのお願い。

　何か策はあるのか？　この状況で何ができるのか？　ゲームオーバーか椿姫つばきを殺す以外に、何か選択肢が増えるのか。

　だが、それでも帝たい輝きはそんな紗さ蘭らんの言葉に従った。

　もし。万が一でもいい。

　何かが起こるのであれば、奇跡に縋すがってもいい。紗蘭の言葉ならなおさらだ。

「わかった！　全員、紗蘭を守っててくれ！」

　そして、帝輝と椿姫は対たい峙じする。

　椿姫は、ついていない血を払うように剣を振って構え直した。

「まったく。お前に竹刀で追いかけられてる時の方が平和だったな」

　からかうと何かと竹刀で追いかけてきていた中学時代。

　そんな椿姫はすぐに「剣士として何事か」と師し範はんに叱しかられ、帝輝も一緒に謝っていた。

　高校に入ってから控えめになったが、それでも大きくは変わらない。

　あれは彼女なりのスキンシップだったのかもしれないな、と今にして帝輝は思う。

「竹刀で叩たたこうと剣で斬きろうと、どっちでもいい。いつもの笑顔を見せてくれれば！」

　椿姫が細い剣を突き出す。

　帝輝は剣を横に薙ないで、どうにか剣先を逸そらした。

　バランスを崩した椿姫に隙すきが生まれる。しかし、帝輝はそこを攻撃はできない。

　椿姫に剣を向けたくなかった。それ故、一方的に攻撃されるのみ。ただ、耐えていた。

「く、そ……！」

　無表情に襲いかかってくる椿姫に、帝輝の心が折れそうになる寸前──。




「Bumalik sa katinuan. Ito ay mahal sa iyo.」




　戦場にはそぐわない──しかし、誰もが聴き惚ほれる声。

「Hindi ko nais na makita ngayon, dalawang lalaking ina-napinsala.」

　その声は人々の心を震わせる。あらゆる人の心を。

　天使すらもその翼を休め、その身を大地に留とどめるとすら言われた歌声。

　クラスメイトたちは、戦うのも忘れて聴き入った。

「Pagbalik sa dalawang lalaking palagi.」

　そして、それは椿姫も同様だった。

　紗蘭の歌を心に染み渡らせるように聴き、その足を止めている。

　シンガーである紗蘭の歌。魅了。敵を、一時的に味方に寝返らせるもの。

　本来であれば特殊なユニットには効かない。事実、ボスユニットには効かなかった。

　だが、仲間になるクラスメイトたちに条件さえ合えば歌が効くのは、楓かえででも、品しな川がわでも実証されている。紗蘭はこれまでに何度もシステムを超えた奇跡を起こしてきた。

「わたしの声が届くなら、椿姫ちゃんに奇跡を起こせるなら……わたしは歌い続けるの！」

　さらに彼女は激しく歌い続ける。奇跡を祈るように。

　静聴しているかのように足を止めていた椿姫つばきは、その場に膝を折って床にへたり込んだ。

　そして、すぐに頭を抱えて苦しみ始める。

「あ、あ……！　あ、あ、ああああああああ……！」

　苦しんでいる声だったが、それはむしろ人らしい。感情の萌ほう芽がを彷ほう彿ふつとさせた。

「椿姫！」

　帝たい輝きが駆け寄ってその肩を抱いた。少しでも不安が取り除けるように。

「あ、う、あ……！」

　まるで洗脳に抵抗しているかのように──いや、抵抗しているのだ。

　その額には珠たまのような汗が浮かび、頬ほおを伝って流れていく。

「負けないで、椿姫ちゃん！　目を覚まして、紗さ蘭らんたちと一緒に行こう！」

　紗蘭もまた必死に呼びかけた。内面へと直接聞かせているかのような声。

　大事にしている喉のどが潰つぶれることも考慮していない、紗蘭に似つかわしくない荒い叫び。

　だが、その叫びは、その場にいる者の全員の心を代弁した魂に訴えかける声だ。

「あああああああああああああああああああああああああああああああっ……」

　椿姫もまた天に向かって、何かを吐き出すように叫ぶ。

　いつまで続くのかと思われた椿姫の叫び声が不意に止まった。

　うっすらと赤い霧のようなものが椿姫の身体からだから浮かび上がり、そして、一瞬で消える。

「椿姫！」

　触れていた椿姫の身体から力みが消え、帝輝の胸の中へと倒れ込んだ。

「大丈夫か、椿姫」

　そして、少しずつその瞳に光が戻っていった。その瞳に帝輝が映り──。

「帝輝ッ！」

　もはや反射行動のように椿姫は帝輝の身体に抱きつく。

「帝輝、帝輝……ッ！　ごめんね、ごめんね。あたし、あたし、こんなこと……」

　洗せん脳のう時じの記憶が残ざん留りゆうしているのか、懺ざん悔げするように椿姫は涙をポロポロと零こぼす。

「気にするなよ。お前に剣で振り回されるなんて、いつものことだろ」

「でも、でも……」

「いいから。今は何も考えなくていいから。こうさせてくれ」

　瞳から止とめ処どなく涙を流している椿姫を、帝輝は愛いとおしそうに強く強く抱きしめた。




「やってくれたね……」

　椿姫との再会も束つかの間ま、帝輝たちのいる噴水まで凰おう楽らがやってきた。

　目を覚まして、帝輝を呆あきれ半分感心半分の感情で見ている。帝輝もまた、凰楽を油ゆ断だんなく睨にらみつけていた。

　そんなふたりをクラスメイトたちは見守ることしかできない。













　帝たい輝きは、椿姫つばきを自分の背中へと押しのけた。

「まさかこんな方法があったなんてね。眠らせてくることは読んでたから、最も高い数値にしておいたけど、それが裏目に出るとは思わなかった」

「お前の知らないことなんかいくらでもあるさ」

「さすがに小学校の夏休みの自由研究を『ＬｏＲ』で出しただけはあるね」

　そう言って思い出すようにクスリと笑う。

「先生にゃ怒られたけど、いい思い出だよ」

　帝輝は凰おう楽らを真まっ直すぐに見る。決して目を逸そらさず、もう何の迷いもなく。

「俺はお前との思い出をもっと作っていきたい。だけど、それは争い合うものじゃない」

「それは僕だって同じだよ、帝輝」

「だったら！」

　凰楽はそれは叶かなわない夢なのだと教えるように首を振る。

「……僕にメールを送ってきた存在がなんなのか、僕は知らない。ただ、僕は知ってしまったんだ。あの事故の中……僕だけが奇跡的に生き残るんだって」

「凰楽、だけが？」

「僕が選ばれた人間とかそういうものじゃない。聞いた話では、ただの実験や調査みたいなものだ。一言では上う手まく説明できないけど……」

「説明の時間なんかいくらでも──」

「時間が惜しい。聞いてくれ、帝たい輝き」

　凰おう楽らは悲しみか、怒りか、虚むなしさか……複ふく雑ざつな表情で帝輝の提案を拒否する。

　クラスメイトたちは口をまったく挟めない。

　椿姫つばきですら、凰楽の様子に声をかけるのを躊躇ためらっていた。

「僕は怖かったんだ。自分がひとり取り残されることが！　帝輝もいなくなって、椿姫ちゃんもいなくなったら……僕は生きていけない。僕は弱いんだよ。君たちふたりがいないと歩けない。何度も何度も助けられて情けないけど、僕はひとりでは歩けないんだ」

「……凰楽。お前……」

「皆で一緒に死ぬんだったら、僕はそれでもよかった。でも、違うんだ。僕だけ生き残るんだよ、帝輝。そんなこと、僕は想像もしたくなかった」

「だから、お前は俺たちをここに導いたのか？」

「そうだ。ここを創り出した存在は、あらゆる架空の世界を再現できる。現実側に世界を持ってくることすら可能なんだ。それで僕は思いついた。この架空世界の中であれば、皆とずっと生きることができるって」

　凰楽は自じ嘲ちようするように語り続け、そして、縋すがるような目を帝輝に向ける。

「帝輝。君は飛行機の中から脱出する方法を考えたって言ったらしいね」

「怜れ王おから聞いたのか？」

「怜王と同じく僕も信じられなかった。君はどんな方法を思いついたんだ？」

「簡単だ。『ＬｏＲ』のギフトを使えばいい」

　そして、帝輝はクラスメイトたちに説明したことを凰楽に語った。

　凰楽は何も問うこともなく、静かに聞いている。自分の思いつかなかったことを考えていた帝輝に、凰楽は改めて感心した表情を向けていた。

「うん。すごいと思うよ。飛鳥あすか井いさんが異世界から戻ってきた、なんて話を聞いて、そんなことを思いつくなんてね」

「だったら、お前も同意しろ。お前が賛同すれば、それ以上に心強いものはない」

「僕だってそうしたいよ！　でも、怖いんだよ！」

「凰楽……」

「もし失敗すれば君らは死んでしまうんだ！　そんなのを僕に看み取とれって言うのか!?　やめてくれよ、想像もしたくない！」

　凰楽はまるで子供のように喚わめき散らす。

「僕は……子供の頃から何も変わっちゃいない！　物分かりのいい風を装って、色んな人と仲良くして。でも、すべては僕が生き残るためだった！　見捨てられないために……！」

　威い勢せいよく言って、それから凰楽はすぐに肩を落とした。

「失敗するかもしれないのに、君らの生死を懸けるなんて馬鹿げているよ。だとしたら、この世界で生き残った方がいいじゃないか。なんで、皆それを認めないんだ……」

「………」

「帝たい輝き！　君だったら、この世界で生きていたいんじゃないかって思ったのに……！」

「悪いな、凰おう楽ら。俺は架空と現実をそこまでごっちゃにできない。それに、この架空の世界で、ずっと生きていける保証はあるのか？　この世界はやっぱりおかしい。俺たちはステータスは成長しても、身体からだは何の成長もしていない。これは生きていると言えるのか？」

「………」

「俺は現実で生きていたい。やっぱりこの世界は不便だし、俺たちには合わな過ぎる。妄想しておくぐらいが丁度いいんだよ。血しぶきが出ないし、殺したような手応えが残らないのはゲームっぽいけど、人に斬きりかかるのは心の大事なトリガーを緩めてる気がする」

「駄目なのか、帝輝……」

「ここでの世界はな。だけど戻るなら、お前も一緒だ。手を繋つなげる。肩を抱き合える」

「な、何を……僕は……」

「また戻って『ＬｏＲ』を一緒にやろう」

　そう言って帝輝は手を差し出した。

「ほら、椿姫つばきも」

「うん」

　椿姫も躊躇ためらわずに、その手を出す。

「凰楽。あたし、怒ってるんだよ」

「椿姫ちゃん……。それはこんなところに連れてきたから当然で──」

「違うよ！　あたしたちに相談してくれなかったことだよ！　何で言ってくれなかったの？　あたしたちが信じないと思った？」

「………」

　凰楽は答えない。いや、答えたくとも、答えられないようだった。

「やっぱり、凰楽にはあたしじゃなくて、帝輝がいないと駄目なんだよ。それに、帝輝には凰楽がいないと駄目。ふたりして、すっかり変な顔しちゃってさ」

　椿姫が切なそうに呟つぶやく。

「あたし……ずっと意識を失ってたから、ふたりがどんな風に悩んでいたのかもわからないんだよ？　それは寂しいよ。あたしたち、幼おさな馴な染じみなのに……」

　この世界に来て時間を経へたせいか、確かに帝輝も凰楽も顔付きは変わっていた。それは、椿姫に言わせれば変な顔らしい。

「来い、凰楽。一緒に現実に戻ろう。いつまで椿姫にこんな表情をさせる気だよ」

「……帝輝、……椿姫ちゃん」

「失敗するかも、なんて考えないぞ、俺は。あの飛行機の中から確実に脱出する方法、助かる方法を見つける。誰も死なさずに、だ」

　帝輝はさらに手を凰楽に近づける。

「凰楽！」

　そして、凰楽もその言葉に応えようと手を伸ばして──。

　魔力の渦が襲い来る。それは確実に凰おう楽らを狙ねらっていた。

　魔力が低下している凰楽を一撃で殺してしまう可能性のある攻撃。

「くっ！」

　反応の遅れた凰楽を横に突き飛ばすように押して、帝たい輝きがその渦の射線に立つ。

　どうにか避よけようとしたが、遅かった。

「……マスター！　純白の盾たてよ、《スヴァリン》！」

　津波に攫さらわれるように帝輝が吹き飛んだ。

　一気にＨＰヒツトポイントゲージが縮み、戦せん闘とう不能へ近づいていく。だが、寸前でＨＰは僅わずかに残った。

　魔法に気付いた真ま桜おが即座に行動を起こして、魔力のバリアを張ったことが幸いした。

　それすら貫く威力に真桜は肝を冷やす。もし、バリアがなかったら、帝輝は死んでいた。

「帝輝！」

　庇かばわれた凰楽は帝輝を振り返る。

　服や身体からだこそボロボロになっていないが、ＨＰはほぼ０に近い。

　そうなれば死ぬ。ゲームオーバーになって、すべてのクラスメイトたちが。

『ケルビムよ。まだ片付かぬのか』

　そこへけたたましい鉄の足音と共に、ひとりの男が軍勢を伴って広間へとやってくる。

　それは、神。この『ＬｏＲ２』におけるラスボス、ケールだ。

　白い司祭服の中に神聖な鎧よろいを着込んだ神で、設定では元人間の魔法の研究者だった者だ。深しん淵えんを覗のぞき、神の世界へと至ったという。

　姿はゲームと変わらない。まるで教皇のような出いで立たちをしている。

「何で話しかけてきてるの……」

　ゲームを知っている御み影かげが、恐る恐る呟つぶやいた。

　今までのＡＩとは違う。同じ言葉を喋しやべるだけの村人とも違う。完全なる意志を持った人のような、何か。そもそもラスボスは最奥の部屋で待っているはずだ。この世界はシームレスに世界が繋つながっているとはいえ、ラスボス自らが動くことはない。

『ふん、人間共と戯たわむれよって。貴様ごと消してやる。そして、この世界を創り直すのだ！』

　今度はゲームと同じだった。凰楽を仲間にして神に立ち向かう時のケールの台詞せりふだ。

「いけない！」

　御影は自分の使命を思い出し、ぶんぶんと首を振る。

　帝輝の下に駆け寄りたいのは山々だが、そんなことを彼は望まないだろう。帝輝が自分に望むのは、戦場をいち早く把握し支配すること。御影はそれを充分に理解していた。

「メディックたちは帝たいちゃんをすぐに回復！　戦闘に早く戻せるようにして！　動けるユニットは全員、グループごとに散開！　あの魔力の奔流だけは喰くらわないで！」

　帝輝が瀕ひん死しの今、前線で指揮を執るのは彼女になる。

「真桜！　あんたは楓かえでを壁にして魔力の防ぼう護ごをしながら、ラスボスに攻撃！」

「……了解。行こう、楓」「わ、わかりました！　真桜さん、行きましょう！」

　指示を受けて真ま桜おと楓かえでがすぐに動き出す。

「他の皆は周囲の雑ざ魚こを減らしていって！　冷静にステータスを見ながら戦いなさい！　ラスボスの挙きよ動どうはおかしかったけどステータスは変わらない。私たちなら倒せる相手よ」

　そんな御み影かげの指揮に続き、滝たき脇わきと品しな川がわがそれを支援。自然な流れだった。

「どんな絶望的な状況でも決して見捨てない指揮をする！　だから、死ぬな！」

「連中の能力は私たちよりも低いわ。文化レベルが下と思って見下して蹂じゆう躙りんなさい！」

　すぐに広場が戦音に包まれた。鋼の剣けん戟げきや魔法の音が、空間内に響き渡る。

「回復早めに！　ラスボスの向いた方にあの渦は飛んでくるわ！　一直線に並ばないこと。魔力防ぼう護ごの高いシールダーは、一撃で死なないから常に皆を庇かばえるように動いて！」

　帝たい輝きと共に歩んできたタクティシャンたちは、その辣らつ腕わんを大いに振るっていた。

「うわ、敵のクリティカル率３パーセントある！」「誰か運と器用値の高い奴やつ、スイッチ！」「95パーセントをミスるな馬鹿！」「誰に言ってんの!?」「自分にだよ！」

　クラスメイトたちは、苦戦をしながらもどうにか神の軍勢を蹴け散ちらしていく。

　ケールに対しても、楓を真桜が援護し真桜を楓が守るという完璧な連携ができている。

　だが、ケールの固有ギフト〈サンクチュアリ〉が、真桜や楓の攻撃をすべて１へとシャットアウトしていた。真桜と楓のコンビですら厳しい戦況だ。

　ケールには〈ルインブリンガー〉、〈ダークアロウズ〉、〈ヴェルクウェイブ〉らの武器や魔法、つまり帝輝、怜れ王お、君きみ尋ひろらの持つような神の創りし武器しか、まともにダメージが入らない。〈ルインブリンガー〉は誰にでも使えるが、帝輝以外が使えば呪のろいでその身を削られる可能性がある。

　その帝輝は凰おう楽らと椿姫つばきに見守られながら、メディックに回復されている。

　意識がないわけではないが、口を開けることもない。回復したあと、ラスボスに向かうために、心の準備をしていた。

　すでに帝輝の心の中はどうラスボスを倒し、クラスメイトたちを守るかという点に集約されている。そして、今の状況を皆が耐えてくれると信頼していた。

「帝輝……ごめん。君らが来る前からラスボスが自律して動いていたから、来るかもしれないってちゃんと予想をしてたのに……」

　凰楽が帝輝の言葉を遮ったのは、こんなことがあり得るかもしれないと恐れていたからだ。可能性としては低いとみていたが、予想はあっさりと裏切られている。

　だが、こうして帝輝が傷付いては何の意味もなかった。

「凰楽。どうするの？」

「椿姫ちゃん……」

　椿姫の目が問う。ここで何をしているのか。何を立ち止まっているのか。

　その瞳は凰楽の背中をぐいぐいと押していた。

「やるべきことは……ひとつじゃないの？」

「………」

「もうロードはないんだって。楓かえでちゃんも真ま桜おちゃんも、頑張ってるけど、あのままじゃふたりは勝てない。ここで彼女たちに助力できるのは……あたしと凰おう楽らだけだよ」

　言い切って椿姫つばきは神を睨にらみつけるように振り返る。そして、一足飛びに駆けていった。

「……帝たい輝き。すまなかった」

　椿姫の姿を見た凰楽は、帝輝を一いち瞥べつする。すぐに目を逸そらし、椿姫のあとを追った。

　心の中で深く深く謝りながら、その手に持つ〈神剣オリジン〉を強く握り締める。

「今更……罪悪感で自分を縛ってる場合じゃないッ！」

　凰楽もまたその目に決意の光を宿らせ、大理石の床を蹴けって神へと立ち向かった。

　椿姫と凰楽はクラスメイトたちと戦う神の軍勢に向かい、勢いのまま隊列に穴を穿うがつ。

「うぉい！　こっちの計画狂うだろ！」「ごめーん！　少し倒していくから許して！」

　椿姫の剣が縦横無尽に振るわれた。一刀ごとに敵のワルキューレが沈んでいく。

　帝輝から繋つながる魂の絆きずな──胸に光るその輝きをそっと抱くように撫なでた。

　それが、今の椿姫をいつも以上に動かす力だ。

　類たぐい希まれな動体視力と身体能力で、向かってくる剣を避よけ、その隙すきを見逃さず剣を突き入れる。デジタルのモーションで向かってくる敵など物の数にもならない。

　まるでドラマの殺た陣てを思わせるほど、見事に舞っていた。

　そして、そのあとを無言で凰楽が続く。神の軍勢を同じく剣で蹴け散ちらしながら。凰楽のステータスは今、魔力や早さが逆転現象を起こしているが、力や守備力は高いままだ。力に任せて粉砕し、椿姫の後ろを突き抜ける。

「やれやれ。やっと元もと鞘さやか？　ようやく俺も副リーダーみたいな立場から解放されるな」

　そんな光景を見た滝たき脇わきが、安心したようにそう呟つぶやいた。




「加勢するよっ！」「ふたりとも、下がってくれ！」

　神の軍勢を越えた椿姫と凰楽はすぐに楓と真桜に合流する。

「ありがとうございます！　助かります！」「……助力、感謝」

　改めてラスボスを見る。未いまだにそのＨＰヒツトポイントは十分の一も減っていなかった。

「……さすがにラスボス。固い」

「君のもうひとつの世界の魔法は？　あれがあれば……」

　凰楽が真桜に問う。だが、真桜はすぐに首を振った。

「……もう三回全部使った。何を使っても１しか減らない」

「溜ため息いきが出そうだね」

　愚ぐ痴ちもそこまでだった。ケールが魔力で剣を創り上げ、それを振るう。

　凰楽は物理攻撃であれば問題ない。ただ、魔力判定の攻撃が来ると逆転現象を起こしているせいで一撃で死にかねない。紗さ蘭らんの歌の効果が解けるのはまだまだ時間がかかる。

「はああああああああああああああああああああああああああっ！」

　椿姫がケールに対して、斬きりかかる。初期装備にある戦乙女の閃せん剣けんは強力な武器だ。

　しかし、〈サンクチュアリ〉に対しては無力だった。

「ダメージ１!?」

「ダメです、椿姫つばきさん！　特定の武器以外の攻撃は、全部１になるんです！」

　楓かえでが注意をすると、しかし、椿姫は不敵に笑った。

「だったら──こいつのＨＰヒツトポイント分、斬きりかかればいいだけよッ！」

　ケールの身を椿姫が何度も斬り裂き、その度にＨＰが１減っていく。

　このラスボスの最大ＨＰは３００。だが、未いまだに２５０にすら届いていない。

　だが、椿姫はケールの攻撃を避よけ続けている。喰くらっても命中判定で三割は避けていた。

　凄すさまじい体たい捌さばきで、常人には真ま似ねできそうもない。

「そうだ……！　ＨＰ１でも、ダメージを与えることに意義があるッ！」

　力任せに凰おう楽らは〈オリジン〉を振り切った。

　その剣はラスボスの身体からだに命中し、命中判定でも正となってダメージを与えた。

　そのダメージは12。二桁けたに届いている。

「こ、これは……!?」

　理由はわからない。だが、それでもこれが有用な武器だということだけはわかる。

　凰楽はこの時知らなかったが、〈サンクチュアリ〉を無効化するのは神の創りし武器。〈ルインブリンガー〉、〈ダークアロウズ〉、〈ヴェルクウェイブ〉──そして、凰楽の持つ〈神剣オリジン〉もまた神の創りし武器である。

　凰楽のケルビムというユニットは、元々『ＬｏＲ２』の救済キャラだ。

　神──ケールにダメージを与えられるユニットとして参さん画かくする。

　これこそが、帝たい輝きの狙ねらいだ。

　怜れ王おや君きみ尋ひろがいなくても、凰楽がいればケールとは戦える。元々、凰楽を仲間にすることが前提条件なのだ。であれば、凰楽がケールと戦うことも織り込み済みだった。

「い、行けますよ！」

　楓が希き望ぼうに満ちた声を上げる。まだまだ先は遠いが、今までに比べれば大きいダメージだった。クリアへの道筋が少しずつ見えてくる。

『フンッ！』

　今度はケールの攻撃が、凰楽を襲う。

「くっ！」

　逆転現象が起こっているとはいえ、それでも凰楽が物理攻撃でダメージを負った。

　凰楽のステータスはレベル最大のユニットよりも弱くなっている。ダメージは大きい。

　だが、すぐに減ったはずのＨＰは徐々に回復していた。

「え……？」

　帝輝を回復していたメディックのクラスメイトが、遠方から凰楽のＨＰを回復したのだ。得意げにサムズアップを決めている。そして、彼が凰楽を回復したということは──。

「待たせたな。まさか回復にここまで時間がかかるとは」

「帝たい輝き！」「……マスター！」「帝輝さん、よかった……」

　帝輝は椿姫つばき、真ま桜お、楓かえでをそれぞれ見たあと、凰おう楽らに視線を向ける。

　凰楽も無言で帝輝に視線を返した。

「ふたりとも、頑張ってね！　わたしも、頑張る！」

　紗さ蘭らんが、クラスメイトたちに守られながら、周囲を鼓舞するように歌を歌う。

「Aking kapangyarihan ay ang iyong lakas. Higit pa rito, ang mga posibilidad.」

　帝輝のステータスを上昇させる歌だ。

「行こう、凰楽」「うん、帝輝」

　そして、帝輝と凰楽が頷うなずき合い、床を蹴けってその手に持った剣を振り上げる。

　今度はお互いを傷付けるためではない。彼らを繋つなぐのは、強い強い魂の絆きずなの光。互いが互いを信じ、ステータスを底上げしている。その光は眩まぶしいぐらいに輝いていた。

「〈ルインブリンガー〉！」「〈神剣オリジン〉！」

　クリティカルのダメージがケールを貫き、ＨＰヒツトポイントが一気に減った。

『ぐおっ！　ケルビム、貴様ッ！　我に逆らうか！』

「僕はケルビムじゃない。僕は、帝輝の幼おさな馴な染じみ、細ほそ川かわ凰楽だッ！」

　ふたりの剣が幾度となくケールの身を引き裂く。

『デルタウェーブ！』

　ケールの魔法が凰楽を襲う。魔法に対する防ぼう護ごが弱くなった凰楽では耐えきれない。

「ぼさっとするなよ！　凰楽！」

　帝輝がその身を吹き飛ばすように押し込んだ。

　凰楽は体勢を崩したが、すぐに着地し、その反動でケールへと斬きりかかる。

「昔のチャンバラごっこを思い出すね！」

「師し範はんにはやたら怒られたけどな！」

　ケールの攻撃はまったく当たらない。

　ふたりの息ぴったりな動きは、敵ＡＩの単純なモーションなどものともしなかった。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「はあああああああああああああああああああああああああっ！」

〈サンクチュアリ〉は、〈魔剣ルインブリンガー〉と〈神剣オリジン〉には意味がない。真っ当な計算式で処理される。そんなふたりの剣が容赦なくケールのＨＰを削っていく。

『馬鹿なっ！　我が人間などにッ！』

　そんな悲鳴じみた声を上げるケールに向かって、帝輝と凰楽が剣を振りかぶる。

　かつてやっていた剣道と同じような構えだ。

　ふたりが合図をすることもなく、同時に間合いを詰める。

　そして、まるで交差するように、帝輝と凰楽の剣が閃ひらめいた。

　ケールの身体からだに命中。命中判定でも正となる。

　23パーセントのクリティカルが炸さく裂れつした。衝撃と共に大きなダメージが入る。

　ケールの長かったＨＰヒツトポイントバーは瞬またたく間まに縮み──完全に消滅した。

『そんなバカナ……ワレノ、ケイカクが……！　バカナバカナバカナバカナバカナ──』

　ラスボスが断末魔を上げて、上半身から風に晒さらされるように消えていく。

　あとには何も残らない。

　静寂だけが、その場を支配した。

　一瞬だけ間が空いて、

「勝ったぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　帝たい輝きが剣を掲げると、クラスメイトから歓声が沸き起こる。

　だが、喜びを分かち合う暇は与えないかのように、突然、城が大きく揺れた。

「な、何!?」「は、柱が崩れてきてる！」「天井も崩落しそうじゃね!?」

　空に浮く城が崩れ出したのだ。ストーリーとまったく同じだが、場面は反転しない。直接逃げる必要があるらしい。

「急げ！　早く光の柱から逃げるぞ！」

　帝輝の合図で、クラスメイトたちは広場から来た道を一直線に戻った。





　　　　◆






　城が大きく揺れて大理石の壁が天井が柱が少しずつ崩れていく。まるで乾いた土のようにボロボロと床へ落ち、落ちた塊は床の大理石を破砕した。ラスボスであるケールが倒されたのだろう。こうして城が崩壊しかかっているのは、その証しよう左さだ。













「帝たい輝きがやってくれたようですね」

　君きみ尋ひろが一仕事終えたかのように溜ため息いきを吐つく。

「うそだろ……。オレと君尋なしでどうやって……」

「さて。深謀による一手かもしれませんし、何気に単純な手かもしれません。我々がいなければ、ダメージが足りないだけで、もしかしたらそのダメージを誰かで補ったのかも」

「お前は何か知っているのか？」

「いえ。僕は君を抑えるためだけの存在ですよ、怜れ王お」

「……誰も死なないから途中から薄々感じていたが、やっぱりそういうことか」

「ええ。椿姫つばき嬢を救い、凰おう楽らを救い、ケールを倒すためにはこれしか手段がなかった」

　怜王は剣を手放した。大理石の床に剣が刺さる。そして、彼は天井を仰いだ。

「完敗だ。好きにしろよ。でも、クラスメイトを殺したりはしないでくれ」

「何言ってるの!?　怜王君！」「死んでどうする！」「お前がいなくなったら……！」

　慌てた怜王のクラスメイトたちが、揃そろって怜王の前に立ち庇かばう。

　すると、君尋は呆あきれたような表情を作った。

「怜王。帝輝の作戦は君も生かすことですよ」

「……裏切った奴やつも、誰も死なせたくないってか。本当に甘い奴だ。絶対に裏切られるぞ」

「かもしれませんね。ですから、君が守ってやればいい」

「そんなのお前だってできるだろうがよ」

「……僕は、途中で裏切る可能性もありますから」

「は？　何言ってんだ、お前」

「僕が今回、帝輝に協力したのは現実に戻る術すべに具体性と賭けるだけの価値があったからです。もし、今回の『ＬｏＲ２』以上に過ごしやすい世界があるのであれば、その限りではありませんよ。あとは進む度に現実との天てん秤びんにかけるだけです」

「……じゃあ。今後もっと過ごしやすい世界があって、帝輝が現実に戻ると主張したら」

「ええ。僕は帝輝に対抗するでしょうね。今回の君と同じように……」

「………」

「そんな顔をしないで下さい。その時は……袂たもとを分かつだけです。戦う必要があるかどうかもわかりません」

　そして、君尋は怜王に背中を向ける。

「全員、行きましょう。このままでは手遅れになります」

　君尋が指示すると、彼のクラスメイトたちは一糸乱れぬ動きで光の柱へと向かった。

「怜王。君たちも行かないと、ここは危険ですよ」

　そう言い残して、君尋も彼らの後ろについて去って行く。

「一番の曲くせ者ものは君尋……なのかもしれないな」

　遅れて怜れ王おも待避するために、クラスメイトへ指示を出した。





　　　　◆






　次々とクラスメイトたちが光の柱に飛び込む。大理石のロビーにクラスメイトがいなくなった。そして──最後に帝たい輝きと凰おう楽らが残る。

「行こう、凰楽」

　しかし、帝輝がそう促しても凰楽はその光の柱に入るのを躊躇ためらっていた。

「凰楽、もう時間がない」

「……帝輝。僕は」

「戻る資格がないとか言うなよ。そんなドラマで聞いたような台詞せりふ、俺にはいらない」

「……『ＬｏＲ３』へ飛ぶことになっても？」

　これで終わりではない。まだまだこの世界は続く。そう彼は断言した。

「もう、設定の変更は利かないんだ。それなのに元凶の僕がおめおめと……」

「凰楽」

　ビシッ、と崩壊する城の中、小気味いい音が響く。

「え」

　凰楽はおでこを手で押さえた。デコピンをされたと気付いたのはすぐだ。

　こんな時だというのに、帝輝はニッコリと満面の笑みで少年のように笑う。椿姫つばきや凰楽にしか見せない、子供の時の笑顔だった。

「凰楽。俺は今回のことを、いずれ笑い話にしてみせる。ああ、そんなこともあったねー、大変だったねーってな。だけど、笑い話にするには全員が生き残らないといけない。誰かが死んだら思い出す度に、悲しくなっちまう。ましてや、それがお前なら俺はこの歳としで十字架を背負うことになるな。間違いない」

　そして、帝輝は肩を竦すくめた。

「それに戻った時に誰か死んでたら、俺はもう『ＬｏＲ』をやれねぇよ。やれるわけがない。やる度に思い出すだろうからな」

　帝輝は腕を回して、凰楽の肩を抱く。

「だから、お前が死ぬことも俺は許さない。俺が気分よく『ＬｏＲ』をやるためにもな」

　帝輝のそんな勝手な物言いに凰楽は笑った。

「はは、酷ひどいな。君は」

「思い出せよ。いつもこんなもんだ」

「そうだったね。今の君は少し羊の皮を被かぶってるように思う」

「そっちも俺だよ。変わらない」

　それから帝輝は思い出したように頭を掻かく。

「ま、それに『ＬｏＲ３』に続いてくれなきゃ困るんだ。まだギフトを皆に行き渡らせてないし、脱出のためにはまだまだ知恵も準備も足りない。『ＬｏＲ２』じゃこれが限界だけど、もっとやれることはあるはずさ。『ＬｏＲ３』に行くなら願ったり叶かなったりだ」

「そう、か。そう言ってもらえれば、少しだけ救われるよ……」

「さ、行くぞ！」

　そして、帝たい輝きは凰おう楽らの肩を掴つかんだまま、光の柱へと飛び込んだ。













　次の世界へ移りながら、凰おう楽らは思う。

　帝たい輝きの傍そばは心地よい。

　やはり皆と生きるにしても、敵でありたくはない。

　自分は、ただただ、自や棄けになっていた。自分だけが生き残る可能性を否定したかった。

　帝輝たちに現実に戻ることを諦あきらめさせたかった。

『ＬｏＲ』で少し本気を出したのは、現実へ戻ることを諦めさせるためだ。

　……これからはもっと激しい戦いが続く。

　だが。

　帝輝はもうそれらをすべて乗り越えてしまうのだろう。自分の幼稚な浅知恵など、通じるはずもない。

　だけど、もういい。死ぬにせよ、生きるにせよ、やはり皆と一緒に過ごしたいのだ。

　土下座して謝って、クラスの皆にあらゆることを償おう。

　凰楽はそう決めていた。

　だが。

　この世界は凰楽が創り出したもの。

　そう思ってもいたし、ある程度融通が利いていたのも確かだ。

　それが、今になってまったく何も利かなくなっていた。

　いや、あの神と接触した時からそうだ。

　ラスボスの数値を変えてしまおうと思っても、それができなかった。

　他の兵士たちもそうだ。

　ここに来て、凰楽の中に様々な疑問が生まれる。

　帝輝、怜れ王お、君きみ尋ひろがレベルマックスであること。

　虚きよ数すうユニットの存在。

　あの神が見せた、人のような話し方。

　細かいゲームとの違いは挙げていけばきりがない。

　元々メッセージとその指示に従い、凰楽が設定した世界ではあるが、すでにその手から逸脱しつつある。凰楽が考えるよりも、さらに外にいる何者かの策さく謀ぼうを感じた。

「……いや、いいさ」

　だとしても、潰つぶせばいい。

　策謀ごと、叩たたき潰せばいいのだ。

「僕は……帝輝と一緒に生きるんだ」

　凰楽は、皆を守ってみせると心に誓った。





あとがき

　夜のマップって覚えゲーじゃね。なぜこのボス、魔力少ないのに魔力判定の武器で突っ込んでくるの。敵が岩を落としてきたけど、敵に当たって死んだ。ボスまで死んだ。弱い同盟ユニットが敵に突っ込んでしまう。あ、死んだ。結婚相手やパートナーに悩みぬいた末に誰とも結ばれずに終了。

　心当たりのあるＭＦ文庫Ｊの読者の皆様、こんにちは。田た尾お典のり丈たけです。




　もっとＳシミユレーシヨンＲＰＧが世に溢あふれてほしいですね。

　今回は仲間がバラバラな状況で始まります。敵を仲間にする方法は、説得が主だったりしますが、時折とても複雑な条件があったりしますよね。ゼー○イアとかヴァイ○ーガとか、最近だとラ○ィニスとか。苦労して仲間にしても、性能が微妙だったり……お約束！

　他にも三軍を同時に扱うのが本作の特徴となっております。戦略も含めて大陸の上を進めていくのは楽しいですよね。だから何度もやってしまうわけで……時間が何度も奪われる。ちなみに某ゲームは二軍のみを扱ってましたが、最後のマップにもう二グループ出てきたので、本当は四軍扱う予定だったんじゃ……と思ったりしています。わかる人にだけわかってください。馬と同じ移動力まで成長することもあるアーチャーが好きでした。

　そして、救済キャラなどについても少しだけ。一番有名なのはヘイストが付くエクスカリバー持ったあの人ですよね。あとは序じよ盤ばんだけいて絶対死なず、途中でいなくなるあの人もそうですね。ちょっと黒い鎧よろいに包まれた強い人がいたりすると「あっ、こいつ救済キャラじゃなくて、絶対裏切る」と察してしまいます。あの圧倒的な強さは嫌いではないです。大抵は二周三周するんで一周目はバンバン使います。そして、制限を始めて使わない時にそのありがたみに気付くわけです。不動無明剣最高！　流星剣最強！

　というわけで、次回に続きます！　次も面白くなる仕掛けを用意しておりますので、是非是非お付き合いください！




　それでは謝辞に参ります。

　担当してくださったＯ様。今回もご迷惑おかけ致しました。主に校正で……。つ、次はもう少し精度を上げますので、今後ともよろしくお願いします！

　イラストレーターの村むら上かみゆいち様。今回は武器や紋章のデザインまでやっていただき、本当に感謝しております。でも、やっぱり可愛かわいい女の子がいいです！　男の方も多めだったのにすべて格好良く描いていただき、ありがとうございました！

　そして、デザインを担当してくださったムシカゴグラフィクス様。また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様。今回も本を出せました！　前回に引き続き、ありがとうございます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を！


二〇一五年一月三〇日



























　著者

　田尾典丈（たお・のりたけ）

　　一巻の村上先生のあとがきを見て
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　　皆さんも見ましたか？
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